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中 国 訪 間 の 報 告

9月 20日 年後大

阪空港発、上海にて

小休止の後、夕亥」北

京に着いた。空港で

麦 (Mai)副 教授等

の出迎えを受け、宿

舎「友誼賓館」で旅

装を解いたのは夜 10時近かった。

今回は滞在期間が短いので (10日 間 )、 講演

に専念したい旨をあらかじめ先方に申し出て置い

化が、中国の流儀であろうか、講演5回 の他に観

光 ・接待の行事がざっしり詰まったスケジュールが

提示された。中国の人はなかなか頑固で、いくら

観光は辞退すると言っても、買物案内の半日を確

日にする位で、結局、先方の言う通 りになって仕

舞った。

まず、中国科学院 ・物理学研究所で
“
Dァnaln―

ical DiffractiO弓 Par↓iculariァ  fOr

Di ffrac↓iOn Topography"と 題する講演を

2回 行った。その内容は比較的講義的な ものであ

る。 紀研こ
``The α

ギ9 Phase Transition of

Quartz Studied by ,″  s,方″  X― ray TO―

pography"と 題し、我々の研究室が最近力を

入れている仕事を紹介 した。

犯コこ、 `】で一ray TOpOgrapエ ァ and Synch―

■otron Source"と 題し、科学院 ・高エネルギ

ー物理学研究所で講演した。これは北京に着いて

から急に要請され当惑したのであるが、 筑 波の

名古屋大学 加  藤  範  夫

PHFの 現状と放射光の散乱 ・回折現象研究に対

する特徴を述べた。聞く所によると、最近訪中し

た米国の著名な物理学者の提言に基づき、放射光

施設を5～ 6年 の計画で北京郊外に、建設するこ

とが決ったという事である。講演の終 りに、建設

に当り注意すべき3点 そ私見として述べた。第一

は各国の計画と実状を充分検討して着手すること、

即ち、遅れて建設する利点を生かすこと。第二は

今から学際的人材の養成を計ること。第二には中

央集権的にならぬよう、 1ア ンペア級、或いはそ

れ以上のX線 発生装置を全国各地に設け、研究テ

ーマ開発の据野を広げること。但し、この意見は

現在の中国の方針には沿わぬ意見かも知れない。

最後の講演は北京大学化学教室で行い、内容は、
“
Diffraction TIleor7 :On コ x tinction

PI ob l eIEIs"である。 この教室の主任教授唐

(Tang)氏 は戦争直後P aulingの 許で勉強し

た人で、構造解析を専門とする事を考慮してこの

テーマを選んだ。

北京大学以外では中国語の通訳を附けて呉れた。

講演に対しては意外な程活発な質問を受け、何れ

も30分～ 1時間位質疑が続いた。 聴 講者の中に

は南京や吉林省から来ている人も居た。質問の終

り頃には、私の講演と直接関係のない話題も出た。

一番困った質問に、「何故貴殿は長い間Dynalll―

ical Thecryの研究をしているのか?」という

ものがあった。ヒューマンな質問であるが、ブル

ジョア科学に対する詰間とも受け取れる。別の日

― ‐
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に麦教授の研究室の人 (7名 )と懇談したが、多

くの人が開発研究に関心があり、.且つ研究に目的

意識を持ちたいとぃう意向が強い。私は「好奇心」

と「日本の学会の伝統」、加えて「回折結晶学の基

礎」という二つの理由を挙げたが、今から考える

と適切な説明になっていたか否か疑わしい。

参観個所として、物理学研究所の一部と、上記

北京大学化学教室の一部を見た。装置としては、

MBE装 置 (中国製 )、電顕 (日立 )、 1ア ンペ

ア級X線 発生装置 (理学 ;トポグラフと回XAPS

に利用 )、 結 晶育成装置 (中国製 ;ゃゃ旧式 )、

回SCA(イ ギリス製、6,000万円 )、 4軸 X線

回折計 (米国製 )、 x線 の粉末回折、小角散舌Lの

装置 (理学 )等 々である。

牙 日早朝北京を発ち、年前 10時頃に上海に着

いた。丁度台風が来ていて、次の便から空港が閉

鎖された由である。宿合は静安賓館であった。こ

こには各国からの招待者が常時 10人程滞在して

いる。賓館内に科学院上海分室の事務室がぁって、

彼等の世話をしている。北京の宿舎で会ったカリ

テックやハンブルグからの教授夫妻とここでも出

会った。日本の方 (広島大 ・薬学 )も居られた。

これ等の方々とアクロバット(サーカス)に招か

れ歓を共にした。北京でも同じであるが、科学院

には外事部があり、組織的に先進諸国との交流を

計っていることが伺える。

上海では、上記の「α一β相転移 」と「消衰効

果の理論」を講義的要素を加味して講演した。ま

た、金属材料研究室と瑳酸塩研究所の一部を参観

した。MB□ 装置 (フ ランス製 )、 X線 回折装置

(中国製及び理学 )、電顕 (JAL)、 結晶育成

装置等々を見た。長さl IItL余のルビー (レーザー

用)、直径 15伽程の雲母、水熱合成による水晶

等々が育成され、またファイン・セラミックス系

統の成型材料などが基酸塩研究所の応接室に陳列

されていた。si,GそAs,YAG等 の育成は既に生

産工場に移されているとの事である。

北京物理学研究所は総員 lβOo名 、上海の金属

材料研究所、基酸塩研究所はそれぞれ80o名 およ

び60o名程度で、その中、約半数が研究者である。

特に大学では年輩の教授 も多いようであるが、麦

副教授の例に見られるように40才代の本が中核

と見受けた。彼等の大部分は2年程の海外智学の

経験を持つ。物理研究所のFeng目 J教授も香港に

生れ米国で教育を受け、Bristol(英 国 )でPb.

D.を 取った着手である。BristOiで 何度:か出

会った旧知の人で、私の講演の通訳をして呉れた。

次に北京大学附属中学の参観について述べたい。

前々から、軽い気持で初等教育の参観を申し出て

置いた。ちなみに同じことをソ連で申し出た事が

あるが丁重に断わられた。中学とはいえ、中学と

高校の繋った6年 制の学校である。校長は英会話

の出来る人であった。容易に想像されるように、

北京一、つまりは中国一の優秀校である。生徒数

約 2,000、中 600人が寮生である (寮費、月2元 =

約 lUS$ 〃 )。但し、全国から募集するので

はなく、大北京地区から試験で選抜する。教師用

の宿舎も一棟あった。物理実験室、教官 ・生徒図

書室の他、中一の英語、高一の代数の授業を参観

した。クラスの生徒数は約50名 である。 英 語の

先生は女性であった。英文及び中国訳が黒板に書

かれてあったが、文脈の説明その他を殆んど英語

で行っており、その発音は完墜に近い。教官も最

優秀な人をそろえているのであろう。尚、6ク ラ
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スの中5ク ラスが英語、 1ク ラスが露語との事で

ある。大学進学率は95%以 上で、大部分が理工

系に行く。全中国の大学進学率が 5%に 満たない事

から見ても、如何にエリート教育、理工系重点主

義を宿 っているかが分る。もっとも、偶然、参観

日の英字紙 (CHINA DAILY)に Refo―

rmation of□ ducatiO■ という記事が出てい

て、理工系偏重を指摘し、人文系とのバランスを

計るべしと述べてあった。中一のクラスでは約5

人が眼鏡を掛けていたが、高―では25名 であっ

た。この点を校長に聞いてみたら、Hard wOrk

with home workと 言って、本を読む真似をし

ながら笑っていた。休み時間に音楽が流れてきた

が、音楽に合わせて目の運動をするように指導し

ている由である。校庭には50X25m2の 立派なプ

ールやパレーコー ト等、運動設備もそろっていた。

私事で恐縮であるが、私は上海生れで2才 の折

日本に戻ったので、生家について全く記憶が無い。

今回科学院上海分院の方が、私の戸籍にある旧番

地を手掛 うに、生家を探し当てておいて呉れた。

現在住んでいる方々の歓待を受け、同文の地に生

家を訪ねる感動を覚えた。

総じて、中国の科学は急速に発展している。国

の科学 ・技術政策は生活水準・産業水準の向上、

加えて国防能力の向上を志向していることは明ら

かである。科学者 ・教育者がこの線に沿つて努力

している事もありありと伺われる。恐らく、日な

らずして、先進諸国に比肩する成果が生れるであ

ろう。中国人自身が、生活 ・産業水準の遅れを言

うけれども、それはそれとして、科学とかスポー

ツの分野で一流の仕事を少なくとも間歓的に生む

ことはそれ程困難な事ではない。我国でも、大正

末期から昭和初期にかけ、国民一般の生活水準や

思承岳窒轡禄≧晶書「暑F暑 轡景岳岳豊邑結を8

れた能力を持つことは古代から明朝までの歴史を

「
替畳署岳轡:暑 景を自前の科学が持続的に育つ

か否かである。近代科学成立の条件が、学問の自

:号を;を言と岳審i畳3留暑暑旨岳岳暑暑骨蛋
申
が残る。中央集権の制度は学術輸入の段階での

十
有効なように思える。 (高エネルギー物理等は

|」でつろう)。然し私は現在の中国の科学政策を

キ
とするつもりは毛頭無い。むしろ現時点で、軍

車の近代化といぅ項目を除けば最も国以に沿った

十
策裸 っ韓 とぃぇょ売

1翻
って、日本の科学政策が、既に学術輸入の段

時を経ているのに、依然として、中央集権的な方

牛をとっているかに見えてなられ 1研究に億
弁
お金を投じてノーベル賞級の仕事を求むという

井
想には時代錯誤の感さえ持つ。学術分野によっ

| 、
その煙 競 っn ち ことも考えられるが、

+し
ろ教育の画一化ゃ中央集権的発想を除き、好

|      (山 田科学振興財団選考委員 )
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中・… … … …… …Ⅲ 山 田 コ ンフ ァレンス速 報

山田コンファレンス Vll・ミュオンスピン回転と関連諸問題

東京大学

来るように配慮された。この会議の組織には東京

大学理学部中間子科

学実験施設が当り、

広い角度から会議の

プログラムを定めた。

現代の科学研究はと

かく狭い領域に分化

し勝ちであるが、こ

光敏崎

第7回 山田ヨンファレンス「ミュオンスピン回転

と関連諸問題 」(Yamada Conference WI1 0n

PIuon Spin  島0↓ation and AssOciated

PIoblellls)は、去る4月 18日から22日まで5

日間、静岡県下田市の下田東急ホテルで開かれた。

ミュオンのスどン・磁気モーメントをプローブ

として物質の内部構造に関連した新しい現象を探

る試みは、この 10年程のうちに急速に発展 し、

μSR (ミ ュオンスピン回転 )の名で呼ばれる

ようになってきた。μSRは 、そのエキゾチック

な面白さを発掘する揺らん期から、へ 物性や化学

の問題に適用する青年期に向っていると考えられ

る。このたび、この育ちつっぁる学際的研究領域

が山田コンファレンスの一つに取りあげられたの

で、さらに一層周辺領域との関連に重点をおいて

会議を組織することにした。幸い外国から80人、

国内から40人 ほどの参加者を迎えて成功裡に行わ

れた。会場は歴史的な町である下田市、海を見下

ろす下田東急ホテルが選ばれ、参加者全員、5日

間の会期中寝食を共にして科学を楽しむことが出

のような会議の機会に異なった分野が大いに相互乗

り入れし、新しい研究方法を生み出すことめ章できれば、

というのがわれわれの願いであった。したがって、パラ

レルセッションは設けないこととし、講演のあと議

論を大いにやってもらうこととした。招待講演者

とその題目をならべると後記のようになり、極め

て広い分野を掩っている。

永 宮 理 事 長

永宮理事長の挨拶

のあと初日 (4月 18

日 )の会議はメルSR

の友だちともいうべ

き分野からの講演で

幕をあけた。Stu―

ttgart α)K: m―

ierの π中間子チャネリングの話はμ
Ⅲや豚十の

ような軽い粒子が結晶中のどこに止まりどのよう

に振舞うかに関する直接的な実験的根拠を与える

もので、今やっと始まった領域であるわ治後の発展が

大tWて数侍されている。中性子散乱とμSR、 という

山崎組 織委員
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石川義和の話は、研究対象、研究方法、又実験フ

ァシリティとしても相補的且つ深い関係にあるこ

の両者をつなぐ意図をもって行われた。又、南園

忠民Jの講演は大阪大学で行われてきた偏極(12B

NMRに よる物性研究の面白さと親近性を参加者

に印象づけた。

正ミュオンという、陽子の 1/9の 質量をもつ

粒子の量子拡散が第一のテーマで、温度を下げて

ゆくにしたがい、金属結晶中における拡散係数が

最小値に達したのちふたたび上昇するという異常

な姿が実験的にも理論的にも明らかにされつつぁ

る。不純物原子や空子しにおけるμ
十のトラッピン

グ・デトラッピングも多くの人が関ゎっているテ

ーマである。

ル
・が物質中でどのような電子状態を持つかと

いうテーマが第二番目の問題で、これには実験 ・

理論両面から多くの貢献があった。

第二日目(4月 20日 )は
中新酸めったセッションで、

素粒子 ・原子核物理との関連、および負ミュオン

の原子物理がテーマとなった。これらはミュオン

の偏極を利用した精密物理であって、Gidalら

は右巻きヘリシティのSS相互作用が存在するかと

いう現代素粒子物理の最先端の問題に挑み、″μ

崩壊の精密測定からその混合は0.3%以 下である

ことを始めて明らかにした。Orthは 軽い ミュオ

ン原子の超微細構造をrf共 鳴 (食;4.46G]彰 )

によって研究し、負 ミュオンの荷電雲に取 り巻か

れた原子核の周辺の電子状態に関する知見を得た。

今里は数ケ月前始めて観測された強磁性Ni中 で

の〃玖 ピン回転を報告し、巨大超微細異常 (新 し

いタイプのBchr C Weisskopf効 果 )か ら核

外の電子スピン密度の空間分布がわかることを明

らかにし、つづいてFreemanは 内殻電子偏極を

含む電子スピン偏極のメカニズムで新しい実験値

を理論的に説明した。

化学の分野の参加者も多かった。μ
十
が有機物

中でつくるミュオニウム・ラジカルの構造や、ミ

ュオニウムを含む化学反応機構、水素化物の新し

い研究方法、などがテーマであった。

物性への応用としてはFr e eIIlan、」accarino

がそれぞれ表面物性、乱れた磁性について印象深

い講演を行いルSRが この分野の強力な武器とな

ることを述べた。実際にスピングラスのダイナミ

ックスの研究でμSRは 大きな役割を果している。

ミュオンスピン緩和の新しい方法として数年前

から注目されたものに零磁場緩和法がある。これ

は外場零のもとでプローブ ・スピンがランダムな

内部場によって縦緩和を起すことを観測しようと

するもので、その理論的基礎は 1967年久保・鳥谷

部による先駆的研究によって支えられている。今

度の会議のマークに有名な久保 ・鳥谷部曲線を使

うことにしたのは、理論 ,実験両面における主催

国側研究者のこの問題への貢献を表わしている。

折から「プロープの反作用」の問題が提起され、

ちょうど出席されていた久保先生を始め多くの人

が活発な議論を宿った。久保 ・鳥谷部理論の深化

は今後に残された問題でぁる。

日本でこのような会議を持つことになった一つ

の契機は、東京大学が高エネルギー物理学研究所

内に造った新しい中間子ファシリティBOOMが 、

従来外国で行われていた通常のμSRと は一味違

った分野を形成し始めていることにある。諸外国

のそれが連続状 ミュオンビームを用いているのに

対し、300Mは 鋭いパルス状ビームを供給し、
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そのおかげで、長時間の緩和現象の観測、パルス

状 rf印 加によるミュオン磁気共鳴の実現に成功し

ている。海外からの参加者のほとんどはKEKの

B00Mフ ァシリティを見学し、今後大いに国際

的交流を行おうという気運が盛り上った。会議の

あと残って実験に参加して行った人もいる。

プロシーディングスは今年中に出版される予定

である。永宮健夫理事長はじめ山田財団の関係者

の御努力に感謝の意を棒げる。

山田 コンフ ァレンスⅦ組織委員

」. E .  B r e w e r ,

K.M.Crowe,

H,Fischer,

D.G.Fleming,

T  R  I  U M I P

L B L

Z  u r l c L

U B C

R . G rァ ns z p a n ,

I. I. Gurevich

R .■ e f f n e r ,

コ. K a r 1 8 S O n ,

」. K o s s l e r ,

鼠. P. Kruglov,

■ Kundig,

永 嶺 謙 忠

P.Percival,

コ. Recknagel,

Ao Schenck,

A. Seeger,

M o  A . S t O■ e h a m‐

山 崎 敏 光

V i t r y

M o s c o w

LAMPF

V p p S a l a

Willialll and Mary

L eningrad

Z u r i c h

東 京 大 学

S i I I I o n  F r a s e r

K o n s t a n z

S I N

S tuttgart

I I a r w e  l l

東 京 大 学

Session I   INTRODUCTORY:  wSR AND ITS NEIGHBOURS

K, Ma■ er, 1『 I Stuttgart:  Solid State Phys■ cs w■ th POs■ tive

Pions

Y. Ishikawa, Tohoku Univ、 :  Neutron Scatter■ ■g and wSR

T, Minam■ sono, Osaka Un■ v:  ■ yperfine lnteractions of lnter一

stitial 12B in Ferromagnetic Fe Studied by Use of

AsyIIlmetr■c e Decay

Sess■ On II DIFFUS10N

A.M. Stoneham, Harwell:  Kinetics and Dynamics of Muon

Localization and TrapPing

K,W. Kehr, 」 ulich:  Empttr■ cal lnformation on QuantllIIL

Diffusion

Sessユ on I工 工   DttFFUS10N AND TRAPPING

A. Seeger, MPI Stuttgart:  Diffus■ o■ of Very Light Particles

■■ Meta■ s

C, Clawson, LBL:  Zero一 Fie■d wSR and Low― Temperature ロ

Diffusivity in Copper
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Session IV   DIFI「 USION AND TRAPPING

A. Weidinger, Konstanz:  Muo■  Trapping at Vacancies in Pure

and Doped ttron

R,M. Nieminen, Helsinkェ :  Muon States in Metals:  Recent

Progress

Session V  HYPERFINE FIELDS OF ll+

D, Ellis and B, Lindgren, Northwestern univ,, Univ, of

Uppsala:  Cluster Calculations of Muo■  ■yperfine
l「ie■ ds ■ ■ Trans■ tion Metals

」. KanamOri, osaka:  Self― cOns■ stent Calculation of ■ yperfille
Fttelds and Adiabatic POtentia■  of lmpur■ ties ■ ■ 工ron

W, Studer, SIN:  Muon K■ ight Shttft Problems in hcp Metall土 c
Singユ e Crysta■ s

Session VI   IIUON AND MUONttUM IN SOLIDS

SsP. Krug10v, Leningrad Nuc■ ear Physics lnstitute:  Investiga―

tion of Normal and Anomalous Muonttum in Semiconductors

on the LNPI Synchrocyclotron

B,Do Patterson, Univ. Zurich:  A Site Deterlnination for Mu

and its lmplications

T,P, Das, SUNY Albany:  Theory of Electronic Structure,

■yperfttne lnteractions and Location of Muonium ± ■

S eln■―Conductors

Session VII   ELECTROWEAK INTERACT10NS

G. Gi dal, LBL:  Search for Right uanded Current in Muon Decay

Session VIII   MuONIC ATOMS

■. Orth, univ, Hettdelb erg:  口  SR Spectroscopy on Lttght
Neutral Muo■ ■c Atoms

Yu P. Dobretsov, Moscow Physttcal Engineerttng lnstitute:

Munuc■ eon AtoIIs

」. 工mazato, univ. of TOkyo:  Observation of u  Spin Precession

in Ferromagnetic Ntt and Gttant Hyperfine Anolnaly

A.」 . I「r e elnan, Northwβ stern Univ=:  Theory of Hyperfine Anomaly

in Muonic AtoIIL
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Session lx   cHEMISTRY

H. Fischer, Univ. Zurttch:  POsitivettMuOns as Probes in Lttquid

Phase Free Radical chem亡 stry:  Radical structures と とnd
Reaction Rates

M.C.R. Symons, unttv. Leicester:  chemical Aspects Of uSR

Res earch

Session X   cIEMISTRY

Y. Tabata, Univ. Of Tokyo:  Muon sPttn Re■ axatiOn and POsitron
An■ 土hilation in cyc■ Ohexane _Related to Spur Structttre

in RadiatiOn Che賦 庄stry

D. FleIIling, Unttv. of British cOュ umbia:  Mu Formation and
Reactivity in vapors

D. Horvath, TRIllMF:  pT~ P rObe

Session XI   soLttD STATE

A.」 . Freeman, NOrthwestern Univ.:  wsR as a PrObe of Magnetism

at Surfaces, Interfaces and Artific■ al Structures

C. Boekema, Texas Tech:  Muon Hyperfine ttnteractions in

Magnetic ox■ des

PとWo Percュ val, simOn Fraser u■ ■v.:  Muon■ um ュ n Single CFystals
of lce

Session XII   RELAXAT工 ON PHENOMENA, DYNAMttCAL PROCESSES

V, 」 accar■ ■o, santa Barbara:  Disordered Magnetic systems

P.F. Meier, u■ iv. Zurich:  sPin Relaxation of Positive Muons

due tO Dipolar lnteractions

Session XttII   NEW l回 THOD AND TECINOLOGY

P. Podini and R. Tedesch土 , Univ. of Parma:  A New Spectrolleter
for MuOn Spin Rotation

Sess ion XttV   suMMARY SESS10N

Pane■  Discuss■ ons of Future Perspectives:  A. Seeger, 1口 I
Stuttgart, D.E. MacLaughl土 n, u.ca Riverside′

K, Nagamttne, unttv, Of
Tokyo
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第 4 回 長 期 間 派 遣 者 研 究 交 歓 会 速 報 ― B …m …制" 瑚い則m "

会 場  薬 業年金会館 (大阪市東区谷町 )    耐 .

会 期  昭 和58年 7月 16日□           ‖ .

参加者 イ 。昭和58年 4月 までに帰国した長期

間派遣者 7名  口 .本 財団より理

事及び選考関係者8名

昭和55年 4月 以降海外に留学 した新進研究者か   iv`

ら在外中の研究成果及び体験を聴き、相互の懇親

を深める為、第 4回交歓会を開いた。

10時、永官理事長の挨拶の後、研究者が次掲要

旨のような成果報告を各20分宛おこない、参会者  二 .

と質疑応答を重ねて、意義深い会合とすることが   1.

出来たo援 助額が十分とは云い難いにも拘 らず、

すばらしい成果をおさめられた並々ならぬ努力と

労者に対し深甚なる謝意を表すると共に今後一層

の研鎖を積まれるよう願いたい。

講演終了後、約2時 間意見交換 ・自由懇談をお   H.

こない、5ケ国にのばる留学先の最近の国情、生

活状況,研 究環境その他について思悌なく話し合   間 .

って、和気講議のうちに非常に有益な次掲の意見

が示された。

イ.オ ランダの大学では、日本人観光客は多数来   i比

るが、留学には来ないといわれ、お蔭で大い

に歓迎された。

吼 国 別の治安状況は、米国で都市によっては治

安が悪く、不安が伴 うが、フランスではスリ

の横行が目立ち要注意。西独のマールブルク

は極めて快適。                 V.

′ヽ 生 活環境

i.交 通事情 米 国では車が不可欠、独 ・仏で

は電車 ・バス利用で事足 うる。         vL

ハフイは物価が高く、東京並み。

住宅事
1情 パ リでは借家法制定の為、アパ

ートが借う難く、オランダでは住宅関係費

が高いが、一同早目の入居手配、大学療入

居、共同借室など工夫をこらして亮服した。

生活の収支均衡は、今回の交歓会出席者の

お話から推察するところ、資金の道 り繰 う

と倹約で余裕は無いが、問題が無かった模

様。

研究環境

同じ研究機関、若しくは同じ国に、本財団

の援助による留学者がいるときは、研究分

野が全 く違っていても、相互に接触して種

々得るところが多いので、財団から情!報を

提供しで貰い度い。

研究要員の雇い入れは、我国とちがい海外

では雇い易く仕事の面でたすかる。

研究者の終業時刻、西独、ハワイでは夕刻

になれば帰ってしまい、夜間は日本人だけ

が頑張っていたo

研究機関でのテクニシャン

ハワイでは、我が国と異なり技宮の方が研

究者より多かった。米国でもテクニシャン

は、比較的優遇されており、自信をもって

働いている。フランスでは給与面でも優遇

されているようである。

西欧大学 も、スクラップ ア ン ド ビ ルド

式に予算を削られて厳しい環境に立たされ

ている。

アメリカの大学では研究用機械の所在など
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ホ .

もコンピューターですぐ半」るようにし、1

台の機械を大学全体で効率的に活用出来る。

之に比し、我が国では同じ大学内で、学部

ごと研究グループごとに同じ機械を買うと

いった無駄が目立つ。

国立大学における若手研究者の海夕ヽ留学に関

し、期間中の身分、給与等の扱いを話し合い

大t にヽ得るところカドあった。

本財団としては出発時に財団の英文解説書を

携行願い、海外の然るべき先で財団の金容、

とくに山田ヨンファレンスのPRに 資すよう

つとめたい。

研 究 交 歓 会 次 第

会 10:00

拶       理 事長  永  宮  健  夫

演  1 0 : 0 0 ～1 5 : 0 0

(質疑応答を含めて 1名 20分 間 )

1.細 胞性粘菌におけるパタン形式

京都大学 井  上   敬

2.海 馬の研究 一 記憶 と学習

塩 達一郎京都大学 大

3 低 次元導体の電荷密度波の構造的研究

東京大学 鹿 児島 誠  一

ェク トの予備研究LNDプ ロジ4. DUMP

(DUMAND計 画 )

島 祥  孝東京大学 川

よる筋小胞体中のカルシ5 電 子プローブ分析に

ウムイオン動態の研究

順天堂大学 ゴヒ澤 俊 雄

6 高 エネルギー素粒子及び原子核反応に

おける同種粒子効果

信洲大学 美谷島   実

7.ゾ ウリムシの性的細胞認識 と細胞接着

村 昭  夫東北大学 北

7  : 0 05  : 0 0 ～ 1意見交換 ・自由懇談  1

選考委員長 関  集 三閉会の挨拶

開

挨

講

念  撮

後列左から 小 川俊太郎、西原 宏 、永宮健夫、鈴木友二、山田安定、神谷宣郎、関 集 三、竹内郁夫、

前列左から 鹿 児島誠一、川島祥孝、北澤俊雄、美谷島実、北村昭夫、大塩達す郎、井上 敬、

一 H一



講 演 要 旨

1 .細 胞性粘菌 におけ るパ タ ン形成

京都大学理学 部
帆
敬

立
上

吻
井

派 遣 期 間  昭 和 5 5 年 1 0 月 ～ 昭和 5 6 年 1 2 月

研 究 機 関  D e P a r t m e n t  o f  B i 。 1 0 g y ,

P r  i I I o  e ↓o B  U I l i  v e  r s  i  t  y ,

N . 」 口,  U . S s A .

P r o f .  」 .  T s  B o  E l n  e  r

昭 和 56年 12月 ～ 昭和 57年 7月

I nlperial Cancer ResearcL FuIId,

L olldOll,  U.【 .

D r .  」. D . o  r o s s

研究指導者

派遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

多細胞生物の発生では、異るr//8を示す細胞が
一定の比率で、しかも多くの場合定まった空間的

配置をとって出現する。 しかし、このような細胞

分化のパタンがどのようにして形成されるのか、
まだよくわかってぃない。細胞性粘菌の一種 Df‐

ごす切sすメル物 ″scθすルrrz lま、はじめ一様であ

った細胞集団からわずか2種類の細胞が分化し、
一定の空間的パタンを作ることから、この問題の

モデル系として好適なものということができる。

D・"Scθ材あ″ は増殖期を終えたのら、 細 胞
の放出する oyolio AblPへの走他性運動によっ

て集合し、多細胞集団となる。この細胞集団は、
あたかもナメクジのように底質上をはぃまわる移

動体の時期を経て、胞子群 とそれを支える稿より

成る子実体を形成する。すでに移動体の時期に、

全細抱の約20%は 将来、稿を作る細胞 (予定柄

細胞)に 、残 りの 80%は 胞子になる細胞 (予定

胞子細胞)に 分化してぃて、前者が移動体の頭の

部分を占めるのに対し後者はその後に位置する。

この予定柄―予定胞子の空間パタンが作られる原
因を探るために次のような実験を行なった。

まず、移動体の原動力を測り、予定柄細胞の原

動力は予定胞子細胞よりはるかに高いことを示し

た。一方、移動体運動の力学的考察から、細胞の

原動力に差がある場合、原勤力の高い細胞が移動

体前部を占めるように選別することを理論的に示

し、上記の空間パタンが両種細胞間の原動力の差

にもとづく細胞選別の結果生じるという可能性を

示した。一方、培養条件によって両予定細胞への

分化の傾向の異る2種 の細胞集団について oヌclic

AMPに 対する感受性を比較したところ、 予 定柄

細胞になる傾向の強い細胞の方がより運動性が高

いだけでなく、ずっと多くの cyclic AMPリ セプ

ターを持ち、 cyclic AMPに 対する定化性もより

強いことがわかっデ島 他方、移動体における蛋白

合成は予定胞子細胞において高いことも示された。

ところで、様々な発生系において細胞の分化や

運動性 と細胞内水素イオン濃度との間に密接な関

連のあることが知られている。細胸性粘菌におい

ても、例えばNE4 Clの ような細胞内 pEを 上

昇させると考えられる物質を与えると胞子がより

多く分化してくる場合があることが知られている。

そこで、 fluOresceinの 誘導体を用いた螢光分光

法および故射性DMO法 によってD.所 sιθザ挽″物

の細胞内 PEを測定したところ、予定柄細胞では

予定胞子細胞よりも細胞内pEが低いことを示す

結果が得られた。 このような細胞内 pHの 違いが

細胞分化に具体的にどのように関わっているかを

明らかにするのは今後の課題である。

-12-



2.海 馬の研究一― 記憶 と学習

脳は計算機と対比されるが、その情報処理の原
理は未知である。神経細胞は特異な形態に発達分

化し、その情報素子としての機能は非線形かつア

ナログ型である。多種のリズムが存在しているが、

情報処理の同期を統轄すべき時計の存在は知られ

ていない。脳の線維連絡は明らかに並列分散処理

に適している。しかし、分散する部分系を連合す
る線維連絡が発達してぃる事、分岐統合する神経

回路の中に多シナプス性の環状回路を形成して情

報を循壊させてぃる事、シナプスの情報伝達は伝

達物質 ・ホルモン・化学的環境に依存して可塑性
を示す事などの理由により1情報の入力出関係の分

析はいくつかの例外を除ぃて容易ではない。

脳における記憶は、計算機の記憶素子のビット・

パターンに対比させて論じられる事が多い。しか

し、記憶物質の形で保存されるのめ、 単一の細胞
の発火形式として保存されるのか、神経回路の多

型の表現の一つとして保存されるのか明らかでは

ない。シナプスの可塑性は情報素子のアナログ特

性の変化または入力端子の選別を意味するが、こ

のような局所的変化と記憶の生成消滅との関連の

実証は極めて少ない。

辺縁系に属する神経核群を家状に連ねたPap ez

回路は本来は情動発現の機構として提唱されたが、

記憶や学習とも関与する事が知られている。 Pape―

z回路のなかでもとくに「記憶回路への入日」と

京都大学理学部
おお しぉ た つ t ぁヽ

大 塩 達 一

派遣 期 間  昭 和 5 7 年4 月 2 0 日引酪口5 8 年3 月3 1 日

研究 機関  I n s t i t u t e  O f  A n i m a l

P L y s i o 1 0  g y ,  U n i v e r s i t y  o f

A I E L S  t  e  r  d a I E x ,  T h e  N e t h e r l a n d s

研究指導者  Prof.Dr.F.E tt LoPes

d a  S i 1 7 a

見なされている海馬の神経回路は、整然たる並列
モジュール構造をもつ。モジュールの主要な径路

:貫通線維 ――頼粒細胞 ・苔状線維 ―― CA3錐

体細胞 ・シェーファー側枝 キー CA l銘 体細胞に

合まれる三つのシナプスは高頻度刺激に対して長

時間持続するテタヌス後増強を示し、さらに 1日

数砂のテタヌス刺激を繰 り返すと数日で燃え上 り

現象を示す。これらはそれぞれ短期記憶とてんか

んのモデルと考えられている。

ラットの海馬に
1慢
性電極 (16チャネル同軸プリ

ント電極)を 植え込み、無麻酔 ・無拘束で細胞外

電位と脳波を常時モニターして、テタヌスカ」敵後
の促通現象および燃え上 り現象べの移行期の神経

細胞の各部分の局所電流 (分解合ヒ百ミクロン)を

解析した。類粒細胞 とCA l鋒 体細胞では、燃え

上り現象の成立に伴なってシナプスと受容体の空

間配置が変更される事を明らかにした。また膜電

位と細胞外電位の変化は、受容体の空間分布の変

化だtテで説明できる事を、神経細胞の計算機モデ

ルによって示した。シナプスの促通現象は特定の

神経回路の選択を意味するから、その固定化が長

期記憶に対応すると推定される。

他方、物質変化に関しては 50Kの 膜蛋自の燐

酸化との平行関係が認められたが、新しい霞自の

合成は確認できなかっ名 海馬回路の情報処理の

定量的解析は詔慮を解明する鍵となるであろう。

う

ほ

ろ

白
Ａ
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3.低 次元導体の電荷密度波の構造的研究

東 京大学教養学部

派遣 期間

研 究 機関

研究指導者

低次元導体の研究の分野は、物性物理、化学の

中でもかなり若い分野であり、今年であょうど10

年程度の歴史しかもっていない。この分野の基礎

研究の究極の目標を一言で言え!去 今まで知られ

てきている三次元の電子物性と異なった低次元電

子系特有の物性を理解することである。その代表

例は、「電荷密度波 (CDW)」 と呼ばれる新し

い集団電子状態と、これに関連して特に一次元素

系で生じる「パイエルス転移」と呼ばれる金属一

半導体相転移である。 CDWは 、電子密度の波と

周期的格子ひずみの波との混成波である。したが

って、X線 、中性子線、電子線などを用いた回折

結晶学の方法で周期的格子ひずみを観測すること

により、 CDWの 挙動を直接的に探ることができ

る。

私自身は、過去 10年間、 カ ウンターを用いた

X線 回折、散乱の手法で一連の一次元電気伝導体

のCDWの 研究を続けてきた。一方、パリ南大学

では、X線 写真法を用いた研究を行なってめざま

しい成果をあげてきてぃる。今回、パリ南大学に

出かけた動機の第一は、写真法による研究の状況

をつぶさに挑めることであった。第二の動機は、

約 3年前にパリ南大学で、低次元導俸研究の一家

として有機超伝導が発見されて以来、同所がこの

分野の研究のメッカになっていることにある。

57年 2月 にパリに到着し、 1週 間後から、X

線写真法を用いたCDWの 研究を開始した。 6月

には、同所にあるシンクロトロン軌道放射光施設

のX線 源を使う実験も行なった。秋には、CDW
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の研究にとどまらず、有機超伝導体の新しい候補

物質についても実験をすすめ、超伝導の出現条件

を構造的側面から探った。 12月 の帰国直前に、

フランスアルプス地方でこの分野の国際会議が開

かれたので、これをフランス滞在のしめくくりと

して、それまでに得た成果をまとめて発表した。

主要な成果は、第 1に有機十次元導体T玉煙TF
一TCNQと TMET TT一 bromaniIを 比較研究

し、前者ではパイエルス転移が、後者ではスピン
・パイエルス転移が生じていることを発見したこ

とである。第2に は、有機超伝導体の新しい候補

物質 (BEDT一 TTF)2 Ci04(CE3 C13)よ 5

で、分子の向きに関する秩序一無秩序転移が生じ

ることを発見した。第 3に、無機
一次元導体鉄

バナジウムブロンズとモリブデンブロンズを比較

研究し、前者ではバイポ
ーラロンと呼ばれる電子

と格子ひずみの結合した状態が生じていることを

確かめ、後者では通常のパイエルス転移が生じる

ことを発見した。

この分野の研究では、最初は金属と半導体状態

にのみ関心が集まっていたが、最近になって超伝

導状態と磁気秩序状態も舞台に登場してきた。つ

まり、電子物性の主要な役者が揃ったわけである。

今後の課題は、これらの多様な状態のそれぞれが

現われるための条件と、状態相互の関係を解明す

ることであろう。X線 などによる構造的研究が依

然として重要であることが、有機超伝導体の研究

の中で実証されてきている。
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4.DUMANDプ ロジェク トの予備研究
(DUMAND計 画 )

東京大学宇宙線研究所

派遣 期間

研究 機 関

かわ  し ま  よ し  た か

夕ll 島  祥  孝

昭和 56年 8月 4日 ～ 昭和 57年 7月 7日

Eawali DUMAND Cen↓ er

、U■iversity Of ェ awaii

Eonolulu, Hawaii, u,s.A.

P rof. 」 OL■  G. Lcar■ ed

も屈かない深海の水そのものを検出器 として活用

することが考えられた。ハヮィ島の沖合 25 kIILの

深海 5,000物 地点に 250X250X500 mSの 体積
中に、ニュートリノ反応の結果出て くる荷電粒子
によるチェレンコフ光を検出する感光器を配置し、
天体からのニュー トリノのエネルギー、入射方向
そしてその時刻が正確に記録されるようになって
いる装置である。

3 . 準備 研 究

私の参加 した予備実験では、上述した雄大な計
画を実現するため、 0効 率の良い チェレンコ

フ光検出器の設計、組立 6)チ ェレンヨフ光
検出器を用いた荷電粒子の検出効率の測定てc)ノ
イズとして深海における生物光や海水中に含まれ
るアイソトープ等による光の測定 (り検出器の耐
圧テストと遠隔操作によるテスト実験。以上を目
的とした基本的準備研究を行った。現在も、アメ

リカと日本が主になり、各種実験装置の開発及び
それらを用いた予備観測が継続してすすめられて
いる。

研究指導者

1.DUMAND計 画 とは

DeeP Underwa↓ er SItucュ AIld Neutrino Dete‐

cto rの頭文字をとった略語である。この計画は

その名が示すように深海の水を利用 して高エネル

ギー宇宙線ミューォンとニュートリノに関する研
究を行う実験計画のことでぁる。特?く 夫体から
来る超高エネルギーニュートリノを観測出来る可
能性があり、従来主として電機波により観測して

きた天文学に新しい窓を開くものである。
DUMANDは 非常に雄大な研究計画なので、国
際共同研究 (アメリカ ・日本 ・西 ドイツ・スィス)
として発足した。

2 . 装置 概 略
ニュートリノと呼ばれるこの素粒子は現在のと
ころ質量も電荷もなく、常に光速で走るエネルギ
ーの塊だとみなされている。このニュートリノは
どんな物質でも通 り抜けてしまう奇妙皆性質を持
つため非常に捕え難LЪ ただ確率的にたまたま物

質 と反応して荷電粒子を発生させる。物質量が多
い程それに比例してニュートリノめ反応確率は高
くなる。そこでニュートリノ望遠鏡として太陽光

5B電 子プローブ

の研究

分析による筋小胞体中のカルシウムイォン動態

順天 堂大学 医学 部 ] を晋 複 晶

派遣 期間  昭 和5 5年4月 9日～昭和 5 8年4月

研 究 機 関   Presbylerian 一 Uェiversity of

Pen■syl▼a■ia Medical C enter

U,S.A,

研 究 指 導者    Prof. Andrew i. 8 o IIL1 70
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従来の生化学 ・生理学的手段で到達することが

できなかった生きた細胞内のある微小部位の機能

に関連した元素濃度あるいは組成の変化を測定し

ょうとする試みが近年盛んに行われ始めた。電子

プローブ くX線 微量分析)法 もその
一つである。

現在では定量化も進み、適切な生物試料、例えば

急速凍結の後凍結乾燥した超薄切片との組み合わ

せにより、細胞内の電子線を照射した任意の微小

部位の元素濃度を定量的に測定することが可能と

なっている。現在の所、生物材料において径が

500氏 程度の微小部位の元素組成及びその重さ

を測定できる方法はこれ以外にない。この方法を

習得し、特に筋細胞内の収締に関連した Caの 動

きをとらえるため、この方法の定量化に成功して

いる米国ペンシルパニア大学医学部ソムリオ教授

のもとに 1980年 4月 から1983年 3月 までの

三年間留学した。細胞内機能を調節しているCa

は微量で、更に電子プロ
ーブ法を定量化する必要

があった。この定量化に約三年近く費やしたが、

現在ではCaの みならず 他の元素の微量測定も可

能 となった。

最初の生物における課題は、静止時のカエル骨

格筋収縮たん白質の細いフイラメントに微量なが

ら Caが 検出されたが、これが測定誤差によるも

のか、細いフィラメントの骨格のアクチン分子に

非交換性の Caが 結合しているのか、 Ca結 合た

ん白質 (トロポニンやパルブアルブミン)に 交換

性 Caが 静止時においてすでに結合しているのか

どうかを調べることであぅrこ。アクテン・,フィラ

メント内のCaを 測定するには、その他の争々な

たん白質等を含んでいる生筋をそのまま用いるこ

とはできない。そこで可溶性たん自質や内膜系を

取り除いた筋線維を用いることによって生化学で

知られている値と、生筋と同じ構造を保っている

試料から得られた値を照合することができる。得

られた粒果は細胞内アクチン分子にはMgが 結合

しており、 Caは ほとんど0に 近いことを示した

この結合 MgFま Caと は非交換性であった。また

一定Mgイ オン存在下に Caイ オン濃度を増加さ

せると細いフィラメントの結合Caが 増す。一方

太いフィラメントには筋が最大収縮を起すと思わ

れるCaイ オン濃度でも有意義な Ca結 合の増加

はなかった。すなわらカエル骨格筋では生理的に

必要な Ca結 合は細いフィラメント (トロボニン)

のみに起り、太い (ミオシン)フ ィラメントの結

合は生理的意義を持たない。生筋の静止状態に一

致する Caイ オン濃度附近でも約 l IIL01 Caが1

molト ロポエンに結合しているという結果は生

筋の測定とはば一致する。

次の課題は、収縮時筋小胞体内の Caの 減少に

伴ってKと Mgが 増加するが、 流 出したCaの 電

荷は流入した電荷の総和よりはるかに多いという

事実に基づいている。筋小胞体膜の電位は0であ

ると考えられることから、不足電荷は補償されて

いることになり、X線 検出器ではIRlj定できないH

イオンが Ca放 出に伴って入り込んでいると推定

される。それではなぜ細胞内に多量に存在し、膜

透迎性が高いと考えられているKイ オンがもっと

流入しないのわち 一つの仮定として抽出筋小胞体

膜の性質とは異なり、生体内では【イオン透過性が

か竹り低いことが考えられる。そこでK透 過性を

高めるパリノマインンで筋細胞を処理し、収縮時

の小胞体内の元素組成の変化を調べた。静止時で

はバリノマイシン存在下にもかかわらず筋小胞体

内の元素組成は未処理のものと同じであった。こ

れは小胞体に膜電位がないことを示す。収縮時で

はバリノマイシンによりCa放 出に伴いKの 取り

込みが一層増し、流出した電荷量と流入量とがほ

ぼ等しくなり、見かけ上の電荷不足 は消失したよ

うに見える。これらの結果から正筋内の筋小胞体

膜のK透 過性は、静止時では膜内外のKイ オンの

平気が成立する程度には十分高いが、収縮時の大

量の Caイ オンの放出に伴う電荷の動きを中和す

るには不十分であることを示している。

- 1 6 -



6.高 エネルギー素粒子及び原子核反応における同種粒子効果

信 州大学

派遣 期 間

研究 機 関

研究指導者

私は、 1980年 にMarburg大 の フィナー

(及び英国の コOwler)教 授達の研究を拡張した

ことが縁で、西独のマールブルグ大学に派遣して
いただぃた。この衛の正式名はMarburg an

der Lahn と 言い、人口7万程度の西独の中
でも小さな衛である。大学及びマールブルグ城は

古くは宗教改革で有名なルターとッビングリーの

宗教論争の場として、さらに少し遅れては、グリ
ム兄弟が学生生活を過ごした処として知られてい

る。今世紀にかけては、ベーリングがジフテリア

血清を発見し、ウェーゲナーが大陸移動説を提唱
した大学であり、日本から見た場合、三木清がハ

イデッカーの講義の名声を聞いてハイデルベルグ

から移り住んだ衛である。

私の研究は、同種の2粒子 (光子、パイ中間子

及び陽子)干 渉を用いて、高エネルギー素粒子及

び原子核 (A)反 応の反応機構を解明することで

ある。 〔此処で言う干渉とは理科の教科書にある

Youngの 実験の延長上にあるものと想像してぃ

ただきたぃ。〕この2粒子干渉は恒星の大きさの

測定と同様に、極微の時空構造 (10~22～
-23

秒、 10~13効 )を 調べるのに有効と思われてい

る。しかし2粒子干渉に対する理論の裏付け及び

他の観測量との関連について充分でない為に、こ
の問題の解明に興味があった。 (1)ヮィナー教授
に挨拶に伺った時出されたパイ中間子干渉のデー

タの解釈は、エァbrid(混 血)表 現で得られるこ

とに気付さ論文にした。この混血干渉式は今まで

知られていた二つの全く独立した干渉式を含むよ
リー般的な式であった。後にこの表現の確率分布

及び母関数も解析的に得ることが出来た。

さらに干渉データの解析を如何なる物理量と組
み合わせたら、任意性のないしかも物理的に意味
ある数値を帰納しうるか調べた。 (2)マールブル

グに半年程滞在して生活と慣れた頃、ヮィナー教

授達のある論文に不充分な処が有ることに気付い

た。この問題を解決する為に、量子光学で有名な

(コヒーレンス性とインコヒーレンス性の共存する)
Glauber一 Lachs(GL)公 式を一般化し

てGener alized一 GL公 式を求めた。この

新公式を用いた結果、粒子放出機構はレーザーで

の光子放出と全く類似してぃることが示された。

さらにこの公式はKNOス ケーリングを満足し、
最近のC□ RNの 新データ解析にも有効であるこ

とを示した。帰国後の研究で、結果の一部が、吼

Fellerと ぃう数学者によって生物学のある成

長過程についての確率論的考察から得られたもの

と全 く一致していることが分かった。 (31(1)及
び(2)と平行して、私は重イオン反応での2陽子干

渉の理論作りに従事していた。核内に陽子のクラ

スターが存在することを基礎にして、Koonin

の理論を修正した。この修正された公式から、重

イォン反応では蒸発と放出の二段階になって進行

していることを見出した。

最近ワイナー教授達は、粒子故出機構を放出粒

子のコヒーレンス性にもとづき、物性論で確立さ

れた「自己誘導透過及びソリトン」に求めている。

私の確率論的描像が良いか、彼等の類推の方が良
いめ、今後とも連絡を取りながらこの研究を進め
たい。
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7 ゾ ウリムシの性的細胞認識と細胞接着

東北大学 理学 部
お
夫

凍
昭

”
村

説
北

派遣 期間  昭 和 5 6年9月 1日～昭和5 7年9月 2 5日

研究 機 関  N a t i o n a l  l n s t i t u t e s  o f  E c a l t h

U . S . A ,

研究指導者  P rof.回 .S teers

細抱間の認識及び接着は細胞生物学の分野で広

く研究されている重要な現象である。例えば、受

精時にみられる卵細胞と精子との認識をはじめ、

組織や器官での形態形成や免疫系での細胞間相互

作用など、細胞表面での特異的な反応が重要な役

割を果している例が数多く知られている。

原生動物の繊毛虫類に属するゾウリムシがその

生活史の中で行なう唯一の細胞接着は接合である。

接合は同じ種内の異なる
1性
(接合型)の あいだで

のみ可能で、まず初めに奥性細胞間での繊毛接着

反応 (交配反応)に より開始される。繊毛膜表面

でのこの接着が引き金反応となり、生殖核の活性

化、滅数分裂、接合対の形成等の後続する接合過

程が進行するが、この接着反応が繊毛膜のどの様

な物質によりひき起こされるのか、 更に性的力」激

に対する表面膜での情報交換機構の内容に関して

は不明の点が多かった。演者は全 く偶然にではあ

るが、性的認識清性をもつゾウリムシだけが、ポ

リステレン表面に接着し、この接着が接合過程に

特異的にみられるいくつかの変化を誘導すること

を見出したので、ポリスチレンヘの接着をブウリ

ムシの性的認識反応と接合の引き金反応のモデル

系ととらえ、上述した諸問題の解明へのひとつの

アプローチを試みた。

ポリスチレンヘの接着は性的認識活性を示す繊

毛 (細抱の腹側に局在)先 端でのみ起こり、この

接着により生殖核 a 核ヽ)の 減数分裂に先行する

特異的変化である生殖核の細胞質内移動が観察さ

れた。この接着には、Ca,Mgな どの2価 イオ

ンは必要なく、 pE,イ オン強度も影響を与えず、

ポリステレン表面の疎水性の程度に強く依存した

現象であることから、静電的な様式ではなく、疎

水性の接着様式に基づくものと結論した。フェネ

チルアミン、ベンジルアミン等の疎水性物質や、

細胞表面に存在する種々の抗原に対する抗体で処

理することにより、接合溜性のない細胞にポリス

テレン表面への接着が誘導される結果を得たが、

これは先の結論を強く支持するものである。

性的認識清性は蛋自質分解酵素処理により容易

に失活するが、疎7jt性接着能は同様の処理に対し

強い抵抗性を示した。この結果は、従来漠然と接

合型物質 と呼ばれてきた交配反応をひき起こす物

質系が、少なくとも2種類の独立した反応から構

成されている可能性を強く示唆する。つまり異性

の細胞を正しく識別する性的認識反応と、接合型

非特異的に疎水性の接着をする反応とで、両者は

機能的に強 くカップルして繊毛膜表面に出現する

ものと思われる。更に交配反応中の細胞が比較的

親7R性のポリスチレンヘの接着能を表わすことか

ら、交配反応中に細胞表面の疎水性が増加する可

倉留性が示された。これらの結果から、ゾウリムシ

の接合過程には、細胞表面の一連の疎水性相互作

用が重要な役善」を果しているものと考えられる。
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Ⅲ…ⅢⅢⅢ…ⅢⅢ…Ⅲ…llM●・"mⅢⅢ…Ⅲ“Ⅲ  昭 和 58年 来日 ・派遣援助一覧表

(58。 4以 降決定分 )

長期間来日 (58年 度 2件 )

ド
号
一コ
番 申 請  者 来  日  者 目 的 期  間

8 3

3 0 0 1

名古屋大学

後 藤 俊 夫

中華人民共和国 ・

中国科学院上海薬物
研究所
白  東  魯

生物活性天然物の精密合成
58/10～
59/2
5ケ月

8 3

3 0 0 2

大阪医科大学

早 石   修

カナダ・ブリティッシュ
コロンビア大学
S叫 ,Shan―Ching

プロスタグランジンのレセプターの

構造解析

5 8 / 1 0～
5 9 / 3
6ケ月

短期間派遣 (58年 度 43件 )

ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 3

4 0 4 8

大阪大学

中 村 亘 男

第 7回 国際核四極共鳴分光学

シンポジウム
カ ナ ダ 58/7

8 3

4 0 7 4

東京大学

鈴 木 増 雄
IUPAP統 計力学国際会議 イ ギ  リ  ス 58/7

8 3

4 0 7 9

名古屋大学

柘 植   新
分析的熱分解に関する第3回ゴードン会議 ア メ   リ  カ 58/7

8 3

4 0 8 6

東京大学

今 回 正 俊
第 15回 IUPAP統 計力学国際会議 イ ギ  リ  ス 58/7

8 3

4 0 9 3

二重大学

富 岡 秀 雄

アメリカ化学会第 186年会カルベンの化

学に関するシンポジウム他
ア メ リ カ 他 58/7

8 3

4 0 9 5

東京大学

神 前   熙

「ハロゲン銀溶像形成の物理 」トリエス

テ国際シンポジウム
イ タ   リ  ア 58/7

8 8

4 1 0 3

京都大学

平 賀 壮 太
ゴードン研究集会 :染色体外因子 ア メ   リ  カ 58/7

8 3

4 1 0 7

東京大学

井 上 康 員」

植物と微生物に対する青色光効果に関す

る第2回国際会議
西 ド イ ッ 58/7
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ド
号
一コ
番

被 派 遣 者 目 的 渡 航  先 実施年月

8 3

4 1 1 1

東京大学

久 武 和 夫
第 6回 超微細相互作用国際会議 オ ラ  ン  ダ 58/7

8 3

4 1 2 7

東北大学

平 林   真
ゴードン会議 ア メ   リ  カ 58/7

8 8

4 1 2 9

大阪大学

今 井 清 博
第29回 国際生理科学会議 オース トラリア 58/8

8 3

4 1 3 1

大阪大学

滝 津 温 彦

筋肉の興奮 ・収縮連関に関するゴードン

会議
ア  メ   リ  カ 58/8

8 8

4 1 3 7

京都大学

加 藤   進

吊VorkshOp of Tides in the ttlesosp―
here and L倒 的r lhermosphere&
色ヽ任P S teering CoIIIInittee

西  ド  イ  ツ 58/8

8 3

4 1 4 3

京都工芸繊維大学

西 村    淳

IUPAC 6th lnternational Sppo―
siuIIl on Cationic Polymerization
and Related PIocesses

ベ ル  ギ  ー 58/8

8 3

4 1 4 5

慶応大学

小 沼 通 二

1988年高エネルギー ・レプトン光子相

互作用国際会議
ア メ   リ  カ 53/8

8 3

4 1 6 3

東京工業大学

小 尾 欣 一
第11回光化学国際会議 ア メ   リ   カ 58/8

8 3

4 1 6 5

岡山大学

三 井 将 光

エネルギー共役機構に関するゴードン

会議
ア  メ   リ  カ 58/8

8 3

4 1 6 9

北海道大学

吉 田 廼 弘

第7回 ヒト遺伝子地図作成国際会議

UCLA会 議
ア メ   リ  カ 58/8

83

4171

東北大学

糟 谷 忠 雄
Oordon Conference ア メ   リ  カ 58/8

8 3

4 1 7 4

名古屋大学

山 寺 秀 雄
金属錯体に関する研究 デ ン マ ー ク 58/9

8 3

4 1 8 1

順天堂大学
―北 澤 俊 雄

IUPS平 滑筋サテライト・シンポジウム オース トラリア 58/8
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ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 3

4 1 8 2

筑波大学

古 澤 邦 夫

高分子吸着と立体安定化に関する

シンポジウム
ア メ  リ  カ 58/8

8 3

4 1 8 7

分子科学研究所

木 村 克 美
第7回 真空紫外分光国際会議 イ ス ラ エ ル 58/8

8 8

4 1 8 8

東北大学

渡 辺  伝 次郎
第7回 国際超高圧電子顕微鏡学会議 ア メ  リ  カ 58/8

8 3

4 1 9 0

東北大学

倉 本 義 夫

カナダ物理学会 /NATO高 等研究会議

「固体中の磁気モーメントの形成 」
カ  ナ   ダ 53/8

8 3

4 1 9 1

京都大学

佐々木 和  夫

生理科学連合衛生シンポジウム

生理科学連合会議
オース トラリア 58/8

8 3

4 2 0 1

東京大学

鎌 田  甲  一
モスコー大学における講義及び討論 ソ 連 53/9

8 3

4 2 0 4

大阪大学

三 宅 千 枝

ランタニドぉょびアクチニドの化学と工

学に関する第 1回国際会議
イ タ  リ  ア 53/9

8 3

4 2 0 5

大阪大学

F / 7 井清 美

1983年度フーリエ分光に関する国際

会議
イ ギ  リ  ス 58/9

8 3

4 2 0 8

東京大学

田 隅 三 生
第16回 ヨーロッパ分子分光学会議 ブ ル ガ リ ア 58/9

8 3

4 2 1 0

京都大学

曽 根 良 夫
第16回隔年流体力学シンポジウム ポ ー ラ ン ド 53/9

8 3

4 2 1 1

京都大学

吉 澤   透

1983年 英国光生物学会 一 視覚 ・眼

科学研究協会の合同会議
イ ギ  リ  ス 58/9

8 3

4 2 1 2

東京大学

吉 藤 正 明
リン化学に関する国際会議 フ ラ ン ス 58/9

8 3

4 2 1 3

中央大学

深 井   有
「金属中の水素 」国際会議他 ポ ー ラ ン ド 58/9
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ド
号
一コ
番

被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 3

4 2 1 4

予防衛生研究所

前 田 正 知
第24回 国際脂質生化学研究会 フ ラ ン ス 58/9

8 3

4 2 1 6

東北大学

河 野 省 三

第9回真空国際会議

第5回 団体表面国際会議
ス ペ  イ  ン 58/9

8 3

4 2 1 7

東北大学

井 出 宏 之
第12回 国際色素細胞会議 他 西 ド イ ツ 他 58/9

8 3

4 2 3 0

東京大学

吉 岡  大 二郎
二次元電子系に関する第 5回 国際会議 イ ギ  リ  ス 58/9

8 3

4 2 3 3

学習院大学

守 矢
一 男

第 7回 結晶成長国際会議 西 ド  イ  ツ 58/9

8 3

4 2 3 5

広島大学

藤 川  和  男
Induced Oravitation WorkshoplL イ タ リ ア 他 58/9

8 3

4 2 4 2

高エネルギー物理学
研究所
早 野  龍  五

粋
r埋
艦rttt批だ監

r靴
普8:忌ic le

P h y s i c s

ア メ   リ  カ 5879

8 3

4 2 4 4

東京大学

長 山  好  夫

第11回制御核融合とプラズマ物理にお

けるヨーロッパ会議
西  ド  イ   ツ 58/9

8 8

4 2 7 0

北海道大学

桐 谷 道 夫
第3回 全ソ連邦固体照射物理研究会 ソ 運 58/9
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昭和 57.58年 度短期間来日成果報告

8 2 - 2 0 0 5

来 日  者

B ernhard I. Deutch

Associate Professor,Afdelings L eader,

I n s t i  h t e  o f  P h y s i c s , U n i v e r s iけ

o f  A a r施, D K  8 0 0 0 , A a r h u s  C ,

DeIInark

目的及び成果

超微細構造相互作用研

究は核 スピン偏極核の生

成に始まる。それ故、核

スピンと放出放射線との

相関測定を手段とする基

礎相互作用の研究にはこ

の偏極核生成技術と核ス

ピン制御技術の開発が重要になる。これが可能に

なってはじめて、例えば、核子の電磁相互仰昭、

SSい相互4/FEと核構造等、原子核を人工的には得

られぬ電磁場とメソン場を供給する試験体とする

研究を始める事が出来る。

短寿命偏極核の生成方法として、核反応反跳偏

極 (杉本達による )、速い偏極入射粒子を用いる

核反応 (南園達による)、 オーバーハウザー効果

を用いる動的偏極 (南園達による)等が開発され

たoそ して広範な実験研究に応用されてきた。しか

しながらそれぞれの方法のもつ特徴のために、こ

れら既存の方法が研究対象の任意の核種には応用

不可能の場合が有り、新しい方法の開発が望まれ

ていた。この解決方法として我々は原子衝突過程

による原子角運動量偏極が真空中を飛行中の超微

細構造相互作用の結果、核スピンに移行する過程

に着目した。これを新しく応用するべく大阪大学

の南園グループとオーフス大学のB.I.Deutch

氏との共同研究をオーフス大学で進めてきた。原

子偏極は飛信原子をTilt follを 通過させる事

で得るものである。核反応で生成する12Bを用い

た予備実験をオーフス大学で行い、この過程によ

るその生成核偏極を、非対称ベータ崩壊検出で直

申 請  者   大 阪大学  南  園  忠  則

受入責任者  大 阪大学  南  園  忠  貝」

接検出する事に成功していた El]。 今回この方

法を未だ核モーメントの決まつていない新核種
16N(I=2‐ 、T1/2=7.135)に 応用する

べく研究場所を大阪大学理学部バンデグラーフ実

験室に移して基礎的な共同研究を始めた。この動

的偏極と核モーメントの研究は次の3段階に分離

して進められている。

1.12N(I=1,T1/2主 1 l lrls)を用いた植

込資料の選択 核 反応による12Nの核偏極P=

25%を 利用した、核モーメント、β崩壊超微細

構造相互作用研究が今まで南園グループで行われ

てきた。今回の新資料中12Nの超微細構造相互作

用の研究を行えば16Nのために必要な偏極保存条

件の予測が可能となる。
12Nを
用いる実験の主な

目的は室温にある資料中に植込みを行いこの中で

10秒 以上のスピン格子緩和時間をもつ資料を選

ぶことである。今回は伝導電子の稀薄な半導体Si

とGe結晶を選んだ。実験の結果強磁場に置かれた

両資料 (～ 100K)中 で12Nの偏極は初期の値

の物 が保持される事が見出され、植込資料とし

て有望である事がわかった E2, 3コ 。現在半導

体Si、Ge中 で12Nの受ける工yperfine field(～

3 0 1WEEz)を決定するべく核磁気共鳴を行つてい

る。双方の資料の場合とも、 31Pの場合から類推

した範囲には磁気共鳴が見つかっていない。また

GaP資 料も試みたが偏極保持には適していない

事が判明した。

2.Tilt Foilに よる16Nの 動的核偏極
16Nの生成用核反応箱、Tilt foil等並行して

RTFし て調整中である。テスト1)に より半導体

資料が用いられる事が判明したので、
16Nの スピ
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ン電極を得る最適条件を求める。

3.偏 極 16Nの核モーメント決定 上 記 12Nの予

備実験によってIIyperfine fieldが既知 となる

ので、共鳴実験からその核モーメントの決定がな

される。

なお B.I.Deutch氏 滞在期間中に15日 間の

マシンタイムを使用し精力的に上記測定を進めた。

最終目標まで到達しなかったので、現在その測定

は継続中である。一方この
16Nの核モーメント決

定後には
16Nの 〃崩壊、 160の μ

~メ
ソン吸収反

応等の研究に応用が可能でありこれからの関連分

野の発展が期待される。このように原子過程と原

子核過程の結合とその発展が始まろうとしている。
一方 B.I.Deutch氏 は滞在中に当原子核グルー

プにおける講演を行った。また東京大学原子核研

究所、理化学研究所等における一般講演等を行い、

新しい手法の紹介を行った。この結果多くの注目

を集めている。

またBente夫 人と娘さん方、 Ame Birgitte

(18才 )と SusaIIIa(16才 )2人 が 1ケ月の

関日本に滞在して、色々な日本文化の知見を広め

理解する努力を払っていたので、デンマーク、日

本の相互理解の面か らも大変有効であったと言え

る。

1,Direct DetermiIBtion of Nuclear

Polarization Produced by BeaIII Foll

lnteractiOn for 〃一回mitter 12 B;Y.NOjiri

alld B.I B Deutch,to be pttlisheい

2 11yperfine l nteractions of the〃 一回mitter
12B in Si and Ge Crystalsi Y.Nojiri,

B a I . D e u t c h , K . A s a h i , a n d  T . l ■E i n a m i s o n o ,

Contribution tO the VI InternatiOnal

Conference on Hyperfine lnteractions,

」uly 3-8, 1983,Groningen,Holland.

3.Hyperfine lnteracし iclns of the〃 ―□mitter

12N in Si and Ge Crystals , T.Minamisono,

Y.NOjiri,B.I.Deutch,and K.Asahi,

Contribution to the VI InternatiOnal

Conference on Hyperfine lnteractions,

」uly 3-8, 1983,Grclningen,Holland.

R E P O R T

B . I . D e u t c h

The author of this report has had a very successfuユ  research

stay at the Facu■ ty of Sc■ ence′  Osaka Unュ versュ ty, Toyonaka at

the Van de Craaff laboratory of prof. T. Minamisono between 」 an.

1 -Mar. 3■ , ■983.  The work done can be divided into 3 parts.

工. Completion of manuscripts re■ ated to previous research

ln a previous cttopeFatiOn between my 工 aboratOry at Aarhus

University′  Denmark and To Minamisonols laboratory at Osaka

University′ Yoichi Noうユri and myself at Aarhus were ab■ e for

the first time to direct■
y measure the nuc■ ear po■ arization

produced vュ a the bean― fO■■ technique.  The data from this research

was analYZed by us at osaka during my stay and a manuscript

written and submitted for publication in the Physical
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Letters.  The article is entitled′  'lDirect Determination of

Nuclear Polarization Produced by Bean― Foil lnteraction for β

Emitter 12B" by Y. Noう iri and B.I. DeutCh,

I. Drafting of new manuscripts related tO present research

This author has been asked tO give an invited talk at the

next lnternational Hyperfine lnteraction conference (Intl. Hyp.

Conf. ヽ 肛′ Groningen′  」uly 1983)related tO the results in 工 .

A review paper′  in first drよ ft′ fOr publication in Hyperfine

Interactions (The Proceedings Of the Conference)haS been

preparedr entit■ ed′ 'lAtomic and Nuclear Polarization by Beam―

Foil lnteraction't by B.ェ . Deutch and Y. Noコ ェri.  The abstraqt of 2

other contributed papers re■ ated to the present research at Osaka

(see IEE)have a■ SO been prepared entit■ ed′ “Hyperfine lnteractions

Of the β  Enitter 12B in Si and Ce'' by Y. Noコ ュr■ ′ B.I. Deutch′

K. Asahi′  and T. Minamisono and t'Hyperfine lnteractions of the

β ttmitter  2N in Si and Cet' by T. Minanisono′  Y. Noョ ェrュ′ B.I.

Deutch′  and K. Asahi.

コI  Present research′  Dynamic polarization of 上
6N by beam―

foil techniques and nuclear moment measurenent via NMR

This sub3ect presently under investigation can be divided

into 3 phases, (■ )′ preservation of the nuc■ ear polarization

of ■
2N in a catcher foi■

′ (2)nuclear polarizatiOn of 16N either

by  nuclear reactions or by the new beam― fo■ l interaction technique

and (3)NMR determination of the nuclear magnetic moment of 16N.

With respect to this research program′  the first phase is

being successfu■ ■y completed.  In fact′  in the effort to find

a nedttum that wil■  preserve the nuc■ ear spin polarization of

12N(and ・ 2B)′
 an important new field of investigation has been

opened up For research′  nanely′  the NMR Study of semiconductors

and sem■ ―conductor compounds so v■ ta■  tO modern e■ ectronュ c

devュ ces and computors.  we have found that the nuclear po■ ar―
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ェzation can be preserved in the sem■ conductors Si and Ge and

the semiconductor compound GaP.  Both the nuc■ ear p。 larization

and NMR signa■ s in Si′  Ge′  and GaP have been investigated for

implanted 12N and 12B as a function of temperature and Spin―

preserving magnetic field.  The data shows much structure as a

function of these parameters.  It will be analysed in terms of

the interstitial and vacancy defects produced in implantation

as we■ l as the 10catiOn of the fina■  sites of 12B and 12N、   For

example′  the important hyperfine constant related to a nitrogen

donor by electron capture at that site′  may be yielded. As stated in IIP

2 artiCles for publication of these new findings are under preparation.

工n addition to the above, the authOr has given seminars

at Osaka Univ.′  工nstitute for Nuclear studies′  UniVe of Tokyo′

Institute of Physical and Chemica■  Research (Tokyo)and the

」apan AtomiC Energy Research 工 nstitute during his stay here

in 」 apan.

82-2026

来 日  者

神戸恭二郎 Kyozahlo Kanbe

高級研究員、Pritz―Eaber―IIIsti tut

der]Max― Planck―Gesellschaft,

FaradaP7eg 4 - 6, 1000 BerlLn 33,

West Ger■■any

申 請  者  名 古屋大学

受入責任者 名 古屋大学

一 宮 彪 彦

一 宮 彪 彦

目的及び成果

神戸恭二郎博士は昭和

57年 9月 25日 、成田

空港着、26日 、羽田空

港よう福岡へ向い、応用

物理学会年会に出席した。

9月 29日 、表面物理分

科における総合講演 「ヨ

―ロッパにおける表面研究の最近の話題 」を行

い、大好評であった。また、多くの表面研究者 との

有意義な討論が行われた。 9月 30日 、福岡か

ら空降札幌に向い、物理学会年会に出席、 10月

3日 、特別講演 「フリッツハーバ研究所における

表面研究」では、多くの新しい研究内容が述べ ら

れ、多くの刺激が参会者にあたえられた。 10月

3日 より5日 まで、札幌近郊で開催された 「固体
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表面の動的過程基礎理論」研究会に出席、多くの

討論が行われた。この後、 10月 5日 よりlo

月 25日 まで、名古屋大学工学部に滞在し、申請

者との討論代名古屋大学における電子回折研究グ

ループとの討論、微粒子談話会、応物談話会での

講演が行われ、多くの新しい知見が得られた。特
に、高速電子線反射回折における表面波共鳴条件
と、それに伴う、オージェ電子収率の異常の研究
に関して、結晶表面近傍における電子線波動場と、

オージェ電子遷移との関連についての有益な助言

は得がたいものであった。また表面吸着層と電子

繍波動場との関連についても、今後の研究を進め

社 で有益な助言を数多く得た。

10月 25日 よう11月 11日 まで、東京大学

物性研究所に滞在、この間物性研究所内での講演、

東北大学における講演会 「角度分解光電子分光法

による吸着層の研究」、さらに高エネルギー物理

学研究所における討論、東京工業大学における討

論などが行われた。 11月 11日 よう13日 ま

では、関西真空関係連合会講演会に出席、さらに、

27日 までの大阪大学滞在中、関西表面セミナー

ヘの出席、京都大学理学部、神戸大学などを訪間、

精力的に多くの討論が行われた。

神戸博士は表面物理学のみならず、電子線回折

結晶学においても第一人者であり、表面科学界に

おい〔 世界的に注目、れている理論家の
一人で

あるとともに、博士の実験家に対する助言、討論
は非常に適切であり、博士の来日は、我国の表面

研究者の切望するところであった。今回、貴財団
の助成により、これが実現したことは、我国の表

面研究にとって、大いに有益であったと思われる。

特に博士が日本人であることは、討論における言

語の障壁がなく、充分な討論が行われたことは

非常に有意義であった。

R E P O R T

Kyozaburo Kanbe

l. General
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25. Sept. 1982  Arrival in Narita.
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3.-5. Oct.  Attendance to Semュ nar on the Bas■ c Theory Of
Dynamュ c Processes on Solid Surfaces, in Teュ neyama, Sapporo.
4, Oot.  Invited talk: ‖ Analysis oF E■ ectronic States oF
Adsorbate Layers by Angle Resolved PhOtoeleotron

Spectroscopy。 ''

ュ景!予き, se:を骨 :暑

bi38::き

首 :fy:督 :gi 誉ょ。tti3]ma and
Engineerュ ng, NagOya Unュ versュ ty.
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n °f Bl°ch
20. Oot.  Visit to the laboratory Of Prof. R. Uyeda

University, NagOya.

21. Oct.  Talk in the Colloquia on Fine Particles:

of Metal Surfaces and Fine PartiOles.H
25. Oct. _ 10。  Nov.
Murata, Institute For

S t a y  ユ n  t h e  l a b o r a t o r y  o F  P r o f .  Y .

S o l i d  S t a t c  P h y s i C S ,  U n i v e r s i t y  o F
Tokyo.

搬  TttiSit(;P.S首!°S』]品8呈! :]8:]tきinstB:,lat°
ry,

26. oct.  Visュ t to Photon Faotory, National Laboratory for
High Energy Physics, Tsukuba (Prof. K. Kohra),

and to Nationaユ  Institute For Reasearch in lnorgan■ c
Materials, Tsukuba (Dr. C. Ohshima, Dre S. Horiuchi).
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with a colloquユ um ta■ k: WStudy of Asorbate Layers by Ang■ e
Resolved PhOtoeleotron SpectroscOpyW,

and to Research ttnstitute For Sc■ entific Measurements,
Tohoku University (ProF. K. Yada).

9. Nov.  visュ t tO Researoh ttnstitute of Eleotr■ oal
Communications, TOhOku University, Sendaユ  (ProF. 」 . Ebina,
Prof. 」 . Nishizawa)
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1害f石翠写
里
七L 桜 :景::ェ ;, Kobe University, Dept. Of Applied Physics

with a talk: WStudy Of sOlid State Surfaces by Angle

丹5号
°
帝き晶! Pキ!:]号
1骨
8tS:st'p8it品:暑:!:首is PhySiCs, Fao. of

Engineering SOience, Osaka University (Prof. A. Yoshimori)

with a talk: ‖ TOpics ln Surface Theory.''
22. Noy.  c01■ Oquユ um talk in Dept. Appl Phys., osaka Univ.:
‖Bloch Wave Picture in High and Low Energy Electron

DiffractiOnoW

24._195。 Nov.  Attendanoe to
Kansaュ  Div■ sュon oF the 」 apan
KattPa■ Sem■nar Center, sandュ .

Semュnar on Surface

Sooiety of Applied

believed that the aim

that the expeOtations

also satisFactorュ ユy.
and lead tO fruitFul

very much the Financ■ al

Physios of the

Physics, in

Layers by

菅 野

菅 野

緞 soi3きitttl。::き告き。t1881きsと8t!:sと8s予モ'ate
28. Noy.  Departure from Narュ ta.

3. ConOlusュ on

In spite of a very tight schedu■ e it is
oF the visit was fulFil■ ed.  It is hoped
of the 」 apanese colleagues has been met

The gaュ ned c10se contacts wOuld sustaュ n
collaboration.

In this sense, the vュ sュtor apprec■ ates
support of the Yamada FoundatiOn.

82-2036

来 日 者

A.」 . コreeIIL狙

ProfessOr,DepartmeIIt of Physics

and Astrophysics,Northttstem

University,

コvans ton,1llinois 6 0 2o l, uoS.A.

目的及び成果

フリーマン教授は昭和

57年 8月 31日 に来日

した。 0月 は 6日 か ら京

都で開催の磁気国際会議

(ICM82)、 及び12

日から横浜で開催の磁性

薄膜 シンポジューム

(ICMFS82)に 出席、それぞれで招待講演

をした以外は主として物性研究所に滞在した。10

月は木L幌で開催の日本物理学会で特別講演をした

後、手楠山研修センターで開催の特定研究 「国体

表面・吸着子の動的性質に関する基礎理論」研究

会で話をした。この間、北大触媒研究所において

もセミナーを行っている。その後、大阪大学、京

都大学、分子科学研究所、九州大学を次々訪問し、

講演、研究討論等をした。24日 に帰京、離日迄、

主として物性研究所に滞在、今後の研究の打ち合
せ等を行い、東京大学理学部、青山学院大学でセ

ミナーを行った。

フリーマン教授招へいの目的は、大きくわけて
二つあり、特に重要な目的は、物理学における大

申 請  者  東 京大学

受入責任者  東 京大学

暁

暁
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規模な数値計算の果たす役割について、今迄豊富

な経験を持つ教授自身の見解と米国におけるこの

分野の指導的地位にある人々の見解を詳しく説明

してもらい、日本における物理研究者、特に固体

物理研究者のこの問題に対する認識を深めること

であった。この問題については、9月 20日 に開

かれた物性研究所談話会、日本物理学会をはじめ

多くの訪間先で、 「計数物理の展望一第三の物理

学T」 と題して話し、多くの人々に強い感銘を与

えた。この話では、米国Na tion■l science

Fは datioII(NSF)の 物理学に関する審議会

(Advisory CoIIInittee for Physics)の 中の

「理論的研究が必要とする計算設備に関する検討

小委員会 (SubcoIIIIlitt∝ m Ccmputatimal

Facilities for TheOretical Research)」 が

1981年 3月 に出した報告書 「計数物理の展望

(Prospecttt for Computaticlllal Physics泊

の内容をかなり詳しく紹介した。因みに、この小

委員会のメンバ
ーには、物性物理関係者としてフ

リーマン教授、昨年ノーベル賞を受賞されたウィ

ルソン教授等お湖日つている。内容は和訳されて、

日本物理学会の会誌に公表される予定であるが、
一言で紹介すると 「計算機の急激な発展に伴い、

実験物理、理論物理と並んで計数物理 (CcIIp―

utati mtt Physics)とでも呼び得る第二の物理

が登場しつつあり、我々はその重要性と確かな発

展の足取 りを十分認識しなくてはならない」とい

うことであった。

フリーマン教授招へいの第二の目的は、教授の

研究グループで研究が進行しているF9、Ni、 Pt、

W金 属等の表面 ・界面の理論的研究の成果を詳し

く伺い、‐緒に討論することであった。この研究

グループには菅野研究グループの大西理博が参加

しており、大西理博もICM82出 席のため帰国

中であったので、討論に加わった。これら一連の

研究結果は、局所近似を用いた密度凡関数法が

予想以上によい結果を与えることを示しており、

この分野の日本の研究者に強い刺激を与えた。

フリーマン教授来日の具体的成果として、日本

ヤこCP(comput ational lhysics の 略 )グルー

プと称する研究グループが生まれその活動が始ま

つたこと、フリーマン・グループと菅野グループ

の間で計数物理に関する日米共同研究を行う計画

が持上ったこと等があげられる。新しく発足した

CPグ ループは、結晶、表面、微粒子の研究分野

で将来の使用に耐え得るしっかりした計算プログ

ラムの開発を目指している。

R E P O R T

A . J . F r e e m a n

Under the auspices Of the Yamada Science Foundation, I spent two nonths

(August 31 to October 29) in 」 apan.  Let me say at the outset that this was
an outstanding trip in all ways― ―scientifically and culturally― ――and very
■mPortant in terms of the professional alld Perso■ a■ contacts made during that

period.

My aPPointment as Visiting P■ ofessor at the institute for Solid State
Physics, University of Tokyo, b■ ought me to the most active and Prestigious
center for solid state research in 」 apan.  My host at the ISSP was Professor

So Sugano, whom 工  have known for 20 years and with ttholn l share ILany mutual

scientific interests,  His reception of me and my wife was outstanding in

every way ―  very much in keeping with the reputatio■  Of 」 aPanese as warn

and caring hosts.  He, and later Professor Yoshimori of Osaka University,

Paid such careful attention to my needs and my schedule that tt was able to
both enjoy my stay very IIluch and to be highly productive.  To both of theIIl

and tO my other 」 aPanese hosts l am extremely gratoful.
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During the week of September 6th, I attended the lnternational Conference

on Magnetism (工 CM 882), an inPOrtant tri― annual event in magnetism which this

year was in Kyoto.  There I Presented an invited Paper on 3'■ leCtronic Structure

and Magnetism of Modulated Structures‖ .  I also presented three contributed

papers enと itled l'All― electron Local Dens■ ty Theory of Local Mattnetic Wbnents

in Metals'1, 1'Self― consistent FLAPW Determination of Surface Magnetisni Fe(001)'1,

and Ⅲ All― electro■  Self― consistent Determination of Spin― Polarization and

Knight Shift of a Pt(001)filml'.  I was a nember of the lnternationa■

Advisory Committee which helped organize and Publicize the Conference.  The

proceedings of this conference (conPrising some 1600 pages)will appear in
the 」 ournal of lLgnetism and Magnetic Materia■ s of which i am the founding

and chief editor.  The following week, September 13-16, I attended th●  工nter―

national Conference on lfagnetisln of Fillns and Surfaces X3 and Presented an

invited Pape■  on HElectronic Structure and Mあ 宮netism of Surfaces and inter―

faces''.  This Conference also Proved to be highly successful with a remark―

ably high attendance of over 300 scientists.  The proceedings of this Con―

ference will also appear in the 」 ournal of Magnetism and Magnetic Mと terials.

The rest of my tine in 」 aPan was most Profitably sPe■ こ in carrying on

research, visiting universities and research ■ aboratories, and Presenting

lectures on the work of my research group.  工  also had a uniquc exper■ ence

in Presenting an invited l― hour lecture at the 」 aPanese Physical Meeting

which was he■ d in Sapporo, Hokkaido, Septe“ ber 30-October 4, 1982.  As part of

my lecture to the 」 apanese Physical Society, I sPoke of l'COmputational Physics

as the Third Branch of Physics'1.  As a result of the very strong PositiVe

resPonse to this lecture, I was asked to submit a wTitten versio■  to HButzuril'.

(SinCe this talk exPlains what conputational Physics is and its growing role
in all subfie■ ds iII PhySiCS, I enclose a copy since it nay be of soHle interest

to you.)  ThiS article was translated into 」 apanese by my Post― doc Shuhei

Ohnishi and should aPPear in a forthcodLng issue of Butzuri this Spring.

The lecture on ComPutational Physics turns out to have had a strong

impact, SO mluch so that l was asked to repeat it on a number of occasions

in different cities in 」 aPan as an ■ ntroduction to ny IIlain scientific lecture.

A■though highly developed in the United States and in western European countries,

the 」 aPanese have not yet deve■ oped conputational Physics.  This is relnarkab■ e

because they have Pioneered in deve■ oPing new generations of superconputers

and have several (by Hitachi and Fujitsu)which are being released this year.

These supercoF.Puters are up to ten times faster than the CRAY research COn―

Puter which is the wOrldis fastest and most PoVerful computer today and whiCh
i am using in my research.  NEC (Nippon ■ lectriC COmpany)is abOut tO an■ ounce

a supercolnputer which wil■  be colnpetitive with that of Hitachi and Fu3■ tSu.

Together with Professor S. Sugano,I Inet with DI. M. Uenohara, Executive ViCe

President and Director of Research of NEC, and DI. Do Shinoda, Director of

Research of the Fundamenta■  Research Laborato■ y of NEC, to discuss a future

collaborative relationship with their Fundanental Research Laboratory.  These

discussions centered around the fact that my post― doc, Shuhei Ohinishi, who

cane to lne from the University of Tokyo, will be returning this April to 」 aPan

to accept a Position with NEC.  His コ ob Will be to bu工 ld uP a solid state

theory group in the■ ■ Fundalnental Research Laboratory.

A130 in Part as a resu■ t of lny visit, Dr. Tamio Oguch1 0f the lnstitute

of Solid State Physics, will be coning to Northwestern as a post― doc for 2-3

years starting May l.

As an indication of the close col■ aboratio■ s which have now been estab■ lshed

between my grouP and that of Professor Sugano and Professor Terakura, we are

subl■itting a コ oint proPosal to the U.S.― 」apan Cooperative Science P■ o宮ran.

Support by the respective agencies wou■ d PeII■it c10se collabo■ ations tO COn―

tinue between the two grouPs.
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It is difficult in a short report t。  ■ndicate a■ ■ the ways in which I

PIofited frolll my visit tO 」 apan and the effects Of my visit on tty JaPanese

counterParts.  Further, Iny twO months in 」 apan gave lle a unique opPoltunity to
work w■ th 」apanese c01leagues Over an extended Per■ od, to vls■ t research
laborato■ ■es and un■ versities ln different parts Of the country, to lecture

and especia■ ■y tO PIObe and understand the nature and present state Of cOn―
densed matter Physics iII 」 apan today.  I fOund that it is really true that
」apan functions as a government― industry白 university colnPlex.  Basically,
it is  highlyt deve■ 。ped  and wel1 0■ ganized tO Ineet the perceived needs of the
people.  As such 」 apan identifies national needs and Prob■ ens and sets out tO
solve then.  A sIIlall example of this which struck my wife and mle stronttly:

five years agO it was tecided that special attentiOn had to be paid to the

:::摯!とatg8d忌こtal・s:1畳pS Sgr与:RttS:: 絃暑i::gitts. sithtttig18: 言8:i3岳:iSa18V:afety
areas on train platfOrms.  Further, we were amazed to also find these cOrru―

gated metal strips On the sidewalks of lna30r thOrOughfares in solne of 」 apan's
cities, with nusical chillles sounding whenever a traffic ■ ight changes at a busy
intersection.  工 t is an excellent way fOr a b■ ind person to know when it is
safe for hin tO walk in a particular directiO■  Once he has memorェ zed several
catchy (Western) tunes.  This pattern is repeated a■ so in other areas Of
national needs such as with the national suPercOnPuter pro3ect.  工 n this area,
I can envy ny 」 apanese colleagues since their universities are scheduled tO
obtain these suPercOmputers at One― fiftL Of the Selll■ g price of the nlachine.
This low price is IIlade pOssiblさ  by the fact that the government has invested
heavily in subsidizing research and deve10Pment Of the supercomputers,  (At

such a low Price even Northwestern University cOuld affOrd a superconlputer,)

A lisinotthi言:こuie:e]:書::n督苫:ha景:°sia::ga号曇:it置:i曇書
Ctti岳
置f :岳p:n3:岳a暑:::e:苫占e.

工 wish to thank the Yalnada Science FoundatiOn for their suPPo■ t whiCh
made my stay possible.

Lectures in 」 apan September 20 through October 31, 1982:

TOPICS

■) Computat± o■al Physics as the Third Branch of Physics

2)A■ ■―electron Theory of Surfaces and lnterfaces (2 hours)

3)Loca■  Density Theory of Magnetisl■  of Surfaces

4)Loca■  Density Theory of Sandwiches and MOdulated Structures

5)E■ ectronic Structure of Small Metal Particles

S e pと、

S e p t .

20

28

Inst. for Solid state Phys■ cs, Un■ v. of Tokyo, TokyO

」oint ■ ecture Physics Dept., Tohoku Univ., and the

Res earch 工 ■st. for ttron, Stee■  and Other Metals,

Senda土

」apanese Physical Society (Annua■

Hokkaido

Research lnstitute for Catalystts,

SappOro

Meeting), SappOro,

■okkaido UIliV.,

Oct. 1勺 う

-32-



Surface Physttcs Meeting (SapporO, ■ okkaido) (Sate■ ■ite

Conference to 」 apallese Physical SOcttety Meeting)

Oct. 8的27  Physics Dept., Kwansett qakuin univ., Nishinomiya;
Research lnstituと e for Fundamental Physics. Unttv.

of Kyoto, Kyoto; Institute for Molecular Sc■ ences,

Okazaki; Physics Depts, Kyushu Univ。 , Fukuoka;
Physics Dept., Os aka Unttv., Osaka; Physics Dept.,

Aoyalla Cakuin Unttv., TOkyo; Physics Dept., Univ. of

Tokyo, Tokyo

来

8 3 - 2 0 0 3

日 者

WilliaIII Paul

ProfessOr,D ivisicln of Applied S ciences  申 請  者

工arvard Universi ty,CaIILbr idge,

Massachusetts 0 2 1 3 8 U.S.A.

目的及び成果

四配位系アモルファス

半導体、とくに水素化才

モルファスシリコンを中

心とした、最近の基礎物

性の進歩と技術応用に関

する討論ならびに講演を

目的として、William

Paul教授を招へいした。これは山田科学振興財団

の昭和58年 度来日援助により実現できたもので、

当大阪大学に於ける一連の講演会、千葉大学で開

催された応用物理学会における特別講演のはか、

4月 2日米国以来、4週 間の浦在期間中、7回 に

ものぼる特別講義と各訪問研究機関での非公式研

究討論会に参加されるなど、過密な予定を精力的

に消化され、国内におけるこの分野の研究者、技

術者に多大の刺激と情報交換ができた点で、きわ

めて有意義であった。主な日程、訪間先での行事、

ならびに現地でお世話下さった方の名を挙げると

次の通りである。

昭和 58年 4月

2日  米 国 (成田 )

スケジュール打合せ会 (浜サ|1圭弘 )

応用物理学会 春 季連合講演会

特別講演 (1回 )(浜 川圭弘 )

帝人中央研究所 非 公式討論会

(大内伊助部長 )

富士電機半導体研究所 ア モルフ

ァス太陽電池討論会 (春木弘所長 )

京都大学 物 理学教室談話会講演

(日本物理学会京都支部と共催 )

(遠藤裕久教授、松波弘之教授 )

三洋電機中央研究所  ア モルファ

ス Siの 光電物性討論会 (山野大

所ぽ己)

三菱電機 LSI研 究所  a― sice

の光電物性討論会 (行本善則課長 )

大阪大学基礎工学部 a― si太陽

電池と a―SiCの 価電子制御討論

会 (浜川圭弘教授 )

大阪大学理学部教養学部

a-OeTe,a― Siの ラマン散舌L討論

(川村肇名誉教授 邑 瀬和生教授 )

大阪大学基礎工学部 特 別講演

大阪大学

受入責任者  大 阪大学

3日  東 京

4日  千 葉

5日 東 京

6日 横須賀

8日  京 都

11日  大 阪

12日  大 阪

浜 川  圭  弘

浜 川  圭  弘
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14日  大 阪

15日  広 島

19日  東 京

新電子材料としてのa―Si(ニ ュ

ーセラミックス懇話会と共催 )

(浜)|1圭弘教授 )

大阪大学工学部 団 体電子工学セ

ミナー講演 (犬石嘉雄教授 )

広島大学工学部 特 別講義セミナ
ー講演 2回 (広瀬全孝教授 )

東京大学物性研究所 a― siの電

子状態とPL解 析討論 (森垣和夫

助教授、箕村茂教授 )

東京工業大学長津田キャンパス

a―Si:F:Hの 物性とヴィジョン

モー ド解析 (清水勇助教授、古川

静二郎教授 )

東京工業大学大岡山キャンパス

a―Si:F:Hの 太陽電池への応用

討論会 (高橋清教授 )

日立中央研究所 a―Siの 物性と

応用講演会 (丸山瑛
一主幹 )

電子技術総合研究所 特 別講演セ

ミナー討論会 (2回 )(田 中一宜

研究室長 )

21日  東 京

22日  東 京

26日  筑 波

】野日

2 8 日 離日20日  東 京

REPORT

耶「illiam Paul

My stay invoユ ved nine FoPtta■  ■eotures [1]and ■ any ■ess formaユ  organ―

ized disousgions and individua■  visits to Five industriaユ  research labora‐

tories [2], six ulliversity campuses E3]and One govemment researoh laboraロ

tory [4].  The scientific exchanges concerned the preparation, charaoteri‐

zation and property measurement of anorphous hydrogenated sellliconductors of

the si■ icon fami■ y, concentrating on those Fundanenta■  experユ Itlentaユ obser,

vations and interpretations generaユ ユy considered lnost pertinent to the
developnent of applications such as so■ ar cel■ s, thin film transistors,

vユdicoIIs and e■ ectrophotographic devices.  To a lesser extent, the

exchanges involved the detai■ s of inoorporation in devices and device

structures.  From tine to tine in this report, it wi■ ユ be naturaユ  for the

author to ooIEpare the situatiolns in 」 apan and the Un■ ted States.

工 found the Forlna■  ooordiination of research under the Sunshine Proロ

deCt, and the ool■ aboration among individual laboratories and research

workers, to be oF a very high order, and lnarkedly superior to ↓ he counter―

part organization く or lack of it)in the udted States.  There was a wide

diversity oF applioations of ktydrogenated sellliconductors being studied at

an advanoed ■ evel, which was ユ `n al■ oases at ■ east the equal, and very

often beyond, the stages l am aware oF in the Uコ 止ted States and Europe.

There was a■ so a wide diversitiy OF more Fundalnentaユ  studies ―  Inore than I

had expec↓ ed ― scne of which clxploited device structures to obtain fullda―

■ental physical information.  Examples are the severa■  lllethods enployed and

interoompared to obtain acour=Lte electron driFt lllobi■ ities and densities―

oFostates in the semiconductorD energy gap.

My scientiFic exchanges were open, although there was, understandably,

an obsewable difFerence in apparent openness between industria■  ■abora―

tories and universities, and a matchillg obsewable difFerenoe in the reaユ

exchange oF new developing (as opposed to developed)ideas between indus―

tries and IEyself on the oコ e hand, and university and govemnent labora‐

tories and myse■ f on the other'.  To be コ ore speoifio, exchanges between

indus↓ ria■ laboratories and lu'self tended to involve reporting of lnateriaユ

already published or about to be pub■ ished, whi■ e the exchanges with the
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other ■ aboratories tended to invo■ ve more specu■ ative, tentative ideas ihat

are often the seedbed for a new adwance.  If l were to suggest any modifi‐

catユon of progran for a visit sint],ar to コ ine, it wouユ d be For an extension

of the tine spent in open discuss■ on at the industriaュ  laboratories:  haユ f

a day was not suFfioient at places possessing a great richness of ongoing

research.  It should be added that the difFerenoe referred to probably per‐

tains a130 in ↓ he Uコited States, arid to a greater degree.  The coordinated

activュ↓y and oollaboration, which tLppears to ne to be a strength of
Japanese science and technology, d《 〉es no↓  appear to have stifled to any

sユgnificant degree individual anbit,ion or drive For scientific recognition.

There were clear qua■ i↓ative dtiFferences between the p■ ant, Faci■ ities

and equiplnent avallab■ e in the uniwrersities and the industriaユ  laborao

tories, and a■ so qua■ itative difFer‐ enoes between セ he universities,  It was
not possib■ e for lne to dudge whethて ,r the very modern and sophisticated

equユpment ava■ ■ab■e in 3he industria■  ■aboratories was being used efFeo―

tively and to capacity because, as noted above, this part of コ げ visit Was
allnost unifornly too brieF to perm」 .t the question to be Fairly answered.

As is the case in the United States, the re■ ative ■ ack of the most

lllodern equipElent in university ユ ab〔)ratories appears to lne both to was↓ e the

ta■ent availab■ e in well― informed LlコユVersity professors and brigh↓  graduate
students that cou■ d iIEnediate■ y prて〉duce basio research oF value, and to

neceasitate traユ コ止ng in equiplllent :Lnd teChniques at a ■ ater stage ill the

illdustria■ laboratories thense■ ves.  Nevertheless, one aspecと  oF the use of

sOphisticated equipIIlent in universities which iIIlpressed ne Favorably was

the Elaintenance of, and transfer or, こ he necessary expertise through a

steady over■ apping Flow of IIlastersT and PheD. candidates, instead oF

through a cadre of pemanent expert, technicユ ans.  I was especiaユ ユy
impressed because it appears to llle that preoisely this prob■ em oF care and
mЯintenanoe oF such equipment has IIQL been solved at IEOSt universities in

コy o可n oountry.

As is a130 'he Oase in the Uコ 」!ted States, I Found in the difFerent

laboratories a variety oF approachos, ranging From those that were empiri―

oal■y directed tOward improving a product without seering Fundanenta■
understanding, to in― depth investitsations of basio physics and chenistry

which is at least the equal oF any wOrk being done elsewhere in the wor■ d.

This is especiaユ ユy ユIIlpressive beoallse in my chosen field 」 apan started

behind the U.S。 , the Sovie↓  Uコユon and Western Europe.  Now it is olear that

」apanese scientists and engineers have in fact ■ ed, or quick■ y taken up the
■ead, in app■ ioations oF alllorphous sellliconduct ors (to solar oel■ s, vidi―

oons, electrophotogPaphic imaging)〕 in introducing ner diagnostic teCh―

niques and new materials (plaslna 。 1)tioaユ investigations, コ i●rocrystaユ ユine

material, a■ loy materiaユ , flexible ce■ l substrates, separate reaction

ohambers for intrinsic and doped layers, staoked コ ulti■ ayer ce■ ls, ■on

beans)and Finaユ ユy in basic invest」 [gations (densities oF states fron C(V),

DLTS, ICTS, mobilities by time― oF―flight, vidioon, xerographio and acous―

toe■ectrio lnethods, p■ us other examples).

On a Final, Inore personal noto, I Found the reception oF mげ  ■eotures

always warm, and oocasionally enthilsiastic, and the Friendship and solicユ ‐

tude oF コ げ hostS OOnstant.  工  aln gi・ateFuユ  to lnany for this experience, and

espeoia■ ■y to コげ prinoipa■  host ancl friend, ProFessor Y. Halnakawa, and to

the Yanada Foundation.
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E2]

３

　

　

４

at chiba unlversity, Tei3in Lin■ ted, Kyoto Untversity, Osaka Cera■ ics
Society, Osaka Unlversity, Hユ rosh17na Uコユversi↓ y, Tokyo lnstitute oF
Teohnology, Hitachi Lintted, and Electrotechnica■  Laboratory.

Teユjin Central Researoh, Fu」 ユ Electric, Sanyo Cen↓ raュ Research, Mitsu―
bishi Electrio and Hitachi Centraユ  Research.

KyOtO, osaka, Hiroshina, Tokyo, TOkyo lnstitute Of Technology (2 canpuses).

Electrotechn■ ca■ Laboratory, Tsukuba.

8 3 - - 2 0 0 6

来  日  者

Tai―一Ping L iu

P r O f e s s o r , D e p a r t m e n t  o f  M a t h e l t l a t i c s ,   申 請  者   京 都大学

University of立 [aryland,

College PrrLrk,Marylald 2 0 7 4 2,UoS.A.受入責任者  京 都大学

目的及び成果

L iu教授は、上記 3週

間、京都大学及び広島大

学の両理学部を訪間し、

井練型保存則及び衝撃波

理論に関して氏の独創的

な研究成果を講演発表す

ると共に、数理科学、非

線型問題に興味を持つ日本の数学者との活発な交

流を行い、問題の現状、今後の方向について議論

した。

4月 2日 (土 )京 都大学理学部における非線

型セミナー講演は、衝撃波の数学理論に関してお

り、その背景、理論、現状を含む概要で、後の滞

在中の交流、議論の序として適当であった。内容

は、流体物理学 (高速気流を含む )からの問題発

生、その数学的理論構成における困難、非線形双

出型保存則として定式化した時の衝撃波 (解の不

連続性 )の発生に伴う解の一意性、安定性に関す

る問題点を述べ、その売服のための条件を探し出

して理論化を進めた氏の成果を含めた講演であっ

た。

4月 6日 (水 )日 本数学会春期総合分科会の

函数方程式、応用数学両分科会での特別講演 「衝

撃波の数学理論」は、上記セミナー講演の内容を

山 口 昌 哉

山 口  昌  哉

含み、更に解の大域的な存在問題及び時間に関す

る漸近挙動についての氏の定理そしてノズル流の

問題も述べ、この困難であるが重要な主題につい

て余り取り組んでいない日本の数学者に良く刺激

的であったと思える。 4月 5日 夕の日本数学会懇

親会に招待され出席し、数学会の主要メンバーと

交流。

4月 9日 (土 )非 線型セ ミナー講演 「双曲型

保存則の定性的理論」。自然法則を記述する偏微分

方程式の非線型性に因する解の定性的性質を究明

する事は、数学解析の重要で興味ある問題である

力ヽ この話演では、気体の運動方程式で、衝歎

の生成、伝JtRそして膨脹波との交作、相殺により

時間が充分経った時に生成 される漸近波形が、単

純なN形 波になる事を示す興味深い氏の結果が話

された。更に、ノズル流及びその数学的モデルに

ついて定常衝撃波の安定性に関する結果 も話した。

いずれも対象の非線形性を適確、精細にとらえた

面白い問題 と解決であり、対象は異なっても同じ

問題意識を持ったセミナー出席者にも共感を持た

れたと思える。実際、広島大学理学部の三村教授

は、それを米国のニューハンプシャーでの米国数

学会の非線型偏微分方程式 (1982年 6月 )で

出会って知っており、 4月 12、  13日 広島大学

へ招いた。 (当 セミナーの後、同時に京都大学理
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学部を訪間中のイタリアのBrezzi教授、Padula

教授を含めた歓迎会が山口研究室を中心に行われ、

非線型問題、数値解析を研究推進中の若い数学者

との交歓も行われた )。

4月 17日 (土 )京 都大学数学教室及び数理

解析研究所の談話会講演 「非線型方程式のSS双曲

性について」では、弱双曲型方程式が種々の連続

体力学に現れる例を用いて問題とした。それは行

き詰っているSS双曲型線形方程式の研究に解かれ

るべき県体例のいくつかを示す事になり、特別な

場合には、非線型方程式の場合にSS双出性が扱え

ることを示した。が、困難な問題が線形、非線形

いずれにも横たわっており、問題を (非線形 )

「共鳴現象」としてとらえようとする氏の姿勢が

感じられた。

更に滞在期間中、山口 (京大理 )、西日 (京大

理 )、鵜飼 (大阪市大工 )、浅野 (京大教養 )、

仏村 (京大工 )、宇敷 (京大教養 )、川島 (奈良

女大 )、Padula(ナ ポリ大 )等と、夫々の専門

分野 (カオス理論、流体の方程式、ボルツマン方

程式、粘性気体方程式、電磁流体方程式等 )に関

して何回も非公式のセミナー、議論を行い、夫々

の問題点、現状分析及び将来の問題を論じた。具

体的には、(1)密度がきわめて薄い時にはSS双曲性、

真空、粘性圧縮性の取り扱い、そのボルッマン方

程式との関連、(2)電磁気流体方程式の定式化、初

期値問題、(3)非線型共鳴の間腫、(4)空間二、二次

元の衝撃波理論、(5)可燃性気体の燃焼、爆発問題

の定式化、(6)カオス、乱流問題、(7)上記積題の数

値解析、等が今後の重要な主題として共通に確認

できた。Liu教授の研究、学問観その背景に直接

触れ得たのは有意義で束」敵的であったし、日本の

非線型グループとの今後の発展、交流の基礎にな

る訪間であったと思える。具体的には、山回はこ

の6月末、中華民国数学会に招待され特別講演を

行う事になっている。

最後に、Liu教授の訪日のための援助をいただ

いた山田科学振興財団に感謝する。

R E P O R T

Tai一 Pitt Liu

My visit to the Department of Mathematics′  Kyoto uni―

versity (3/27/883 - 4/■ 8/883)has been a stimu■ ating exper土―

ence for me.  I gave three forma■  ta■ ks and had severa■  in―

forma■  gathering wュ th varュ ous mathematicュ ans here exchangttng

mathematica■  ideaso  The general area of discussion is on

nclnlinear parttta■  dttfferentia■  equations and re■ ated app■ i―

cations.  Be工ow tts the more detatt■ed descrュptュon of my SCien―

tific activュ ties during the vュ s■t.

I gave three

tive■ y,  Each talk

forma■  ta■ ks on Apri■  2, 9 and 16′  respec―

is of survey nature, yet an update account
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of recent advances and poss■ b■e future research direction were

mentioned.  The first talk was on the mathematica■  theory of

shock Waves,  Among other thttngs′  I mentioned the physュ ca■

motivations for the theory′  such as the entropy condition′

the mathematica■  analysis needed to study flows with shock

waves.  The second was a two hour semュ nar on the qualtttative

theory for hyperbo■ ic conservation laws.  Of partiCular in―

terest is the stabi■ ity and instabi■ ity effects of compressュ on

in the solution and resonance with external movュ ng force.

The physical relevance of the theory′  such as the non■ inear

stab± lity and instabi■ ity of gas IE■ ow through a nozzle′  was

a■so described.  The fina■  formal ta■ k was a col■ oquim ta■ k

on nonstrict hyperbo■ icity for non■ inear equations.  This is

a SubDect where ■ inear and non■inear theory are very much

dttfferent.  The non■ inear problem comes up in severa■  dif―

ferent topttcs ュ n continuum mechanュ cs such as phase trans■ ―

tions′  e■ asticity and f■ ows through a porOus  media.  In my

ta■ k l presented severa■  physica■  exampユ es whttch indicate

the  rttch variety of different phenomena.  ェ nadditiOn tO

the  existing resu■ ts, the emphasis was on the open prob■ ems

for further rescarch.

During my vttsit 工  had the great p■ easure to meet many

eager and enthusiastic mathematicians, a number of them are

of international reputation.  I discussed mathematics and

other scientifttc ttubjects in several informa■  ta■ks with

Professor Yamaguti′  Nttshida′  Matsumura, Mimura′  Ukaユ ′ Asar_o′

Ushttki and others.  From Professor Yamagut上 ′ I ■ earned′  among

other things′  his recent exciting works on the re■ atttons of

chaos and wetterstrass functions. Professor NiShida′  with
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his usua■  exce■ lent taste and broad perspectivesr expressed

his views on compressib■ e f■ uids and kinetic theory of gases.

Professor Matsumura tOld me his most recent very interesting

works on the qualitative behav■ or of a compressェ ble fluュ d

past an obstac■ e.  Theser and other informal ta■ ks, are very

ュnsprュ ng for me.  ェ  alsO tOld interested people on my works

on comb‖ stttOns ′  transonュ c gas f■ Ow′ nonunュ form characteristic

boundary cOnditions for quas■ ■inear hyperboユ ic equatiOns.

I found the exchange of vュ ews and the crossュ ng Of indivュ duaユ

■deas very stimu■ atttng′  and I ■ OOk fOrward to such cOmmunュ …

cations with these peop■ e and other 」 apanese scientists in

the future′  in Kyoto or e■ sewhere.

83-‐ 2007

日 者

DOu g l a s  L . _ W E i  l l s

P■o f e s s O r , D e l x t r t m e n t  o f  P h y s i c s ,

University oF Califbrnia,

I r v i n e , C A 9 2 7 1 7 , U . S . A .

来

目的及び成果

Mills教 授は、山田科

学振興財団の援助で 5月

9日 よ り5月 28日 まで

来日した。 3回 の講演会

と多数の日本の研究者と

の討論とで、日本の研究

者にとってばか りではな

く、本人にとっても大変有意義なものであった。

財団の提案もあって、東北大学の沢田康次教授

の招かれたBurstein教 授との合同の講演会を、

5月 27日 に東京大学工学部にて別表 1の プログ

ラムにて開催した。主題は結晶表面の電子構造及

び吸着分子の光学的研究で、丁度この分野の第一

線の研究者であるカリフォルニア大学の潮田資勝教

授も来日しており、講演をお願いした。当日には、

申 請  者   東 京大学

受入責任者  東 京大学

花 村 栄 一

花 村 栄 一

70名 程の研究者が東京都内を始め、新潟、仙台、

筑波からも参加して、質問 ・コメントも盛んに行

われ、 ま た講演後 も多くの参加者が講演者をと

うかこんで議論が続いた。また助手 ・大学院院生

等若い研究渚の参カロが目立ち、登人の興味ある、

最近のデータを盛りこんだ講演は、これらの若い

研究者の興味をひきつけたものと思われる。

Mills教授は、表面スピン波を表面分極波と比較

しながら、その光散乱の理論的研究を中心に紹介

し、またその見事な実験的検証のデータを示した。

表面分極波の場合にはその分極方向を決めても、

その進行方向が正 ・逆の二つのモ
ードが存在する

が、強磁性体の表面スピン波の場合には、その対

称性から一方向の進行波しか存在 しない。その結

果、パルクのスピン波によるラマン散乱では、ス

トークス線と反ストークス線の両方が観測される
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のに比して、表面スピン波では一方向のみしか観

測されていない点が印象的であった。Burste in

教授の講演については沢田氏の報告を参照された

い。また仙台では東北大学金研の仁科雄一郎教授

がホストとなり、日本分光学会共催の講演会で、

Mlls教 授は同じテーマで講演した。新潟大学で

は片山信一助教授がホストとして、 E lectrOn

コIlergy LOss Spectrcscopy and Surface

Excitati∝sの講演を行った。

5月 9日か朔 =週 は東京大学の本郷キャンパ

スの研究者と討論した。理学部の長沢信方助教授、

塚田捷助教授、工学部の国府田隆夫教授、大高一

雄講師と団体表面での電子および光学的応答の理

論 ・実験の両面の討論を行った。特に長沢研究室

の、励起子分子を中間状態とするスーパー・ラマ
ン散舌この観測による多分極波の表面励起に伴なう

境界条件に関する新しい現象の観測には、大きな

興味を抱いたようである。5月 26日 には、物性

研究所を訪間し、菅野暁、豊沢豊、守谷享教授、

福山秀敏、村田好正助教授の仕事の紹介をうけた。

東北大学では、金研の仁科雄‐郎教授の研究室、

理学部の後藤教授 ・伊藤正助教授の研究≧、工学

部の堀江忠児教授の研究室を訪間した。新潟大学

では理学部の横田伊佐秋教授と教養学部の長斜 ||

彰 ・片山信一助教授を訪間した (別表2参照 )。

仙台では週末を一日松島で過ごし、新潟訪間で

は、‐泊を金沢で過ごし、京都では3日間を観光

に使った。金閣寺と二十三間堂が印象的であった

ようである。また東京での週末は、一日は国立博

物館で、また一夕は歌舞伎座で過ごし、日本文イヒ

の一端を垣間見ることもできた。このように、日

本の各大学の先生方の協力を得て、物理的な討論

ばかうでなく、パーティーや名所の案内などで御

夫婦ともに満足して、帰国することができた。こ

のような物理の情報交換と日米科学者の親善を可

能にして戴いた山田科学振興財団に感謝する。

別表 1 講 演会プログラム

Yamada semュ nar On sOュ 土d state scュ ences

日 時 :昭和 58年 5月 27日 (金 )18:00～ 17:00

場 所 :東京大学工学部 11号 館講堂

講師と講演テーマ

ユ.  Prof. DoL, Mi■ ■s (univ. of ca■ ifornia′  ェrvine)

Light scattering from Surface ■ xcitations:

Surface Po■ ar■ tons and surface Spin waves

2.  Profo s. ushttoda (univ. of ca■ ifOrnia′  ェrvine)

Light scattering SpectrOscOpy of surface Phenomena

3.  Prof. Eo Burstein (Univ, of PenIIsy■ vania)

optica■  studies of Atom■ c Adsorbate on Meta■

Surfaces
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則表 2 Mills教 授日程

昭和 58年

5月  8日

9日

～ 15日

1 6 日～ 1 8 日

1 9 日 ～ 2 1 日

2 2 日 ～ 2 4 日

2 5 日 ～ 2 7 日

2 8 日

ロサンゼルス発

年後東京着

東京滞在、東京大学等訪問

仙台滞在ヽ 東北大学等訪問

新潟滞在、新潟大学等訪間

京都滞在

東京滞在、東京大学等訪間

離日

R E P  O R T

D . L . ■I I i  l  l  s

Financial support from the Yamada FoundatiOn provided me with

the oppOrtunity tO visit 」 apan for a three week period during the

month of May′  1983.  It was a very great pleasure for me to meet

w■th numerous 」 apanese phys■ c■sts′  under relaxed cュ rcumstances

qu■ te distinct from those encountered at shOrt confelences.  This

allowed in depth discussiOns of Our rnutual interests′
 with the

consequence that l learned of a number of very interesting new

lesearch tresults.

I arrived in 」 apan on the evening of May 7′  to depart on May

28.  The first week was devoted to v■ sュts and discuss■ Ons w■ th

phys■ c■sts in both the Department of Physics and the Department

of Applied Physics′  at the university of TOkyO.  I was also

pleased to have an afternOOn's discussiOn with Professor Y. Kutroda'

who 〕 ourneyed tO TOkyo from NagOya.  I 100k forward to a possible

extended visit by hiln to IIv主 汽e.  This was f0110wed by a visit to

Tohaku university in Sendai′  where once again l met with several

physicists.  In additiOn, I participated in a symposium there

devoted to optical interactiOns at surfaces and interfaces.

After this7 1 ViSited N主 主gata university′  where l presented a
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semュ nar on Our recent res,earch On the electron energy loss

spectroscOpy of surface phOnOAs.  This visit alsO enabled me tO

complete a lnanuscript cO_authOred with Dre S. Katayama′
 on the

nature of free carrler scattering mechan■
sms ln the semlconductOr

n―type PbTe.  This new study is an outgrowth Of the resealch Dr,

Katayana initiated durinc「
 his extended visit tO Our research

group in IIvineo  Finally, I returned tO Tokyo tO ensoy a mOst

stimulating visit tO the lnstitute Of solid state Physics, and tO

present a paper at a symposュ um Organュ zed by professOr E. Hanamura.

I must say that l was impress,d by the breadth and high

leve1 0f research activity l encountered at the several institu―

tions l visited during this tour.  In a short report such as

this, it is difficご lt tO single out specific pieces Of wOrk with

which l was particularly impressed′
 since l wOuld have tO be very

selective in a way that reflects my own particular tastes and

persOnal biases.  I will mentiOn the many very beautiful exper―

imental studies l encOuntc」
red Of exciton and biさ

xcitOn states in

the cupreous halides,  several people have contributed pro―

mュnently tO this area of lesearcho  The use Of tw。
 Or perhaps

three preclsely tuned laser bearns
tO pump the exciton levels′

 and
induce transitiOns tO the biexc■

tOn state form the bas■
s Of a

number Of experュ ments each of which is elegant and sOphisticated′

and addresses a basic pOint.  This body Of wOrk′

 and the c10sely

related and very fundamentiス
l theoretical studies strike me as a

major chapter itt S01id state spゃ
ctrOscopy and the elucidatiOn Of

many bOdy effects On the e][ementary electronic excitatiOns Of

solids.  Recent data′
 yet tO be explained fully′

 are intriguing

So we shall cOntinue tO he8!. more of this research.  I knew of

particular pieces Of work in this area befOre my visit′
 and I

greatly enjOyed the oppOrtunity tO hear Of the research in a

coherent and systematic fashiOn.
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Everywhere l visited in 」
apan′  the cOrdiality and hOspi_

tality encountered by my wife and l impressed us deeply.  I am

particularly grateful to Professor 口 . Hanamura, whOse effOrts

made Our trip tO 」 apan pOssible, and whO saw tO it that each Of

our undertakings proceeded in a
smooth and flawless fashiOn

throughOut the entire vis■
to  ProfessOr Y. Nishina and PrOfessOr

S. Katayama were graciOus hOsts when l visited their institutiOn′

and we wish tO thank ProfessOr wo sasaki fOr his effOrts during

our stay in KyOtO.

between IIvine and

continue well into

日 者

Philip M. PlatzIIlan

Head Of scattering and Lび 『Ener野

Physics ReseardL Department,

Bell LaboratOries,1江 urray HilI,

New」 ersc7 0 7 9 74,U.S.A.

目的及び成果

ベル研究所のプラッッ

マン博士は、 6月 24日

から7月 lo日 まで滞在

された。その間、阪大 ・

京大 ・東北大 ・物性研 ・

東大理 ・フォトンファク

トリーを訪間され、計 8
回講演された。今回の来日は、 1977年 、78
年に続いて3回 目で、大分日本の事情に詳しくを
つてきておられる。計画の段階での来日の日程は、
実施されたものよリー功月程早かったが、予細せ
ぬ御尊父の入院、手術があう遅れた。このため、
殆んど同じ時期に来日されるバースタィン教授、
ミルズ教授との合同の討論会を行 うとの条件の
下で申請を受理されたにも不拘、博士の講演だけ

hope this v.sュ t stimulated new cOntacts

」apanese physics cOmmunity that wi11

futu〕re.

83-2o22
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申 請  者   東 京大学

受入責任者  東 京大学

福 山 秀 敏

福 山 秀 敏

ヤよYamada seltlinar on s01id s tate sciences

Part 2 として月」個に開催 しなければならなかっ
たのは、止むを得ないとは言え残念なことであっ
た。 このセミナーは 7月 7日 に物性研究所に於
て開かれた。題目は 「ヘリウム膜上の電子」この
系は、理想的な2次元電子系であり、電子だけが形
成する結晶、即ち、ウィグナー結晶、が最初に観
測された系としてよく知られている。このウィグ
ナー結晶の発見は、氏と同じベル研究所の実験グ
ループによってなされたが、その理論的解析の最
初の報告に氏が加わっている。今回の講演の主題
は、同じ系で起こる他の側面、即ち、電子とヘリ
ウム液面の表面波との結合による自縄自縛状態の
可能性についてでぁった。この系では、電子の密
度のみならず、電子と表面波の相互作用の強さを
外部から一意的に変えることが出来るため、この
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可能性は極めて現実的であるし、理論的にも極め

て重要な問題である。実際、最近の実験は上の可

能性が実現していることを示唆している。主題が

極めて叩
―もo― 伍teで もあり、又、氏の開放

的な性格と相まって、講演での討論 ・質疑応答は

極めて活誘であった。同じ主題について、阪大 ・

京大 ・東北大で講演された。

氏はベル研究所に於て、散乱と低エネルギー物

理部という、実験グループの部門の長にあること

もあう、興味の対象が極めて広い。今回の来日中、

東大・理で遅い場電子に関する物理について講演

されたが、このテーマは氏の活動範囲の広|さを象

徴するものであり、講演中のみならず、講演後も、

様々な異なる分野の研究者との接触があった。こ

のような光景は日本に於ては、それほどひんばん

に見られるものではない。

氏は国体プラズマについての著書もあり、光と

固体内電子との相互作用に詳しく、高エネルギー

研究所のフォトン ・ファクトリーを訪問した際に

も、彼我双方にとって、種々の有益な議論があっ

たと聞いている。

以上、 3週間の間に、幾つかの大学及び研究所

に於て、氏の議論する大きな声が聞かれたわけで、

いささか台風一過という感があるが、台風との違

いは、被害ではなく、物理の研究上の新しい刺戟

を相互が受け、将来芽を結ぶであろう新しい人間

関係も形成された点であろう。

REPORT

Po M. Platzman

My visit to 」 apan cOver eヽd a 3-week period from June 24-July ll

and consisted Of a series Of visits and lectures to 7 different

insti tutions.  In the course of these visits l gave 8 1ectures on two

separate subjects, both in condensed matter physlcs.

The first of these talks was on the sub」 ect Of HElectrons on Fil冊 S

of Hellum:l and concerned itself wsth the strong interactiorl of

electrons with the ripples on the surface of a thin helium film, and

the possibility of a ‖ phase transitionH to a self‐ trapped state when

the coupling constant (applied electron field)was increased.  This

topic was of interest tO many of the condensed matter physicists

concerned with the non― perturbative coupling of electrons to the

quanta of some scalar field (ripplons or phOnons).

The second of these lectures was on l:The Physics Of and With

Slow PositronsH.  It was presented at the physics colloquia of

several of the universities and attracted a less specialized audience

than the talk on Electrons on Films of Hel,um.  It helped stimulate
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much discuss,on among atOmic Physicists, high energy physicists,

people interested in muon physics, and condensed matter physics

specifically surface physicists.  For example, Prof. Nagamine was

intrigued with the possibility of generating slow muons by similar

techni ques.  Of cOurse high energy physicists thought about the

possibilities Of bright positron sources and stOrage rings.  The

group at the lron and steel lnstitute in Sendai discussed prOblems

connected with defect fOrmation in metals and the use Of positrons

to image these defects near siJrfaces.

The finst stop of my tOur was in the Osaka/KyOtO area, where

my hOst at Osaka was Prof. Date.  I en3oyed visiting his laboratory

and having discussiOns with him9 but unfOrtunately l had very littie

contact either technically or sOcially with Other people at Osaka

University.  I diF3 hOWeVer, speak a little bit with people in the

applied physics area inc]udin〔I PrOf. Fuj19 and a visitOr frOm the

U.S,, Profo shapiro.  There w81s also a brief discussiion on the

subject Of narrOw band gap serliconductors and glass structures with

one of the prOfessors in the 「 hysics department.  Back in KyOtO I

had a rather interesting but uneventful visi(t at the lnstitute for

Fundamental Physics.  My discussions were mainly with Profo Nagaoka,

Who served as my host, and Prof. K. Yamada.  AgaTn, as in the case

of Osaka, I had very little opportunity to either sOcialize Or visit

with members Of the staff at this institute in KyotO。

My next stOp was Sendat, where the situation changed dramatically.

I gave several talks there3 one at the physics lnstitute and another

at the lron and steel lnstitutes and had many good interactiOns with

the faculty in both places.  My hOst was Prof. Kasuya, with whOm I

discussed a broad range Of problems ranging from mixed valence sン
Stems

to Kondo prOblems,  I alsO had an extensive｀ discussion and an extra
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seminar with a member of the faculty, whose name escapes me, wh0

worked On the problem of thtl dynamic structure factor of the

interacting electron gas, a prOblem which l have had a 10ng‐
standing

interest in.  In contrast tO the KyotO/Osaka visit l had many

opportunities tO meet sOcially with the faculty,  prof.. Nishina's

lron and Steel lnstitute was equally as hospitable,  I next went to

Tokyo where l had numerous interactions with people at ISSP, where

my hOst was PrOf. Fukuyama.  At this institution l had the opportunity

to discuss theoretical physics and visit many of the very fine

laboratories that are there or in the process Of cOnstructiOn.

I was particularly impressed with the low temperature facilities and

the high magnetic field faci]ity.  UnfOrtunately, I did not have

enough time tO visit the laser or surface physics larea, which wOじ
ld

have been very intereStingo  while in TOkyO I spent a very active

and exciting day at the University of TOkyo where prof. Kobyashi

was my hOst and where l had many technical discussions with Profs.

KaJita  and Kamimura.  I was very impressed with the scope of

activities and the quality of tりe phySicS at the university Of TOkyo.

My ]ast stOp irl Tokyo wils a trip to KEK, the PhOtOn Factory,

where l was hOsted fOr a vertr active and busy visit by prOf. Fuke.

The phOt6n Factory was impressive and the people wOrking there were

doing a number of very interosting experiments On this new facility.

It looks ]ike tt will be a stlcceSs althOugh l wOuld have lギ
ked t0

see a few more imaginative e〉(periments being attempted.  COnnected

with the Photon facility was a muon beam.  PrOfo Nagamine showed

me around and l en」Oyed hearing about sowe amusing work using

this rather unique probe Of matter.  There was also a brief

visit with Prof. watanabe at the adjoining pulsed neutron facility

where we discussed problems of cOmmOn interest, including high
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momentum neutron scatteringo  l discovered that l will see many

of these people again at the meeting in Los Alamos this winter.

I was very pleased by the opportunity tO visit 3apan and t0

discuss with sOme of the people sOme problems of mutual interest

in condensed matter physics,  My feeling is that the facilities

for doing physics in 」 apan are absOlutely first‐ rate.  HOwever9

1 came away with the impressiOn that many of these front_line

faci]ities are under utilized in terms of really new and interesting

physics experiments,  I alsO felt that it wOuld be advantageous

and fruitful fOr the soctal aspe(3ts Of such a visit, as funded by

the Yamada Foundatio,9 tO be integrated mOre c10sely with the

technical aspects.  These persOnモ 】l cOntacts wOuld help enormously

in improving and cOntinuing the ctia10gue which is sO fragile between

」a p a n e s e  a n d  A m e r i c a n  s c i e n t i s t s印

83--2024

来  日  者

Elias Burstein

ProfessOr,Department oF Physics,

University Of Pennsylvania,

Philadelphia,Pennsylvania 191o4

U , S . A .

申 請 者  東 北大学

目的及び成果

コ.Burs tei n教授は、

5月 11日 に来日し、14

日迄大阪地区に滞在し,、

その間に、大阪大学理学

部物醒教室を訪問して、

金属表面上に吸着 した原

子分子からの巨大ラマン

散舌とに関するセミナーを開催、このセミナーには

申請者は出席の都合がつかず内容については報告

受入責任者  東 北大学

沢 田 康 次

沢 田 康 次

できない。つづいて、関西学院大学の山田教授を

訪問し、来年開催予定のラマン散活L国際会議の方

針について熱心をアドバイスを行い、実験室を申

請者と共に訪間して、吸着分子に関する討論を行

った。

15日 に、MIs.Bursteinも 来 日し16日 か

ら24日 迄、東北大学においてセミナーを始め理

学部、電気通信研究所、金属材料研究所を訪間し、

光散乱による界面物性の研究について熱いに討論

した。ここからは、カリフォルニア大学の潮田教
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授、及び同じく山田財団の援助で来日された同大

学のMills教 授との3人 が、それぞれの興味から

討論したので、巾と深みのある議論ができ、この

分野に関係ある日本の研究者に大きな刺激になっ

たと感じた。 17日 の年後 1時 より6時迄上記の

3人 と、東大 '大高、東北大 ・佐ィ||、本高等この

分野で活躍されている人達の講演会を開催した。

まず、Bu stein教 授が
“
Optical PrOperties

of Adsorbed l江olecules at■Vetal Surfa,ces"

と題して約 45分 、金属表面に吸着した分子に対

してどのような研究手段があるか、吸着L′ている

数少い分子からの光散乱光が、どのような機構で

強化されて可観測になるか、表面の分子状態はど

の辺まで判ってきたか等豊富を実験データーをま

じえて講演した。つづいて潮田教授、Mills教 授、

休憩をはさんで日本側の研究者の講演があった。

会場に約 100人 の聴衆がつめかけて熱疋Wこ討論

が行われた。

24日 より東京地区に滞在し、 27日 に東大工

学部において再び、Burstein教 授、Milis教 授、

潮田教授による講演会を開催した。この日は、

Burstein教 授は分子よりもさらに単純で理論計

算と厳密を比較の行える原子が金属に吸着された

との問題 を とりあげ、
“
O p t i c a l  S  t u d i e s  o f

AtOmic AdsOrbate OnMetal Surfaces' と 足冨し

て約 50分 の講演を行った。ここで も、散舌L強度

の増大の機構を島状の蒸着金属膜の上に吸着する

場合や、ガラス板に吸着させその上に金属膜を島

状につけた時等の比較を議論した。講演の最後に

表面物性はまだ象の一部を撫でて一面的なことを

言っている場合が多い状態であると結んだのが印

象的であった。この講演会はその前にRIilis教授
の
“
Light Scattering from Surface□ xci tat―

ic唖: Surface PolaritOns and Surface Spin

Waves力、潮田教授の
“
L ight S cattering

Spec troscOPァ 。F Surface Phenomemら
''ヵ景2)り、

この分野で活躍 しているこの 3人 を集めて、この

分野の最先端の研究について深く議論できたこと

は大へん有意義であったと感じている。 1人 ずつ

別々の時に来日されるよりずっと良かったと感じ

ている。 27日 の夜には出発を前にしてパーティ

を持ち潮交を深めると共に講演者達の労をねざら
った。

このような私達の企画に理解を示され、援助さ

れた山田財団に心から感謝する。

R E P O R T

E l i a s  B u r s t e i n

The timing Of my visit to 」 apan was determined by the comp■ etion
of the spring semester at the university of Pennsy■ vania during

:3Ea長と喜予
ttどe暑七t:景d 暑革と ]景8eヨ玉attt。畳畳Wと:昔:書をとn岳昌 8景 魯1首i::8metry

38:]:d 81dritts:景言:暑y 苫]景e 尋を占th普営′ :景:岳iedh品:ht:°:とc8孟3i]stturing a
several objectives.  ェ ) scientific interchange with so■ id state
groups at the university of osaka′  Kansei cakuin university′
Tohoku University and the university of TOkyo′

 ii)diSCussions
with the」 apanese organizers of the lnternationa■  confeFenCe On
Raman SpectroscOpy tO be he■ d ttll TOkyo in 1984′  and iエ ユ)

::S:告::i雪:岳1営::::::°:母骨岳:::登1岳:::首:士::雪:告::号
首古告ig景:。宮畳暑,ユ宮古:1:s

l visited with Professor Kazuo Murase and his group in the

Physics Department′  Faculty Of science′  at the university of
Osaka′ (TOyonaka campus)on Friday, May 13.  we were joined by

岳:::::::r:軽:::営玉:景営:l縫]t:せ:u:営冒:::ie:岳Si景:::を暑8]皆号:屯ii:岳p:番tedw
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overv■ ew of research on surface enhanced Optica■
 phenOmenar eg′

Ralnan scatterュ ng′ ■wn■nescenc,er etc′  inc■ uding my own assessment
of future directiOns Of reseを LrCh in this area.  Fol■ owing my
seminar′  variOus members Of PrOfessor Murase's group gave brief
discussions Of their work.  I: was particular■

y impressed with the
theoretica■ and experimenta■ work of Dr. Shun3i sugai On charge
densュ ty waves ュ n the transition metal dicha■ cogenュ des.  one Of the
younger members Of the group reported some very interesting
materュ al on the energy band structure and the electr■ cal
properties Of very thin films of bismuth.  That evening Professor
and Mrs. Kawamura were hosts at a dinner in a fine RyOkan in

Mino′ which was most enjOtyabユ e.

。曾
na 3]sξ
:li:W:讐gf8]首。ど

S曇
旨讐岳畳]yをe r°
fessor sawada accoIRpan■ed me

Lmada ユ n the Chemュ stry Department

hとr 38i『きa]忌皆晋
itta平
書
i苦
昌き景
i:苦
ii3 学き暑!il縦き苦魯占ti岳3°:8:邑:喜c鞘ヽ景

dRa景
貴景

scatterェ ng by mo■ ecu■ es adsolbed at surfaces and we had an usefu■

3::::::i:i:::::]:i景:告::告
[::岳
!:と
骨骨:::::::::岳E;:::::::言

::暑:皆g邑:
p■ans for a sate■ ■ite Conference on the spectroscOpic studies of
Adsorbates on so■ id surfaces tO be he■ d in co■ コuI「●tioh With the 1984
1nternationa■  conference on R!aman spectroscopy cOnference′

 which
were beュ ng prOposed by a coIIEnlユ ttee havュ ng professor Yamada as
chairman。   (工  had received a ■ etter from PrOfessor Yamada

regarding the propOsed sate■ ■ite conference priOr to my departure
for 」 apan).

工 returned to TOkyo on sundalF to be on hand when my wュ fe arrュ ved
from the us in the afternoon.  The next morning my wュ fe and l took
the Bu■ ■et Trattn to sendaユ .  IIn the afternoon and evening l made
some fina■  preparatiOns for title ■ ecture 工  was tO give the
fo■ ■owing day (TueSday)at the Symposium on optica■  Phenchmena and
spectroscopy at Surfaces and lnterfaces.  The symposium inc■ uded
ュnvュ ted ■ ectures by professOr Doug L. Mi■ ■s and Professor
Sukekatsu UshiOda and myse■ f′ fo■ ユowed by severa■  shorter ta■ ks
on a variety of tOpics。   (A copy Of the program ユ s appended to
this report).  My ユ ecture on Optica■  properties of Adsorbed
Molecu■ es at Meta■ surfaces detュ ユt wュ th the va■ ence e■ ectron
excitations of adsorbate― substrate comp■ exes and their ro■ e in
the optica■  properties of mo■ 13cu■es adsorbed on meta■ s.  Professor
Mi■ ■s discussed the nature of the surface mOdes that exist on

magnetic media′  and Professor ushioda discussed light scattering
by surface ptt■ aritons and guユ ded EM modesr and some aspects of
surface enhanced Raman scattering.  on wednesday l visited

i宮:i「SSことe:u:景旨工も:httiS品とモ畳!昌iけrttu得査七Pi登srttg:昌量
r呂
, こ景:tき宝とき:ュ:呈古e

of the work that the group is dOing on the optica]_ and

magnetO― Opticaユ  properties of the ■ ayer compound semュ conductors

雪景景忌a]・8ii景:思
・
me:を]ige首暑
niR宮
 昔革ュ苫:ξtthttn畳.こmHirtts旨古8i旨暑ュ岳i.thtt was

invited to make some remarks about my own experience with

:告:3:::::,S岳:・:皆岳i:3:3言i]:予書3::::ri骨言:母是;::S骨::岳:告掃:上:::せ:景 舌he
US and Koヨ i SaWada′  now PrOfessor of E■ ectrica■  communications

F:工 言:'Pk晋  冒3と軍暑

r言

:孟苫

・

ti品苫

r手

]ぞh 3暑 。書暑晋旨。:Wga岳 ]首:BttT3踏 言暑Sattn岳;din
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S暑辞i:苦:a多とarittitttrttr普1:Si招讐 普撚景
h,iac苦
景品ュ1]母 群88: ilethe

physics Department of cuNY′  and was cOmp■ eting some theoretica■
aspects Of the research hc)had been doュ ng wュ th curmins on

:喜:1と冒晋:書 ::留lio g]岳歩岳長in:lf tth呂予螢i写:]8普
C::::言

:轡:置
暑
::畳:l::8::::暑晋:ild させatを

ecs品
品忌i!::iiきn:lfatti: :eplacement for Professor

Kawamura whO wュ ll be retiI.■ ng from the Board later this year.

On saturday ProfessOr sattrada drove us by automobi■
e to zao

Mountain where we had a beautifu■  view Of the Crater Lake。   (The
■ake had been hidden from view by a dense fog when l was there

S岳首]こ暑
工
T苦畳]iSt8g品と二i。足畳 尋呂遣]8ywと孟:nitty88aaialiittu:iC]せ軍]lig: よS by

wan kO sOba restaurant and a visit tO the Hashimoto Museum of
Arto  Monday was spent shOpping and sightseeing in sendai.

On Tuesday we tOOk the Bu■ ■et Train to utsunomiya where we were

i骨:音:音]:::]it:i::]::官 告
]こ:::島 ユifiを :占阜11岳 聾 :告

::::3::]草
革]告::ia:::

evening we had dinner with Professors RyOgO Kubo and Ryukichi

Hashiguchi whO are tO be cO― Editors with Dr. Pierre Aigrain and

胡首醍 きど gε 主景:舌:『
恥
貫
°

玉邑岳
ysE署
]:雷
Soin首

:告

こ

]暑:::g:::ユ i:::::景 :]:岳 掃:G8宮
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暑景8 8玉暑品雪皆毛ry Ses旨喜せ晶8景1 lI「皆最;。 3niversity′ tO discuss the
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588t:景貴
aihgOs:838書
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土
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土
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■eagues have carrュ ed out which
onS the charge state of atomic

adsorbates On metaユ s exhttb」とt discontinuitieS.  That evening a
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On saturday′  ProfessOr ushiOda's parents コ Oined us′  and
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8 2 - 3 0 1 0

来 日  者

陳  尚 賢 (Chen Shang xi狙 )
中華人民共和国北京市中夫村

中国科学院化学研究所

目的及び成果

1.目  的

1973年 以来、日中に於て共同研究計画を進め

て来た有機半導体分野 で、今回 、山田財団招へい

援助によって、中国科学院化学研究所陳尚賢助教

授の来所が認められ、これによって、分子科学研

究所と中国科学院化学研究所との間で具体的に共

同研究が開始出来ることになった。

分子科学研究所に於ける具体的な研究目標ヤま、

1.光 電子分光法による有機団体の電子構造の研究

H.超 高真空下での光伝導の測定

郡・高分子薄膜及び有機国体中の電荷の挙動
を通して、有機団体が持つ特異的な物性 (本来な

らば分子の持つ性質が、そのまま物性に反映する

筈であるが、ある場合には、集合して、そこに初
めて新しい物質が表われる)の解明を行 うと共|に、

光電子分光法を中国科学院化学研究所に建設し、

自由に利用できる装置とすることを目途とした。

申 請  者  岡 崎国立共同研究機構

分子科学研究所 井  口 洋 夫
受入責任者 岡 崎国立共同研究機構

分子科学研究所 井 田 洋 夫

2 研 究のスケジュール

上記研究目標に沿 って、陳博士はきわめて精力

的に研究を遂行 した。

1・光電子分光器の作成

中国に於て共同研究を遂行するため、ガラス

製の光電子分光装置を設計し、その製作並びに

組立てを行 った。具体的には、製作設計にはか

なり日数を要することが予想されたので、来所

後直ちに設計を開始 し、部品発注及び工作を行
った。また分子科学研究所装置開発室の協力に

よって、完成をみた。これこ対する建設費用 競

科学研究所国際研究協力費により支出された。

これらの装置は本年 3月 30日、岡崎を発送し、

ゴヒ京に4月 11日到着、5月 lo日 代め 書簡によれ

ば目下組立中である。

‖.フ タロシアニン系のイオン化電圧の測定
フタロシアニン系有機化合物は、古 くて新 し

い物質である。それは、顔料としては、古 くか

ら実用化 されて居 り現在に至っている。一方、

その電子状態特性は、新 しい物質化学の対象と

なりつつある。
一方中国科学院化学研究所に於ては、古 くか

らフタロシアニンの研究をしており、特にその

ポリフォルニズムは一歩他を抜いている。

中国からこの試料を入手利用して、そのポリ

フォルニズムと光電子分光との関係を測定し、

次のような結果を得た。

左より井日、陳、小' 1 1

結 晶 形
室 温  オ L 皆ず託

圧
 気 相

分極エネルギー

室 温   183℃

α

β

5 . 0 9 ±0 . 0 5    4 . 8 8 ±0 , 0 5    6 . 1 5

-       4 . 6 2 ±
0 ・0 5    6 . 1 5

1 . 2 7

1 5 3
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これらの結果については、結晶中の分子の配向

を考慮することによって くα―β )の 差を巧みに

説明することが出来た。

これらについては、欧文日本化学会誌に投稿 し、

受理され、目下印刷中である。

Chen Shang Xian〕 K.Seki H.InOkuc:hi

Shi Zurong, and Qian Renyuan:uitra―

violet Photoelectron Spectra Of て と―

and β―POlymorphs of Copper Phthalo―

cyan ine

これは、日中共同研究の第一報になった。て1れ

これらのポリエテレン構造を基盤 とする高分

子のペンダントによって、かなり大きな変化の

あることわざ見出された 。これは、鎖とペンダン

トの相互作用で説明で きた。

これについても、充分論文 としてまとめるこ

との出来る内容 と判断 して、58年 日本化学会春

季年会に於て報告 :基本的ビニル高分子の紫外

光電子分光 (分子研、中国科学院化学研究所、

日本合成 ゴム )陳 尚賢、関
一彦 、井 田洋夫、橋

本慎平 で 報告すると共に、欧文日本化学会誌

に次のような組立てで投稿 した。

Chen Shang Xian, K.Seki,H.Ino一

kuchi,S.Hashi moこ o,N.Ueno and K.

Sugita:Uitraviole t Photoelectron"

Spectroscopy of Some Basic Vinyl

Polyme rs

らの研究を通じて光電子分光法の取扱いに慣れる

ことによって、更に複雑な構造を持 った基本的高

分子材料の光電子分光に取組むことになった。

冊・標準的構造を持つ高分子の光電子分光

まず、ポリエチレン(PE)を 基盤とする高分

子物質ポリプロピレン(PP)、 ポリ
ー1・ 2、

ブタジエン (1,2-PB)、 ポリビニルクロラ

イド(PVC)、 ポリビニルフロライド(PVF)、

ポリビニルアルコール (PVA)の 光電子分光

測定を行った。その結果は次に示す通りである。

W・舟素を含む高分子の光電子分光

更に、この一連の高分子の中で、弗素を含む

高分子が構造、物性両面で特殊な状態を示すの

で、この一群の高分子についてもその光電子分

光測定を行った。

非常に溶解度が低 く、且つ融点も高いので、

光電子分光法に適する試料をつくり出すのは容

易ではない。この研究の鍵とも言 うべき測定に

適した試料の作成は、陳助教授の開拓 したもの

であって、この分野の研究発展に大きく寄与す

るものと考えている。

それらをまとめて表にすると、次のような結

果が示される。

化 合 物 1.2-PB    PVA     PP     Pvc     P7F    PE

固体のイオン化電圧 ■ 5 8.0 8.5 8.8 8.5

気体のイオン化電圧

分極エネルギー
1 0 . 0

2 5

1 0 . 6 4  1 1 , 5 1

2 . ( )   3 . 0

ユ 1 . 0 6  1 2 . 4 3  1 1 . 5

2 . 3     3 . 2     3 . ユ

化 合 物 P□ PVF PVL PVF3 PTPE

イオン化電圧測定値

計算値

8 5

1 2 . 0 5

9 . 2     9 . 2     9 . 2     9 . 0

1 1 . 8 8   1 1 . 7 2  1 1 . 5 5   1 1 . 3 7
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ここで、 PVF=ポ リ弟化 ビニル、 PV F2=

ポリ弗化 ビエリデン、 P V F3=ポ リ3舟 化エチレ

ン、及び PTFE=ポ リ4弟 化エテレンを示したも

のである。

これ らも充分投稿に価する研究と判断され 、

Chen Shang Xian,K.Seki,H. Inoku chi,

No Ueno and Ko Sugita:Uit raviole t

PhotOelectron SpectroscOpy Of Fluore

―substituted P01yethylene と して

Chemical Physics Lettersに 投稿した。

以上の研究を11ケ月にやり得たことは、陳尚賢

助教授の能力に対する具体的な評価でぁる。

3,国 内訪問

上記の研究に全エネルギーを研究室側 も本人 も

投入したので、国内訪関は東京地区、大阪地区を

中心にごく限定し、且つ短時間に行った。唯、陳

助教授が、来所迄に行っていたエキサィマー及び

エキサイプレックスの蛍光スペクトルの研究が、

東北大理学部化学の安積徹助教授のもとで行われ

ているので、これを訪間先に加えた。具体的には

有機半導体の研究を中心″←し、その応用を主とし

た企業体の研究施設を加えた。

東大理学部化学教室  黒 田晴雄

大阪大理学部化学教室 菅   宏   教  授

大阪大工学部     城 田靖彦  助 教授

大阪大核融合研究施設

松下技術研究所

京都大化学研究所   植 田 夏   教  授

4 . 感想

何よりもまず、 lo年 来の共同研究構想がこれ

で開始され、これが契機となって、常時相互に1

名の研究者の滞在が認められる状況がおおよそ確

立出来た。これに対して、分子科学研究所の一員

として、心より感謝申上げる。

共同研究の遂行上、最大の問題点はヽ両者がよ

くかみ合うことである。それには、充分過ぎる位

の準備が必要であり、丁度講演の際準備が講演時

間の倍かかるのと同じ情勢と考えている。

今回も、約 1ケ年、すべての準備を積み上げて、

57年 5月 、来所の翌日から作業が出来る態勢を

つくつた。それに対して陳助教授も、充分努力を

示され、上記のような、どこに出しても恥しくな

い成果を得た。これからの共同研究に対しても、

このような方策を立てて進めて行きたいと思って

いる。

なお受入側の状況で身内の問題ではあるが、対

応教音である関一彦博士の極めて綿密な対応は、

この成功に大いに貢献したことを付記させて載き

たいと思う。

以上のように今回の財団の援助は陳助教授自身

の研究推進を可能ならしめたのみでなく、日中共

同研究の具体的開始を可能ならしめた点に心より

感謝申上げると共に、日中共同研究の発展が、今

回の援助に対しての御恩返しとして、今後とも努

力を重ねていく覚悟である。

東大教養学部 原田義也

東大物性研究所    木 下 実

電子総合研究所    安 西弘行

筑波大物質工学系   白 川英樹

国立公害研究所    村 野健太郎

東北大理学部化学教室 安 積 徹

東北大金属材料研究所 清 井研究室

御茶の水大理学部化学教室 丸 山有成

千葉大工学部 上野信雄

明星大理工学部    岩 島 聴

教 授

教 授

助教授

技 官

教 授

博 士

助教授

授

士

授

教

博

教
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REPORT ON WWORK OF PHOTOELECTRON

SPECTROSCOPY (UPS)OF ORGANIC

SOLIDSW ttT INSTITUTE FOR MOLECULAR

SCIENCE′  OKAZAKI

CHEN SHANG XIAN

陳   尚    賢

■. Introduction

Prof. Quan and Prof. Inokuchi have mutual interesting
subject in the fie■d of organic sO■ids.  They exchanged idea
for a long time so they(aiscussed how to cooperate with one
another in order to enhaince the co― operative work between
Chinese and 」 apanese scientists and promOte the progress in
the field of organic sO■ ids.  In china side′  we wanted to do
some work by ultravio■ et phOtoelectron Spectrometer but we had
not any experience and iinstrument.  As we■ ■ known′  prof. Inokuchi

!景
Sti]書 ef]苫

i皆. °tti t景き ]tig書
gh:il号

 338fleQtin 丑 :s iote晋  3ig舌 暑

ers

success in the field Of ipo■ ymer physics and physica■  chemistry.
so we try to coOperate ■ in the fie■ d of uPs Of pO■ ymer.  It was
a wonderfu■  idea but at that time we had not budget for such
cooperative work.  Fortunate■ y′ we got financ■ a■ support from
Yamada science Foundatioll,  It is a great help so l went to

」apan at ■ 4th May 1982 aind ■ eft Japan at l■ th Apri■  ■983.
During that time l stayelユ  at Profロ  ェnokuchユ 's ■ aboratory and

コoined the uPs group.

2. schedu■ e

The title of my res13arch proコ ect was phOtOcOnduction and

phOtoe■ ectrOn spectroscoipy Of Organュ c semュ conductors.  Prof.
Inokuchi p■ anned detaュ lela schedule for me.  Its contents are
as fol■ ows:

(■)Design a simp■ e plhotoe■ ectron spectrometer.  Make
it in 」 apan then bring it back to china.

(2)Study photoe■ ectron spectra of some basic polymers.

(3)Visit few ユ aboratories (I wil■  describe in more
deta± l in the fO■ lowing section) in WhiCh they
are doュ ng sOme research wOrks re■ ated to organ■ c
conductors or organic semiconductOrs.

(4)Attend some meetings.
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3. Purposes

The main purpOses Of the arrangements are

(・):: 338号rStand the priencip■es and Operation procedures

(2)tO understand the present status in the field Of uPs,

(3)ittp:苫

]首 38]y長 と署g 岳 予

et首

土掃3es:き ?nic Structures of sOme

4. Experimental

S research wOrk cOnsュ sted Of a

reSpeCtiVelyo  Now′  I deSCrib・ C):i:::::::]:::::;母
::i;::;慾

y

y.  At first′  ェ fam± ■iarised

i°苫:eとせ暑。罫昌暑皆暑.  :忌g尋]s こs]畳
S:gn

:'岳:・淳忌:]18ing:::署:d言::]景:::岳:首
a

】こ思8『i p告il]・尋8挙是
・
と舌景s」皆モgttp:ど

:写
ai:品
3 言告量 ]古昌景暑:暑]c畳暑晋8ieit:yと
晋
in]:孟
3留e 皆景古g:3ぞュ品岳塩

e:き
品pera_

::::こ:官 8:;暑舌母音8:::書::::::黙::告・
between d― cupc and e― Cupc.l景
n:尋n ttif:皆暑ei:n:岳軍皆を畳] pOten_
ぃve deep insight intO the nature
_ be published recerlt■

y。 (Bu■ ■.

::皆
『
!:土
yヨ署i苦:喜雪:首;:s::者

::告
9::::[玉告::雪

邑
:::t:::::]首:呂:皆

8:i皆:岳
::を

(1)S:t:景ti:1号 baSiC data′ for exalnp■e′ to get iOnttzation

(2)tO check whether the data obtained from sma■
■ mOde■

compounds can be extrapo■ ated tO po■ ymers or not.

(3)to get sOme experience hOw tO get reliab■ e data fOr
the po■ ymers wi■ l high iOnizatiOm pOtentia■ s.
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These experiences are not easy to dOo  we may summarize

our exper■ ences as

(■)tO take care Of the preparation film.

(2)tO select suitaL,■ e solvents.

(3)to choose the best Operation temperature.

By such precautions we cOuld get reprOducible resu■ ts.  For

岳:::::骨どr:::::[g::岳:]:岳::]::|::きi:ii°::::r皆:::::a::::思:::こ:景書:
The work has been finished.  we wrote a paper which wi■ 1

be used tO Bu■ ■. Of chem. sOc. 」 apan.  After finishing the
measurement Of monosubsitituted polyethy■ ene′ we started to

晋忌]Sとこ景↓i皆景e l呈二
°
s:]写与言景3.:こE景き畜]u3gi置置it:31景ti:瞥]こ8:苫::i3i苫i暑号

po■ ytetraf■ uoroethy■ en e.  Fユ uorocontaining po■ yethy■ ene are used
as insu■ ating materials′  sO it is ilnportant to measure the ioni―

:::宮::言;::岳::::::i!亀:;:!::::告岩::S::::::: ::と;:告::::::::::::::・
measuring the photOelectron spectra.

This wOrk has been finished.  It will be published in

Po■ ymer 」 .  we are the first One tO study systematica■ ly the

phOtoe■ ectron spectra olf substituted po■ yethy■ ene with pendant

旨モこと写
Sof 3最古t:き]舌ct:8掛a[:Ect:書gS二 p:Ittm晋:百

kby tき主軍3°号思:骨 the
Some of these works reported above has been presented in

the meeting of Chem. Sc)c, 」 apan Apri■ ′ 3′  ■983 and a■ So presented

in the 」 oint Symposium of Organic Solid Conductivity and Re■ ated

P honromena between Chirla and 」 apan.

When 工  stayed at trapan′  Prof. Inokuchi arranged me to viSit
some universities and iresearch institutes.  These are

(■)PrOf. Kuroda ■ aboratory′

Unュversity.

(2)prof. Harada ■ al〕oratory′

University.

(3)Prof. 木 司`  ■abOratory′  I.
unュversュ ty.

Facu■ ty of Science,Tokyo

co■■ege of Education,Tokyo

S. S, P, TOkyO

(4)Dr. Anzaユ  ■aboriュtory′  Institute of E■ ectronic Techno■ ogy.

(5)Prof. 自 ナ「1 ■abOコratory′  Department of Material Engineering′

筑 校  Un■ Versュ ty,

(6)Dr. 村 野  laboratory′  Institute fOr EnvirOnmenta■  Studies.

(7)Prof. 安 積  ユabofratory′  North Eastern University.
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９

Dr. 清 井  ■aboratOry′  Institute Of Meta■  Metallurgy.

Prof, Maruyama labOratOry′  ochanolnizu university.

(10)3言iv営暑書]t,]b°ratory′ Department Of lmage,chiba

(11)PrOf. 岩 島  labOratory′  明 星  University.

(12)3玉]5とr:士留3.・
ab°ratOry′ Faculty of science′ osaka

(■3)8言呂長と 31:専巳::ii3,°rat°ry′ Facu■ty Of Engineering′

(■4)Institute Of Nuc■ ear Fusion′  osaka university.

(15)Museum of Matsushita.

(16)景
写:[る 3斉呈98r:]を9:atory′

 ・nstitute for chemica■ Research′

When l visited the abOve cited universities and institutes′

::::l:皆::::ユ『::::ei::羅:::::::ly:::::1盤:::鍾得:::;::魯::古::せ:::壬
]

the present status of excimer and excip■ ex and discussed some

3宮
°
g:こ暑きeinwき
httpgtttu品
8s苫
°
モ彗品e tn ittt::量i:主呈岳 ]玉臣

a舌
i:cig:i景母
・

prob■ ems in the fie■ d Of phOtc)cOnductiOn and phOtOe■ ectron
spectroscopy Of Organi6 semicc)nductors.  I visit On octOber 1982

tO (■ )―  (■■)and On Apri■  tO (■ 2)―  (■6).

5。 suggestiOn and Feeユ ing

::景:旨::::::骨
圭
量::::i:::::岳:::e::書::::::雪::8営

暑
:告言::晋:告in::::岳

ittpe

置:3ととiaュfy ttl:d『。こ呂晋
n3景
iig書と s:土:8:き

°
景晋:: とiing苫きpg:畳昌iti皆暑s

entists wi■ ■ get financia■
support from Yamada Foundation.

Thanks are given to Yamada science FoundatiOn again for
the financia■  suppOrt.

At least′  I wOuld ュ ュke to express my thュ nks tO prof.Inokuchi and Dro Seki and othersit i景
首tttittie tt。暑 霊3母::ul畳:p in晋き上き景::]rCh W°

rks when l stayed t
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82-4269

アイルランド他、量子統計力学における確率微分

方程式の共同研究他

京都大学   中  澤    宏

1 9 8 2年 1 2月 7日

からl o日 までポーラン

ドトルン市コペルエクス

大学で開かれた第 5回 数

理物理学シンポジゥムで

の講演と12月 lo日 から1983年 1月 81日

までのアイルランドダブリン市ダブリン高等研究

所 (理論物理学 )での」。hn T.Lewisを 女授と
の標記共同研究について、成果を報告する。

第5回数理物理学シンポジウムでは次の諸点が

報告された。

1.L aILgeVin方 程式を、力学的な一次元調和

揮率F言『!ミ騨号ま岳1吊岳!号:F,f暑仔?培器得〕暑
ことにより、Gaussian white noisOの 量

子化されたものとして、一次元 indexing

space上 の有限温度にある質量 0の BOsc粒 子

場が対応する。 2.Langevin方 程式 そのもの

の量子化 としては、古典的な (従 って減表項を

含む )形 のものがそのまま有効である。 3.さら

応する形で、直交多項式に分解され、これらに

基づいて非線型の確率微分方程式の量子力学的
versionも 考え得る。これ らの上に立つて、

さらにダブリン高等研究所では以下の諸点が見出

された。4.文献 1)で 導入された “ nO rltu l

products"は 、 1)に おけるように(定義に任

意性の残る有限温度の場の )生成 ・消滅演算子に

よるのでなく、ある種の有限温度の場そのものの

ひとつの特殊な 「表現」に伴われるC―数部分を

抽出した概念である。5.従って非線型確率微分方

程式の量子力学的形態としては、少くともWieA

ner―I裕 粉解に基づtて非線型頃を定義するもの

と、上記
“
nOrmal products"に 基づくもの

との2種類がある。

これらの結論は、量子力学的確率微分方程式の

存在。ォ存在についてのこれまでの諸議論につい
てひとつの決着を与えるものとして有用であり、

さらに古典的な I俗 型、S tratOnovich型 の確

率微分方程式のうがいとの対応如何その他、更に

追求が待たれる。この結果は2篇 の論文として、

現在投稿中である。

1)G.W.FOrd,M.Kac and P,Ma―

Zur,ユ 7クサ乃.P″夕S.6(1965), 504

2 ) K .  I tて針,ブ. M aナ″. Sθ●.」a p a I 1  3

(1951),157

3)N Wiener,“ Nonlinear ProbleIIIs

in Rlandom TheOry. ''wEET Press. 1958

4)例 えば、飛田武幸 :ブラウン運動、岩波書

ナ苫、 1978
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82-4286

スイス、ヨーロッパ物理学会、凝縮系

分科会第 3回会議

剰 ヒ大学   立  木 自
日

1983年 度のヨーロ

ッパ物理学会の凝縮系分

科会が 3月 27日 から3

月 30日 までスィスのロ

ウザンヌで開催された。
私は、この学会で 「磁性超伝導体の理論」という
題目で招待講演をするように要請された。ロゥザ
ンヌに行くには飛行機はジュネーブに到着する。
ここには超伝導の研究で有名 なジュネーブ大学
がある。磁性超伝導体、高磁場超伝導体として有

名なシェヴレル化合物の超伝導はここで発見され
た。この機会にここを訪れて、 P ischer教 授 、

Muユ l er教授、P e ter教授 らと超伝導体の研究
に関する意見を交すのも今度の旅行の目的の一つ

であった。

飛行機の都合で予定を変更し、モスクヮ、フラ
ンクフル ト経由で 3月 23日 の夜遅 くジュネーヴ
に着いた。ホテルに着くとFische r教 授から講

演依頼と夕食招待の置き手紙があった。翌 24日

から3日 間 ジュネーブ大学へ出かけ講演と超伝導

体に関する討論を行った。ジュネーヴ大学から東

大物性研へ移られた石ナ|1氏と共に シェヴレル化合

物超伝導体の生みの親であるコischer教 授から

圧力誘起伝導体として今問題になっているヨーロ

ピウム ・シェブレル化合物と表面の研究を聞いた。
Muller教 授の年季の入った A-15型 化合物

超伝導体の研究、Dr.Braunの しっかりと|ブこ

結晶構造解析を踏まえての色々の新しい化合物超

伝導体の研究は印象に残った。金属 ・合金の超伝

導の研究は一段落し、超伝導の基礎研究は多彩で

奇妙な性質を示し、何か新しい超伝導の機構を秘
めていると希望をいだかせる化合物超伝導体の研
究へ と移った。講演では私は磁性超伝導体に於て

理論的に予測される幾つかの現象について述べた。

要を得化専門的な質問が数多 く出て、さすがは超
伝導研究のメッカとぃぅ感 じを受けた。Peじ er

教授はパリ大学へ行って不在であったが、その後
に開かれた物理学会のとき私の講演の座長であっ
たのでそのとき会うことができた。講演の後、ル
マン湖畔のレストランに連れていっていただぃて

物理のことゃスィスの時計産業のことなど色々お

間きすることができた。P  e t e r 教授はジュネー

ブ大学の学長をしたこともある人である。

3月 27日 ジュネーブから汽車でルマン湖沿い
に約 40分 、ロウザンヌに着いた。占ゥザンヌは
起伏に富んだ古い美しい町である。ルマン湖の向
いには雪を頂くアルプス連峰が見える。学会登録
を済ませ夕方のレセプションで何人かの知人に会
い歓談する。このヨーロッパ物理学会には四欧諸
国のみならず、ソ連などの東欧諸国からの出席を
含っ約 800人 の出席があった。会議は朝8時半
から始まり、時としては夕方の6時半まで続く会
場もあった。数年前に磁性と超伝導の共存する三
元希土類化合物が発見されて以来、数多くの磁性
超伝導体が見つけられた。希土類磁気能率と超伝
導電子の間に働く相互作用によってこれらの物質
には奇妙な現象が現れる。私は磁性超伝導体のこ
れらの現象について話をした。最近、近藤格子結
晶である、C e Ch2 S i2にみ られるスピンの衣
を
芦
た重い電子孫の超伝導が注目を集めている。
ZuliChの ETHの Ott教 授からU B13 と い

う結晶が起伝導になり同様の性質を示すというコ

メントがぁった。
一般発表の多くが福われたポスター・セうショ
ンも活気にあふれていた。Heine教 授やWo一

hifarth教 授といった大家が若い研究者に対し
て自分のポスターの説明を一生懸命やっていたり
ShOenbe rg教 授といった老大家が若い研究者の
ポスターに対して熱心に質問している姿は印象的
であつた。最後にFriede l教 授はThe Phvs―

ics Of small Aggregatesと いう題の講演
を行い、その中で久保教授と井野教授の微粒子に
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対する仕事を高く評価していた。
このヨーロッパ物理学会は米国の物性物理を主
としたMarch Meetingゃ 日本物理学会の物性
分引会と比べることができる。物理を築いてきた
ヨーロッパ各国から集まってきただけぁって、年
季の入った重厚で粒揃いの研究が多かった。来年
度のヨーロッパ物理学会凝縮系分科会はオランダの
Den Haagで 開かれる。この会のChai mmn
になるNijIIlegen大学のMば1ler教授は日本か

ら多くの出席者を特に期待するということを幾度
も繰り返し私に話していた。

今度の学会出席と大学訪間を通し、物性物理の
ヨーロッパの研究者と会い研究討論する機会に恵
まれ、多くの友人と友好を深め、また幾人かの新
しい知己を得ることができた。

この貴重な機会を与えて下さった山田科学振興
財団に対して心から御礼申し上げる。

おしなべて動物の卵
は、細胞分裂のたびに硬

くなる。分裂の周期に伴

うこの硬さの変動と同質

のものは、核を除去した
ウエ・カエルなどの卵細胞質片にもみられる。従
って卵細胞質には、核に依存 しない周期的活性力ざ

ある。

ところが2年 前にT.□ 。 schrOeder(シ ュ
レーダー )は、ァメリカ産のウエ、 strOng7‐

locentrOtus purpuratus(プ ルプラタス )
の卵が、コルヒチン処理によって硬さの変動を停

士すると報告した。これは私には意外であった。
コルヒチン処理したカェルの卵でも、周期的な
硬さの変化があることを私達はすでに見ていたし、
無核片でさぇ周期を示す以上、コルヒチンで核分
裂を止めたところで、細胞質が周期的変化を示し
続けるのは当然と思っていたからである。シュレ
ーダーの実験を日本産のパフンウエ ・ィトマキヒ
トデなどの卵で追試しても、それらにはやはり硬
さの周期があった。

そこで、コルヒテン処理の結果をめぐるこの不
一致について決着をつけるために、シュレーダー

と共同研究することにし、フライディハーパーに
あるワシントン州立大学臨海実験所に赴いた。シ
ュレーダーはゥェ卵の初期発生における形態的諸

82-4287

アメリカ、麻皮動物の初期発生に伴う形態的及び力学
的変化の同時観測

京都大学   米   国  満  樹

変化の解析にすぐれた経験を持っているので、細
胞質の活性とともに核の形態を同時に観察するこ

とを私たちは企画した。

初めに材料としたDendraster eccentricus

(エ クセントリカス)は、日本のパフンウエと同
じだつた。コルヒチンで核分裂を停止させても、
卵表の硬さはよい規貝」性をもって周期的に変化し
た。これと対応して核膜の消失 ・形成、および染
色質の凝縮 ・分散も周期的に起った。同じ雌から
の卵の集団を使い、温度その他の条件を均―にし
て、硬さと核の変化を同時観察したところ、核膜
の消失 ・染色質の凝縮は硬さの増大が始まるころ
に起り、核膜の形成 ・染色質の分散は硬さの極大
に少し先立って起ることがゎかった。これらの対
応は、正常卵の分裂周期に見られる核 ・細胞質の

変化の時間的対応と一致する。問題にしていたプ

ルプラタスの場合は、やはリシュレーダ_の いうと
おりであった。硬さは一度は増大するが、その後
全くそのままで3時 間以上変化がなかった。核の

方も同じで、硬きの増大の始まる頃に核膜が消失
し染色体が見えだしたまま数時間にわたってゃは

り無変化だった。周期的変化のこのような、いゎ
ヤゴ「凍結」は他のウェでは知られていない。棒の

間の質的な違いなのか、またはコルヒチン感受性
の量的な差なのか、今はまだゎからない。それは
ともかく、プルプラータスとェクセントリカスの
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両種に共通していえることは、硬さの変化と核の

変化との間の、分ちがたい相関である。核膜消失
・染色質凝縮は必ず、卵の硬さの増大を伴う。今

回の研究は、核と細胞質の間の、初期発生に伴う

前回 1978年 に西独

H linfe ldで開かれた会

議に続いて、 「半導体中

の転位の物性と構造に関

する国際会議」が1983

年 3月 7日 より 11日 までフランスAusscisで

開催された。仏国立科学研究センター (oo N.
R.S.)の 主催で毎年いくつかの分野で国際会議
が開かれるが、これはそのひとつでぁる。開催地

Auss oisはパリから列車で 8時 間弱、・WEOdaneと

いう山ひとつ越ぇればィタリアという国境の駅か
らさらに奥に入った片田舎で、C.N.Ri s.の

保養センターがある。アルプスのはずれで標高
1,500mの 弓地であり、付近は冬はスキー場と
もなるリゾート地であるが、今年は暖冬で雪も少
なく連日快晴に恵まれ、持参した防寒衣類など手
を付けずに終わったはどでぁった。会議の参加入
数は70名 余 (仏 34名 、英 10名 、西独 9名 、
ソ連 5名 、東独 4名 、日本からは私の他東北大か
ら角野浩二教授、末沢正志博士の計3名 )で非公
開のこじんまりした会議であったが、この分野の

第一線の研究者が集まり内容の充実したものであ
つた。会議は年前と年後各 2～ 3名 の招待講演 (
1時間 )があり、年後 1時間のポスターセッショ
ン、夕食後 1時間余のワークショップが開かれた。

会議名が示すよぅに会議の中心課題は半導体中
の転位に関連した諸現象に向けられたが、具体的
に分類すると1.超高分解能電子顕微鏡による転位
心構造の解析、2.転位に付随する電子状態の理論
的実験的解明、3.転位のすべり運動易動度、4実用

ありうべき因果関係を、よう確かなものとした。

このたびの共同研究はすべて、フライディハー
バー実験所の施設を使って行ゎれたものである。
同実験所に深い感謝の意を表したい。

82-4290

フランス、半導体中の転位の物性と構造に関する国際
会議

東京大学

素子における転位の問題に分けられた。

前日は4日 目に 「皿一V族 化合物半導体におけ
る転位すべり運動の再結合促進効果」と題して招
待講演を行い 、筆者によりみいだされた GaAs
や InP単 結晶中の転位速度の電子線照射に伴
う著るしい促進効果の定量的実験結果を紹介した。
またその機構 として、電子線によって生成した
自由電子正孔対が転位において非発光的に再結合
するときに放出されるエネルギーの助けをかりて、
転位運動を律速しているキンクの運動が促進され
るとの解釈を示した。テーマとしては上記3.の転
位易動度に属するが、この現象は転位の電子状態
と密接な関連を持っており、また実用上半導体発
光素子の転位発生に起因する急速劣化の問題とも
からんでいて、多くの会議参加者から非常に興味
を引きつけたょぅでぁる。筆者から見た今回の会
議の トビックスは、半導体中の転位速度の律速過
程が、従来なかば信じられていたょうな単純なダ
ブルキンク形成過程だけではなくて、キンクのパ

イエルスポテンシャルを越える過程がむしろ重要
であることが筆者の実験のみならず期せずして他
の実験や理論から示されたことでぁる。また転位
に沿う一次元伝導の問題、電子チャンネリングを
使ったバルク試料中の転位の高分解能直接観察が
いよいよ現実味をもって発展しつつある感を深く
した。

5日間という日程は実に短く、実際上の情報交
換の場は休憩時間と食事時間に集中した。討論に
熱中するあまり、連日のせっかくのフランス料理
のメニューが後で定かに思出せないほどでぁるが、

康一剛
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おかげで多くの知己を得ることができ会議をより
実り多いものとすることができた。尚、会議の直
前に西独ケルン大学にAlexande r教授を訪問し

長時間討論する機会を得た。会議参カロと合わせ山
田科学振喪路団の援助なしには到底実現できなか
つたことであり、ここに深 く感謝する。

3月 初旬、私がストラ

スブールに着いた時は寒

風吹きすさび、ョーロッ
パの春未だ遠 しの感 じで

あつた。筑波大学とスト
ラスブール原子核研究所の重ィォングループが協
力して、原子核物理で長年の問題である超重元素
製造法の可能性を調べようと討論して以来約一年
準備して、いょいょ実験に突入した。超重元素の
問題とは、ゥラン元素 (原子番号Z‐ 92)よ り
はるかに重い原子番号Z=114近 辺に安定な元
素群が有り得るという原子核理論の予言があり、
多くの実験物理学者が挑戦したが、それは未だ自
然界にも人工的にも発見されていない。我々は、
その発見されない理由の一つは、超重元素を作る
為の反応断面積が予言出来る程この分野の物理が
進んでいないのに注目し、むしろ忙がば廻れで、
反応断面積の科学を予測出来る迄確立し、超重元
素製造の成否の結論を出そうとぃぅ意欲的な計画
を立てた訳である。筑波大のタンデム加速器を用
いて、我々はこの物理の攻め方と実験法を低エネ
ルギー側で確立した後、いよいょ18MVの スト
ラスブールのタンデムで高いエネルギ_側 の本格
的実験となつた。筑波大からは、三雲昂教授、大
学院生の中川孝秀君と私、そしてストラスブール

側からシャイブリング博士を始めとする5人 のメ
ンパーが参加した。

160+170,ユ74 Yb,32s t M4ュ54 s m,

16。+107,109 Agの系について核 融合断面積を

求める為、パルスピームによる飛行時間法で蒸発

2-429ュ

フランス、重ィォン反応に於る核融合分裂と蒸発
の競争過程の研究

筑波大学 李 相 茂

残留核を測り、多角度ガスカウンターで核分裂片
を測定し、実験は予想以上の成功をおさめた。殊
に、 160+Agの 系については、既存のモデルに

合わない新しい傾向のデーターが取れ、これで同
じ時期にストラスブールに滞在していた東京大学
の松瀬丈浩氏 (核理論 )を して新しいモデル提出
のきっかけともなってぃる。

今回の実験は
一連の研究計画の中で、重要な第

一歩となるが、この成功に勇気づけられ今後とも
筑波大とストラスプール原子核研究所の長期共同

研究を発展させることに合意を見て、その財源の

裏づけを確保すべ く相互に努力することが話され
た。 3月 の末、私は同研究所の研究者とルイ・パ

スツール大学の大学院生達に 「重イォン核融合反
応」について、フランス語による特別講演を 2時

間に亘って術った。私のつたないフランス語によ
る講演に皆よく耳を傾けてくれたばかりでな く、
活発な議論さえ展開され、このテーマに対する関
心の高さが伺えた。

今回の共同研究に於て、私の滞在費はフランス

側から出たものの、旅費の当てがなく困っていた

所、山田財団の援助を受けることが出来たので本

当に助かった。更に、日本国籍所有者でない私に

貴財団が今回の配慮を与えられたことは、フラン

スの研究者をして日本が先ず国内から国際化を推
進している兆しであると高い評価が下されている。

世界は益々交流が激しく、またその相互依存性
も高まっている。殊に、学術研究交流が国際的に

なされることは、今 日常識でさぇあるが、日本は

その経済力にくらべ人的交流に欧米 と対等な役割

を演じていないとょく外国で指摘される。このよう
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な時に、山田財団は大きな役割を果している。今後
とも、ヨーロッパとの交流を積極的に勘 ようとす

る筑波大重イオングループの構想を出来るだけ財

団が御支援下さることをお願いし、また財団の益
々の発展をお祈りしてこの短い報告文をおわりた
ヽヽ。

83-‐4003

アメリカ、分子 ・細胞生物学シンポジゥム

カリフォルニァ大学ロ

サンジェルス校分子生物

学研究所主催の分子生物

学 ・細胞生物学シンポジ

ウムの一環としての表記
会議は、 1983年 4月 3日 より9日 までの間、
米国コロラド州デンバー郊外のキーストンで開催
された。会議の組織者は、ヵリフォルニァ大学バ
ークレー校教授のコザレリ博士であった。参加者
は開催国のアメリカ人が大部分であったが、他に
15ケ 国から60名 余 りの参加力あ り、総数は340
名余りとなった。日本からは筆者を含めて 9名 の
参加者があったが、他に米国滞在中の日本人 lll o
名を数えた。

会議は全期間を通じて一会場 で行 われ、朝 8
時から講演発表、年後はしばらく休みがぁり、タ
方 4時 からポスター発表、そして 7時 30分 から
再び講演発表が行 われた。年後の休み時間は参
加者間の自由な情報交換、討論などに当てら和′た
が、スキー、テニス、水泳などを楽 しんだ人々も
たいへん多かったょぅである。

同じテーマのシンポジゥム以来 3年 を経過 して
いたこともあって、発表の数がたいへん多く、招
待講演を含めて講演発表が 5o題 余り、ポスター

発表は 200題 余りに達し、その内容は原核生物
真核生物にわたるDNAの 複製、組換、修復に関
連する諸分野を網羅してぉり、その全てを完全に
掌握するには困難を感じるほどでぁった。 プログ
ラムのあらましは以下のようなものであった。
講演発表 :DNAの 構造 ・DNA一 蛋自復合体
の構造、DNAの 形状、ファージDNA複 製系、

大阪大学  伊 藤 建 夫

』ド窒憑畳楊厨智鉢I橿韮累ェ唇編塩秀曇疹β罫
位特異的組換、普遍的組換機構、体細胞組換 ・特
殊組換。

ポスター発表 :フ ァージDNA複 製系、DNA
複製開始部位、DNA複 製蜜白 :真核生物おょび
原核生物、真核生物のDNA複 製系、DNAの 転
移、普遍的組換および特殊組換。

特別講演 :会議冒頭のコーンパーグ博士による
もの、おょび最後のハーブィッッ博士による総括。
本会議では特に大きなトピックとなるような発
表はなかったものの、各分野についてここ数年の
間に着実な

準展があったことは充分理解された。
原核生物のDNA複 製については、その調節機
構の解析が成果をもたらし始めており、真核生物
の系については、従来原核生物のみで行われて
いたような試験管内での分子生物学的研究が可能

;&て騒言縄 魚黒践鸞がど替酪
常に困難であるが、種々の系で改めて示された。
コーンバ _グ博士はその講演で、彼が 1978
年のコール ド・スプリング・ハーバー .シンポジ
ウムにおいて述べた予博 (原核生物、特に大腸菌
の系のDNA複 製の研究に関しては、調節機構の
解明も含めて、この lo年 間で完了するであろう
というもの )を実現するためには残された5年間
のさらに多大の努力が必要であると強調してぃた。
会議終了の時点で筆者はこの点に関して全 く同感
との印象をもった。

筆者の本会議出席については、山田科学振興財
団より援助を受けた。この援助がなければ筆者の
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本会議出席は全く不可含ヒであったことを明記して、 深 く感謝の意を表す次第である。

83-‐ 4005

アメリカ、分子生物学および細胞生物学に関する

UCLAシ ンポジウム

山田大学   中  澤    淳

UCLAシ ンポジウム

は分子生物学および細胞

生物学上の重要な課題を

とりあげ、世界の最高権

威者を集めて催されるも

のである。今年は合計九つのシンポジウムが行わ

たが、筆者が参力日したのは、4月 10日 から15

日まで、コロラド州キーストンで開かれた 「DN

A損 傷に対する細胞応答シンポジウム」であった。

紫外線など遺伝子に損傷を与えるような薬剤に

さらされたとき、細胞が様々な応答を不す ことは

古 く力>ら知 られていたが、その生化学的過程の

詳細は不明の点が多かった。しかし、この数年来、

遺伝子操作の技術の導入により種々の応答の間の

因果関係やその分子機構などが解明されつつある。

本 シンポジウムは、その様な成果を集大成 し、

研究者間の相互討論により関連分野の成績を交流

し合うことを目的にしたものであり、誠に時宣を

得た企画であった。

参加者は340名 (日本からは4名 )で、9回

の全体会議、6回のフークショップ、4回 のポス

ター討論から成り立っていた。全体会議とワーク

ショップが年前 8時～ 12時 と夜 8時～ 10時 ま

で、ポスターが年後 4時～ 6時に掲示 され、年後

はフリータイムとなっていた。筆者はこの中4月

13日 午前に開かれたワークショップ 「DNA損

傷に対する誘発応答」 (世話人、フランスCNRS、

R.Devoret博 士 )に おいて 「コリシンEl

誘発系における アタ″スタンパクの役割 」につい

ての話題提供を行い、さらに同日年後、ポスター

に研究成果をまとめ掲示し、参加者達と討論を行

った。

本 シンポジウムで話題 になった事項 をいくつか

あげると、 1)紫 外線によるDNAの 変化につい

て、従来から知 られているピリミジン
ーシクロブ

タンダイマーと異るチミジンーシトシン (6-4)

付加物が突然変異をひきおこす主体であること、

2)ア ルキル化剤によるDNAの 変化の修復には、

3-メ チルアデエンどグリコシラーゼ、 7-0-

メテルグアニンメチル トランスフェラーゼなどの

修復系が存在し、いずれもDNA損 傷によって新

たに誘導合成されるものであること、 3)紫 外線

!こよづて生じたDNA損 傷の除去修復酵素が純枠

にまで精製され、生化学的性質が明らかにされた

こと、 4)DNA損 傷の修復系として、新たに ミ

スマッチ修復系が見出され、その遺伝子や突然変

異生起機構 との関連性が重要視 されはじめたこと、

5)DNA損 傷に対する広汎な細胞応答 として知

られるSOS機 構について、′タィえ一″夕び■ タン

パクの分子機構が解明されたこと、などである。

就中、筆者の発表は 5)に 関するもので、コリ

シンEl遺 伝子の′夕″Aレ プレッサ
ー結合部位が、

他のものと異り二つの結合部位がオ
ーバーラップ

して連結した特異な構造であることを明らかにし

たものであった。 SOS機 構の分子レベルでの理

解に大いに役立つということで参加者の注目を集

めた。

筆者は帰途、スタンフォー ド大学生物科学教室

に立ち寄り、 Fコ リシンコ1誘発合成の分子機構」

について特別講演を行った。 1時 間の講演のあと

数十名の聴衆か ら熱心な質問があり大変有意義で

あつた。

日本人科学者にとって英語による全体討論は決

して容易とはい えない。しかし、個人的討論では

不自由なく議論し合えるし、また内容が興味深け

れば言葉をあまり問題にせず、結果を尊重すると
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いう米国研究者の態度に助けられて、今回の派遣
は筆者にも外国の研究者にも大変有意義であった

と思う。優れた研究はどんどん海外で直接発表す
るべきであると痛感した。

無衝突衝撃波国際ワー

ークショップ及びユネス

コ主催 ・理論物理学春の

学校 「プラズマにおける

輻射現象」

1.無 衝突衝撃波国際ワークショップ出席

近年の衛星観浜」の精密化により、無衝突衝撃

波の研究は急速な発展をしつつある。このワー

クショップはこの分野の研究に指導的役割を果

たしている研究者を集め、相互の討論により、

衝撃波構造の全体像を描きだすことを目的とし

て開かれた。筆者 も衝撃波 における粒 子 の

F e rlni加速の問題について幾分かの寄与をして

おり、主催者の C.コ .Kennel教 授 (ア メリ

カ、UCLA)に 招かれ参加することができた。

小人数 の会議 (参 加 6ケ国、 17人 )で あっ

たため、討論にゆっくり時間をかけることがで

き、ワークショップの目的は十分果たさね′たと

思われる。

ワークショップでは、先ず現在までの理論 ・

観測のIteviewが 行 われ 、続 いて残 る問題

点を総括 し今後の研究の指針をあさらかにした。

C.P.K ennel教 授のまとめに従って残され

た問題点を列挙 してみよう。

(1)準 静的衝撃波構造と乱流的衝撃波構造を分

けるものとして、 critical Mach NuELber

Mlが 存在することは観all的にはほぼ確立 され

たと言 ってよい。残る問題はMlを 理論的に評

価することである。 (Mlの 角度依存性、プラ

ズマβ依存性を求めること、寄与する異常抵抗
のモードを同定すること )

( 2 ) 2  n d  c r i b i c aュ M a c h  N u I I I b e rは存

在するか ?

3-‐4020

オーストリア他、無衝突衝撃波国際ヮークショップ他

宇宙科学研究所   寺  沢 敏 夫

上記のMlを 少し越えた程度のMach Num―

berを持つ衝撃波は乱流的であるが、はっきりと

定義 された衝撃波面を持つ。しかし、Mach

Numberが MIょ りずっと大きくなってくると、

もはや定常的な衝撃波面は存在しなくなるという

観測事芙がある。この現象の理論的説明を確立す

る必要がある。

(3)準 平行衝撃波の構造

上でのべた、ある程度、構造が理論的に解明さ

れている衝撃波は準垂直衝撃波に限られる。もう
一つの準平行衝撃波の構造については定性的理解
すら今後の課題である。

2 ユ ネスコ主催・理論物理学春の学校 「プラズ

マにおける幅射現象」

このユネスコ主催の講演会は、特に発展途上国

の科学者を対象に、プラズマ物理学の新しい発展

を総合的に概観することを目的としている。宇宙
プラズマ物理学のセッションは3週間にわたって

行われたプラズマ物理学全般の講演の一部であ

り、 6月初めの 1週間があてられた。筆者は、宇

宙空間プラズマにおけるエネルギ上解放現象とし

て重要な磁力線再結合に関し、自らの研究により

見出したHall電 流効果を中心とした講演を行っ

たが、幸い、比較的広い範囲の聴衆の関心を集め

ることができた。印象に残ったのは中国からの研

究者の熱心さで、筆者も講演終了後、延べ 3時間

程度にわたって彼らと議論をする機会を持った。

その他の講演も、宇宙プラズマ現象における重

要テーマから選ばれた。延べ 1日半にわたって無

衝突衝撃波のセッションが持たれたが、ここでは

先に行 われた国際 ワークショップの成果をふま

え、極めて up― も0-dateな 講演が多数を占め、

聴衆にこの分野の最前線の雰囲気を伝えることに
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成功したように思う。また、いくつかの講演は宇

宙プラズマにおける様々な波動現象 (波動の励起
。波動による粒子の加速 /加 熱 )を取扱ったが、

これらは地上の核融合プラズマにも共通した基本

的問題である。

1983年 6月 5日 か

ら10日 まで、西独バイ

エルン地方の山間にある

Schloss Elmauで 開

かれた表記シンポジウム

に出席した。Schlossと はいうものの実は一風

変ったホテルであって、創始者のアイディアに従い

宿泊客はすべて宗教、芸術、身心鍛練、瞑想など

何らかの活動に巻き込まれることになっており、

我々のシンポジウムも建前上はその一つとして扱

われていたようである。このシンポジウムの企画

の仕方をみても、特定分野の学会というよりも、

共通の興味を抱くいわば好者の集まりという趣が

あった。そんなわけで色々の話を肩を張らずに楽

しく聞いたりつついたりしながら、結構収穫も多

かったように思う。

国別の参加者は西独約 30、 米 10、 オランダ

5、 フランス4、 スイス3、 ポーランド2等 々、

日本からは筑波大住斉氏、分子科学研関一彦氏と

私の3名 、総勢 60名 程度の小規模なものであっ

た。内容は有機分子集団中で電子的励起エネルギ

ーがどのように伝播し、相互作用し、緩和してゆ

くか、そのダィナミックスを考えよう、というも

のである。具体的なトピックスとしては、分子は

の結晶、混晶、ガラスでの励起子または分子振動

の伝播のコヒーレンスの問題、励起子格子相互作

用と緩和の問題、励起子の分裂 。融合、捕獲、消

滅などの素過程、電導性高分子、電荷移動錯体、

また生体系では光合成の初期過程など、極めて多

彩であつた。冒頭のWolf(西 独 )に よる歴史的

このユネスコの講演会で、宇官プラズマの問題

に対して、 1週間の時間が割かれたのは今年が初

めてであったが、今年の成果からみて、今後この

割当てが定着するものと思われる。

83-‐ 4024

西 ドイツ、有機分子集合体における電子的励起と相互

作用過程に関するシンポジウム

東京大学   豊  沢     豊

序説は、短いながら密度の高い内容が含められ、

」るrom e(フランス)の有機超伝導体の話は開拓

者としての迫力にあふれたものであった。毛色の

変った所では、O rbach(米 )が transport

in fractal latticeと 題する講演で聴衆 を

しばし未知の世界に遊ばせた。

私自身は格子と相互作用する励起子の局在性と

非局在性の競合 ・共存について話し、特に両者の

中間的な場合 には微妙な状況がいろいろあらわれ

て、その辺が今後の中心課題だろうとのべたとこ

ろ、どの物質がその場合に当るかと質問した人が

あった。私は幾つかの該当物質の中か ら
一例をと

のあげて答えたところ、質問者を包むようにその

周辺から笑い声が起った。何故かわか らぬま 私ゝ

はなおも答え続けて、その物質ではこうい う実験

データが出ていて実に面白いのだがどうもよくわ

か らぬことがある、と言った時に再び笑い声が起

り、質問者は 「もう一度注意して実験をやり直し

てみましょう」と神妙な事をいい出したので、鈍

い私にもやっとの事の次第がわかったのである。

どこかの雑誌でみたその実験論文の著者名は、か

すかに覚えていたのだが、その人がそこに出席し

ていようとはその時まで夢にも思わなかったので

ある。その後の coffee breakで 早速その人に

貴方がその実験家であるとは全く知らなかったの

だといったところ、その人は、 20年 位前、シュ

ッットガル トエ 科大の学生だった頃、私の講義

を半年間聞いたと言い出したので、私はもう一度

びっくりした。なつかしくもあり嬉しくもあった

が、一方、ふだんはあまり考えてもいなかった自
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分の年令の事を思って少々憂うつになった。帰国

後間もなくその人からていねいな手紙がとどき、

あのシンポジウムは自分にとって嬉しい思い出に

なったということが書かれてあった。

このシンポジウムの前にもう一っ出席する予定

であったハンガリーでの国際会議は、国内でのが

んじがらめの雑用のためあきらめざるを得ず、全

く一箇所だけへのピストン旅行であった。しかし

その数日間はすべてから解放されて、いろいろな

研究者とのふれ合いを楽しむことができた。援助

を頂いた山田科学振興財団に厚く感謝したい。

本派遣の主要目的は昭

和 5 8年 5月 3日か ら6

日まで ドイッのBade n

―B adenに おいて行わ

れた第 7回 液体カラムク

ロマトグラフィー国際会議に出席し筆者の最近の

研究成果である 「粘土カラムを用いた光学分割の

ためのカラムクロマトグラフィー」に関して発表

することであった。さらにこの機会を利用して、

筆者がかねてより直接に会見し日頃の研究上の意

見を交換し合いたいと願っていた欧州の研究者の

もとを訪れることを副次的な目的とした。

液体カラムクロマトグラフィー会議の行われた

Baden― B adenは ドィッの南東部、Kむlmよ

リスイスのBaselへ と走る主要鉄道陪線のスイ

スよりの一沿線都市である。古くよリドイツ王候

の保養地として有名で、筆者が訪れた5月 2日夕

亥」頃はあいにくの雨で咲き乱れた桜の花々がフラ

ンス風の建物の建ら並ぷ衡路上に散り、誠に学会

を催すには格好の場所の様に思われた。翌 3日

の開会式の第 1番目の演者は何とBaden― Ba一

de■市の市長で、市の歴史的由来がスライド入り

で説明され、こういうことが日本の学会ではめっ

たに行われないことを考えると、筆者には実に興味

深い話であった。それ以後 4日間の発表内容は年

前中が招待講演者の講演、そして午後がその他の

発表者の発表に割りふられていた。後者は全でポ

スターセッション形式で、発表者はあらかじめ用

意しておいたビラを張り、その前に午後の約 3時

3-4032

西 ドイツ、第 7回 国際液体カラムクロマトグラフィ
ー学会

北海道大学  山 岸 皓 彦

間を立っており訪れて来た質問者と討論をかわす

のである。

招待講演の内で筆者が興味を持ったのは、やは

リクロマトグラフィーによる光学分割の話題であ

つた。このテーマで話をした人は、B.Feibush

(Uo S.A.)教 授およびV,A.D avankov(U.

S.S.R.)教 授およびA.MannschrecK西 ド

イツ )教授であった。前 2者 はカラム充てん剤と

してキラルな有機分子を共有結合で結合させたシ

リカを用い、後者は トリアセチルセルロースを用
いたものである。これらの物質自体は既に広く知

られているものであり、今回の講演はより高い分

割効率 とより広い応用力を目ざして充てん剤に

第 2次的な化学修飾をはどこしたり、あるいは溶

離剤に第 3物質を添加するとt う`試みについでであ

った。以上の最近のこの方面に関する研究の発展動

向と比較すると、筆者が今回発表することになった

「粘土カラムによる光学分割法」は従来の方法と

は全く違った方法を新しく提起したものとして自

分なりに満足のいくものであったと思っている。

事実 、ポスターセッションにおいて筆者の受け

た質問はほとんどがこの方法の原理的な側面をつ

いたものであって、例えばヽ 「何故粘土を使用す

ることを思いついたか」、 「ある化合物では従来

の方法より格段に優れた結果を与えるが、粘上の

どのような構造的な特長によってそれがもたらさ

れるか」、「粘土カラムの工業的な展望はどうか」

等々。

以上のように今回の学会への参加により筆者の
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研究を国際的な視野からみなおし、さらに今後の

研究の方向を考える上でもかけがぇのないものを

得ることができたと思 っている。この上は以上の

成果をふまえて、 「粘土カラムによるカラムクロ

マトグラフィー」の発展のために全力をつくす考

えである。

なお、冨」次的な目的としてB aden―B adenに

おける学会の前後に約 10名 の著名な化学者のと

ころに立ち寄り、意見の交換ならびにセミナーに

おける講演を行った。主な訪間先はB.S iffert

( フランス ) , H . S i g e l ( スイス ) , Ⅵ J O ―

nes(イ ギリス ),M.Grtttzel(ス ィス ),

M.Mandel(オ ランダ ),P.J.Ridler(ィ

ギリス ),s.F.MasOn(イ ギリス ),工 Ad―

ams(イ ギ リス),A.0011et(フ ランス ),

It.A.Gi llara(イ ギリス )の 方々であった

(敬称略 )。

この方々に深く感謝するとともに、今回のよう

な有意義な機会を実現するための財政上の援助を

頂いた財団に心より感謝する。

第 57回 アメリカ化学

会コロイ ドおよび表面科

学シンポジウムは、 6月

12日 から15日 までカ

ナダの トロント大学にお

いて開かれた。同大学のA.Wilhelm Neum_

ann教 授が全体の C hair manで 、約 500人

にものぼる参加者を得て大層盛大であった。会は

九つの分科会 {1.生体系のコロイド科学 (生医用

材料)、、2.界面の科学、3接着、潤滑、摩擦、4.エネ

ルギー資源処理過程における界面、5.コロイドお

よび高分子系における組織化、6.コロイド金属、

7.不均一触媒、8.燃料電池 と水の電解におけるヨ

ロイド化学、 9.その他 }にわかれ、二つの Ple一
nary lecturesと 総数294件 の招待講演およ

び一般講演が行われた。筆者は、イスラエルの

S ilberb 6rg教授とともにplenary lectur一

erに 選ばれる光栄に浴し、高分子イオンや高分子

ラテックス粒子の orde ringに ついての 最近の

研究についてのレビュー講演を行った。

以下筆者が主として出席したコロイド粒子の組

織化についての分科会について報告する。この分

科会はクラークソン大学」.P.Kr atOhw il教

授の世話で世界各地の研究者に呼びかけが行

われハ計 47件 の報告が行われた。非常に濃厚な

3 - 4 0 4 0

カナダ、第 57回 アメリカ化学会ヨロイドおよび

表面科学シンポジウム他

京都大学  伊 勢 典 夫

溶液の場合、溶質の大きさが輸っていると溶質は

秩序正 しく配列することは十分考えられ、決して

不思議ではない。問題は希薄溶液領域であって、

最近の実験データーは、このような場合にも局部

的な規買」構造の存在を示している。観演」手段とし

ては、高分子ラテックス溶液の場合は光学顕微鏡

ウイルス、タンパク質 (酵素 )、高分子イオン、

界面活性剤 ミセル溶液ではX線 や中性子小角散舌し、

さらに低分子イオンではコXAFSが 用いられ、

この他レーザー光散舌Lや動的光散乱によって規則

構造の格子定数を決定 したり、溶質の動き易さ (

拡散定数 )が議論されている。一般的な傾向とし

て注目を集めている点は、粒子が電荷を有してい

る場合にのみ構造が出現することで、粒子間の電

気的力が重要因子であることを示している。巨大

な高分子ラチックスの場合、顕微鏡により肉眼で

構造が確認できるので議論はかなり明瞭になって

いる。今回のシンポジウムでは、旧来のコロィド

安定性の理論(DLVO理 論と略称される)による

構造解析の研究が報告されてはいたが、これにま

じって新しい観点からのアプローチが提案されて

いたことは特筆に値しよう。非常によくdefine

されたコロイ ド粒子を用い、その溶液における構

造形成が、粒子間の静電的引力によると結論した

Aksayら の実験的研究は、筆者のここ数年の主張
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と軌を一にするものである。また日本から笹1古屋

大学今井宣久助教授、京都産業大学の曽我見!郁夫

教授がコロィ ド粒子の構造形成を理論的に考察し

ている。曽我見氏は本来素粒子論を専間とするが、

ラテックス系が原子 ・分子の目で見えるモデル系
に見たてられることに着目して新しい理論を組み

立てつつあり、コロイ ド粒子間に静電的な引力が

存在することを明示 し、DL70理 論の問題点を

明瞭にしつつある。同符号電荷を有する粒子の間

に逆符号イオンが仲介になって引力が発生するこ

とを筆者が主張し始めたのは 1966年 、国外で

日頭で発表したのが Paraday lnfOrIIul D一

iscussiOn Meeting(1976)で あり、当

時非常に奇異の目でみられていたが、次第に理解

者が得 られるようになって来ているようで、この

会合は筆者にとって大きな励みになった。

最後に山田科学振興財団からの御援助を心から

深謝申し上げる。

派遣期間の前半 (6月

26日 ～ 7月 1日 )オ ラ

ンダの首都アムステルダ

ム市郊外の国際会議場に

世界 34カ 国から約 700

名の参加者の もとに王立オランダ化学会及び分析

化学会主催国際純正及び応用化学連合 (lUPAC)

協賛の第 23回 国際分光学会議 (狙Ⅲ 23rd

C 0 1 1 0 q u i uェl  S p e c t r o s c O p i c u m  l n t e r T

national e,以 下 「2 3 rd CsI」 と略rlEI)

が開催された。大会組織委員長であるL.de

Galan教 授 (デルフトエ科大学 )の開会の評、

IUPACを 代表して D.P.den Os樽 士の挨拶、
オランダ文部省学術局長 E.van s piegel十 導士

の歓迎の挨拶に引続いて、招待講演、主題講演、

す般講演などの総計 400余 の講演が期間中に発

表され、また関連する機器展示会 も併設されi化。

申請者 は第 2日 目の年後に
“
Hydride Te,

chniques in AtOIILiC SpectrOscOPy"主

題 シンポジュゥム会場 において
“
D e t e r m i n a t―

itln of Traces Of Tin by lnductivく ぅry

Coupled Plasma― A tOIIlic EmissiOn

SpectrOIILetry and the ヽ 「Olatile Hァ ー

dride MethOd"と 題す る一般講演 を行 った。

その発 表後 の質 疑応 答 も大変に盛 んであって講

演発表は非常に有意義であった。申請者は期間中

3回 国際分光学会議他

常に自分の専門領域である原子吸光分析、原子蛍

光分析、 ICP発 光分析などの原子スペク トル分

析関連の招待講演やシンポジュゥムの会場に出席

し、講演を聴いたり、また時には討論にも参加 し

て世界各国の参加者との学術交流の成果を挙げる

ことができた。さらに従来からの友人知人とも再

会し、また新たに数多くの人と交友を結んで微力

ながら国際親善の役 も果たすことができたものと

信ずる。な→参加者はオランダ国内から約 200

名、アメリカ、イギリス、 ドィッ、フランスから

それぞれ 40～ 70名 、そして日本から約 30名

であった。

23rd csI終 了後 (派遣期間の後半 :7月 4

日～ 7日 )オ ランダにおける原子スペクトル分析

に関する研究、調査を行なう目的で、下記のよう

にォランダの代表的な研究、学術機関を訪問した

(訪 間順 )。

1,ア ムステルダム大学 (ア ムステルダム市 )

に F.」 .M.J.Maessen教 授 とJo Kragten

教授をそれぞれ訪問した。Maessen教 授 とはお

もに水素化物生成一原子スペクトル分析について

Krag↓ en教 授 とは原子吸光分析や原子蛍光分析

の将来の発展について意見交換 を行 い、両教授

の研究室を見学し、オランダの総合大学の制度や

教育、研究の現状について説明を受けた。

2.フ ィリップス研究所 (ア ィントホーフェン

3 - 4 0 4 2

オランダ、第 2

大阪府立大学 一本武原中
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市 )に P.W」 ,L Boumans博 士を訪問し、

新しいタイプの高分解能エシェル分光器を用いた

ICP発 光分析装置の開発の動機や過程、さらに

その特性に関するお話をうかがった。また分光分

析関係の研究施設を見学し、同研究所の組織や研

究などについて説明を受けた。 ICP発 光分析関

係の研究所員とも交歓を行った。

3.デ ルフトエ科大学 (デルフト市 )に Lo de

Galan教 授を訪間し、同教授のスタッフも含め

てゼーマン効果利用グラファイト炉原子吸光分析

やプラズマ (ICP,MIP)発 光分析に関する

討論を行い、研究室を見学した。大学が夏休みな

がら剣験中の大学院生とも交歓することができた。

また同教授からオランダの工科大学の制度や歴史

などの説明を受けた。

以上短期間ながら大きな成果を挙げることがで

きたことは、申請者の大学における将来の教育、

研究の遂行や学会などの社会活動に大いに役立つ

ものと確信する。

83-‐ 4062

イタリア、第 1回生物無機化学国際会議

第 1回 生物無機化学国

際会議 ICBIC(In_

ternatiOnal COII―

ference on Bioi一

norganic Cheコ is―

try)は 1983年 6月 13日 から17日 までイ

タリアのフローレンスにおいて、Bertini教 授

(フ ローレンス大学 )を Chairmanと し、G ray

教授 (ア メリカ )、 Maュ ms t r OIltL教授 (スウェー

デン )、 S iege]教授 (ス イス )等 の欧米の生化

学者、化学者の協力の もとに開催された。生物無

機化学は生化学、無機化学 (錯体化学 )の両領域

にまたがる新しい学問領域であり、これまでに生

化学、無機化学夫々の一部門 としての会議 は行

われていたが、生物無機化学としての国際会議は

今回が初めてである。参加者数は 27カ 国約500

名であり、生化学、化学、薬学、医学等の広範囲

の研究者が出席した。日本からの参加者は 12名

であつた。プログラムは特別講演 5件 、一般講演

42件 、 ミニシンポジウム 8件 、ラウンドテーブ

ル 3件 、ポスターセッション200件 を包含し、

特別講演を除いては 2会 場のパラレルセッション

であった。今回のテーマを大別すると、

1)天 然金属酵素の構造 と機能、2)金 属酵素の

大阪大学   龍  野  陸 宜

モデル錯体、モデル反応、3)無 機化合物 (特に

金属錯体 )の制がん作用等薬剤効果、4)ア ミノ

酸、蛋白、核酸等と金属イオンとの相互作用等が

あった。対象となる金属イオンも金属酵素でよく

知られているFe、 Cu、 CO、 zn、 caを はじめ、

Ni、 Cr、 Pt、 L anthanide等 周期律表の多

くの元素が含まれていた。

特別講演の概要は次のとぉり。開会の Anto■」

ini記念講演はPerutz(ィ ギリス )の オキシ

ヘモグロビンの構造、酸素付加の 「協同性効果」
の機構として、T,R stateの 話があった。S01-
l o mon(ア

メリカ)のヘモシアニン等の複核銅蛋

自の構造、正alpO rn(アメリカ)の補酵素 B12

による分子内転位反応の機構、B runOri(ィ タ

リア)の高速反応技術を用いるチトクロムオキシ

ダーゼの中間状態に関する話等が発表された。最

後にWilliams(ィ ギリス)は無機元素の空間

的、時間的変化が生体内では重要であることを強

調し、K Ca等 の細胞内外の動きについて述べた。

この会議で注目すべきことは、メスバウアー、

共鳴ラマンスペクトル、EIAPS(Extended X…

ray AbsOrptioュ Fine S↓ ructure)等 の新

しい分光学手段による金属蛋自の金属周辺の配位

構造に関する研究、特にE攣 岬Sを用いる研究報
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告の著しい増加である。そのため EmFSを テー

マにしたラウン ドテーブルも開かれ、活発な討論

が行 われたo 』 XAFSに よる金属蛋自の構造研

究は従来のX線 回折法を凌駕し、今後益々盛んに

行われるだろう。研究設備の不十分さから日本

での EttFSに よる研究が欧米諸国に立ち遅れて

いるのは残念である。次に話題となった酵素につ

いて紹介する。電子伝達に関与するブルー銅質白

では、X線 回折で 2ケ のHis、 lヶ の Cys、 1ケ

のMetが 銅に配位 しているとすでに報告 されている

が、
普Ptの
Sと 鋼の距離が 2.8よ と長く、本当に

M鋭 が銅に配位しているかどうか議論された。テ

トクロムオキシダーゼで酸素配位に関与するCu8

一HeIIle a3間の架橋配位子、 Cuモ Fe間 の反磁

性結合、酸素分子の水への還元機構等について熱

心 に討論が行われた。 ウ レアーゼ、ヒドロゲナ
ーゼ等のNi含 有酵素、 3 Fe-3S型 の新しいフ

ェレドキシンの構造、待Jがん剤である所sftc12

(N H3)2と DNAの 相互作用 、 チ トクロム

P-450の モデル反応等興味ある話が数多くあ

った。

なおこの会議の要旨集は InOrganic ChiIII―

ica Acta 79(B7)、 (1983)に 掲載

されている。第 2回 の会議は 1985年 、ポル ト

ガルで開催される予定である。

6月 9日 大阪空港を出

発 し、上記 シンポジュー

ム ( 6 月 1 3 日 ～ 1 7 日 、

チ ェコスロバキア、プラ

ハ郊外 リプ リッツ城 )に

出席し、その後弘伍x P l a n c k一 I n s t i t u t (西

独、シュッガルト),Ins t i t u t e  d e  gむn ic
a t o m i q u c ( スイス、ローザンス ) , E c O l e  N

ationale Supelieure des Mines(フ ラン

ス、サンエチエンス )を訪問し7月 2日 帰国 t/た。

国際 シンポジューム出席のための援助に深 く感

謝の意を表すると共に、シンポジュームの内容に

ついて報告する。

リブリッツシンポジュームでは、各国より約 80

名の研究者が参加し、(1)fcc,hcp等 欄密構造の

結晶中の転位の特性、修)bcc構 造の結晶中の転位

の特性、●)イォン結晶中の転位および液晶中のカ

スクリネーションの特性、(4)結晶粒界の構造、(5)

転位の集団運動、の五つのセッションに分けて講

演が行われ、私はセッションー2のはじめに「bcc型

構造を持つ金属および規則合金中の転位」と題し

て総括的講演を行った。bcc金属おょびbcc型

3-4063

チェコスロバキァ、結晶中の欠陥の構造と性質に関

するシンポジューム

大阪大学   山   田   正  治

規貝」合金の変形機構を理解する上に、転位芯の構

造等の atomisticな 立場からの研究が、どの様

に貢献したかについて述べ、講演直後およびシン

ポジューム期間中を通じて本講演の内容について

有益な討論 を行 うことが出来 た 。金属お よび

イオン結晶中の転位運動の a t Oltlni s t i cな立場か

らの研究に関して言えば、より実際に近い原子間

ポテンシャルを得ること、又より精密かつ大規模

な計算機シミュレ_シ ョンを行 うことに関心が払

われている様に思う。セッションー2で は、さら

?こbcc金 属の低温変形機構、bcc合 金の国溶体硬

化機構について、それぞれ竹内伸教授 (東大 )、

鈴木秀次教授 (東大 )よ り優れた研究報告がなさ

れ、bcc金 属 ・合金の変形に関する分野での我国

の研究レベルの高さを印象づけたと思 う。しかし
一方で、金属以外のいろいろな機能的特性を持つ

酸化物結晶等ヘテーマを拡大することの必要性を

も同時に痛感した。 Ti合 金では、 bcc→ ω相変

態が実用上重要な意味を持っているが、このの相

の構造について、 bcc格 子中の面欠陥についての

a t oIILi s t i cな立場からの研究の経験を活かして

チェコスロバキアぉょびフランスの研究者と協同
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研究を進めることになり、国際協力の面でも大き

な収獲を得た。

Max Planck―  IIIs t i tut ではs eege翌故

授、S chulbz教授らと討論し、日程の都合 上講

演する機会はなかったが、有意義な訪間となった。

サンエチェンヌではリブリッツシンポジュームと

はぼ同じテーマで講演したが、フェライトステン

レスの疲労などbcc金 属 ・合金の変形の実験的研

究を行っている人が多く、長時間活発な討論を行

った。

83--4067

イタリア他、第 2回進歩検出器の開発に関するピサ会議他

高エネルギー

物理学研究所
久寿米 木  朝  雄

第 2回 新しいデテクタ
ーに関するPisa会 議 (

The 2nd Pisa、 4e―

eting on Advanced

DetectOrs)は 、本年

6月 2日 ～ 7日 にかけて、ィタリアの Pisaと R―

OHLeの中間、地中海沿岸のcastigliOneと い

う町で開かれた。この会議は主に素粒子物理学実

験のためのデテクターを中心としたものであって

この会議と同種の会議は本年 2月 、Wienで wi―

re chanber国 際集会が開かれ、 1982年 6月

にFまSLAC(stanfOrd Linear Accelera―

t o r  C e n t e r , U o  S . A . ) でc 0 1 l i d i n g

beam physicsの instrumentati∝ の国際

会議が開かれているので、関係のある会議が、殆

ど 1年以内に開かれていることになる。

会議の日程 とセッションオーガナイザーは次表

の如くであった。

Pr iday, 3 rd S aturday, 4th

a. IltL

TRACKING DttTECl｀ ORS

H. 」ensen, FNAIJ

TPC

D.Nygren,LBL

p.m.

CAI」OR IMETRY

■ ]ar Occ i, LNF

SOI」ID STATE DETttCTORS

] . I I a l l e r ,  L B L

E Kraner, BNL

Monday, 6 th Tue sday, 7 th

a.  Iltl.

mFA s sェvE DETECToRS

C.Rubbia,CERN

PARTICL回  IDコ NTIFICAT10N

T.Ypsilantis,コ c Polyt.

p.m.

ROUND TABLtt M4 TH ュ NDUSTRl

C. c h arP ak,CERN

C h .  F a b j a n , CコRN

VlSUAL D口 VI CES

名ヽ コckardも , WI
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会場及び会議の詳細については、HIGH

ENコRGY N慰 ミ(2巻 5号 、1983年 8月 、

高エネルギー物理学研究所、高エネルギー・ニュ
ース編集部 )の 24～ 28頁 を参照されたい。

会期中は毎日1決晴に恵まれ、多忙な会議の合間

にも、水泳や散策を楽しんだ出席者も多くenj―

。ァab leな会議でもあった。

この会議の後に私はCERNに 1週間滞在しU

Aュ 実験を始めPisa会 議で報告されたデテクタ
ーの幾つかを直接訪れた。これらの一つ一つのデ

テクターの中にある多くの人の努力と創意の結集

を考える時、この種の国際集会の意義をあらため

て考えさせられた。CERNで は SPS UAl実 験で

C.Rubbiaの グループがW土 ,z6の e v ellめ

測定に成功した直後でもあり、大いに気勢が、上っ

ていることを感じた。UAl実 験ではon… line

データ処理系統が2系統あり、今迄 (6月 上旬 )

発表されたデータはW士 , zoに 的を絞った168

コemurator 4台 を主体とする
“
Express

line"!4よ るものであり、これに加えてもう一つ

の
“
Normal line"に は種々の異なったtr―

igger条 件の膨大なデータが集積されている。S

P Sttpラ ンは7月 6日 迄続けられ、その後夏の

shut一 dOwII fり、る予定であるから、その頃から

UAl,_UA2等 の実験グループはCEItNの 3台

の計算機を殆どフルに使って
“
NOrmal line"

の data解 析に入る筈である。このことからLEP

の実験は sPectroscOPy,sequential de―

cay,rare event等 の実験になるであろうと

いう観測があり、IItLi Cr O―strip SSD,Wa―

rm Liquid RICH,等 の specificな デテク

ターに可成りの精力が注がれているように見受け

られた。

我が国からも、もっと多数の現場の研究者がこ

の種の会議に毎回出席して、その結果を現在建設

中のTItI S TANデ テクターの設計、製作に生か

すようにすべきであると痛感する。勿論、情報網

の近代化に伴い、このような事態に対応する努力

は間断なく行われている告であるが、それにして

も「―見に如かず」ということは全く真実である。

尚、私自身の今回の出席については山田科学振興

財団から渡航費の援助を受けたので、この報告の

中で厚 く御礼を申し上げる。

3-4070

西 ドイツ、DNAマ イ

染色体構造の研究

東京都立大学

クロ・クローエング法による

東 中川    徹

1980年 ベルリンで

開かれた第 2回 国際細胸

生物学会議からの帰途ハ

イデルベルグの EMBL

(ヨ ーロッパ分子生物学

研究所 )を訪ねたのが、DNAマ イクロクローニ

ング法との最初の出会いであった。それから3年

後、先方のEdstrむm博 士の御好意と、貴財団の

援助のやかげで約 1ケ月の滞在を通じてこの研究

に携われたのは誠に有意義なことであった。

□dstお m博 士は、これまで1～ 2度国際会議

でお目にかゝった印象そのままの温厚な人であっ

た。しかし研究所に着いて30分 後にはもう自ら

マイクロピペットの作り方を教えはじめるのには、

多少の世間話もあるかと思っていただけにいささ

か意外で、欧米の研究所で week day lま だらだ

らしたところがないことの一端を垣間見た感じで

あった。実験は、ショウジョウパエの唾腺染色体

のパンドを顕微鏡下でガラス針を用いて切り出し

て、DNAを 抽出し、このようにして得た約 10

Pgの DNAを l nlの液滴中で酵素分解などのク

ローニングに必要な反応行程をすすめるものであ

った。使用するマイクロピペットは0.2■1～1.5

nI程 度の容量をもつもので、当然自分でキャピ

-73-



ラリーから作らなければならない。この自製のマ

イクロピペットを用いて顕微鏡下で0.5 niも の

微量の液体を操作するのであるが、マイクロマニ

ピュレーターになれていない私にはこの操作がき

わめて難しい。かつピペットの先は目でようやく

見える程度の小さなものでガラス壁にあょっとふ

れるだけでこわれてしまう。一日目に作った 10

本ばかりのピペットを翌日は全部こわしてしまい、

自分にはこの仕事は不適格とすっかり意気錨沈し

たのを思い出す。しかし練習とは不思議なもので、

丁度研究所から3分程のゲストハウスに住んでい

たのと、研究所が24時 間オープンということを

利用して、ピペットをこわせば又作りということ

をくり返しているうちに、魅にュ本もこわさない

状態に比較的早く到連することができた。ピペッ

ト操作の状態は頭微鏡にセットされたテレビカメ

ラを通じて、実験室のテレビ画面に写し出される

ので、私の失敗はすぐ皆に知れ、どこからか声が

あがる。これは何ともいえぬストレスで、何くそ

という奮起にかわり、技術の上達に拍車をかけた

ことは疑いない。

練習用に使っていたパッケーン用抽出物の効率

が悪かつたため、大分失敗をくり返したが、帰る

直前に無事 クローンを得た時は何ともいえぬ喜び

であつた。これらの失敗を通じて、いろいろ工夫

している間に二、三彼らの気付かぬ点を指摘でき

たこともあった。本実験用に日本から持参:したシ

コヒーレンスと量子光

学に関する第 5回 ロチェ

スター会議は 6月 13日

～ 15日 の間、米国ニュ

ーヨーク州ロチェスター

市にあるロチェスター大学で開催 された。こねに

ひきつづき同じ会場で 6月 15日 ～ 18日 にわた

って光双安定性に関する研究集会が持たれ、双方

ョウジョウバエは、ついに使うに至らなかったが、

これは日本で装置を購入してからの第一の仕事と

なる。このようなマイクロテクニックは、田環染

色体からのマイクロクローエングに限らず、他の

クローニングにも応用可能と考える。とくに発生

現象の解明においてマイクロテクニックの果たす

役割は今後ますます重要なものとなろう。この意

味でマイクロ実験の師匠ともいうべきEdstrむ m

博士のもとで 1ケ月を過せたことは、私の研究生

活において大きな意義を占めることになると思う。

EMBL滞 在中、ドイツ国立がんセンターの

Trendelenburg博 士との1日交をあたためかつ

共同実験の打合せを行い、帰途コペンハーゲン大

学のコngbe rg博 士とも共同研究の打合せなどを

行ったことは、今回の旅行のもうひとつの大きな

収穫であった。

海外出張は情報収集のためだとよく言われる。

果たしてそうであろうか。その時得た最新情報

は現在の急速な進歩の中では 1ケ月もすれば古い

ものになってしまう。むしろ海外の研究者とのふ

れ合いを通じて得た議論のすすめ方、批判的態度

競争意識などが重要なことで、極東にいてマンネ

リになりがらなところに大きな刺激となる。そし

て、これは1年位は持つ様である。私は研究者が

海外に少なくとも1年に一度出かけるべきとする

真の意義はここにあると思っている。

3-‐4071

アメリカ、コヒーレンスと量子光学に関する第 5回

ロチェスター会議及び光双安定性に関する研究集会

京都大学 池  田  研  介

を通して約 260件 の論文が発表された。ロチェ

スター会議はレーザ分光学の基礎的研究に関する

国際会議で4年 にす度の割合で開催される。これ

に対し光双安定性に関する集会は、トピカルなも

ので、最近急速に進展 しつつある光双安定性に関

する応用的色彩の濃い研究集会である。双方の会

議を通 して共通するトビックスが多いため、特に

15日 は両会議のjOint sessionに 充てられた。
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ロチ ェスター会議では、コヒーレンス、光子統

計、超放射等 々この会議の伝統的テーマに加えい

くつか新しい トピックスが注目を集めた。その中

で最も話題を集めた ものは光カオスに関するもの

であった。筆者達の講演 も、これに関するもので

あるので、以下光 カオスの話に焦点を合せること

にする。

光カオス とは光学系の非練形性に由来する、電

磁場の時間的空間的乱雑化現象であり、光乱流 と

呼ばれることもある。筆者 と秋元 (山 口大 )は 、

「光カオスとその統計 」及び 「カオスと光双安定

性 :分岐構造 」(joint session招 待講演)の

二つの講演を行 った。最初の話演は、あまりに乱

雑な光カオスには、かえって積分可能な統計的モ

デルによる等価な統計的表現 を与えうるという内

容の話であったが、現実離れ しすぎていたせいか

聴衆の完全な理解がえられなかったことが残念で

あった。後者の話演では、光双安定系のカオスが

出現するに至る過程で、所謂逐次同期倍分岐が進

行すると共に、多重安定な振動状態がヒエラルキ

ー的に次々出現することを理論的に示 し、新 しい

型の記憶素子 としての応用を提案 した。この講演

今回、貴財団の援助に

より、後記の国際会議に

出席し、研究発表を行い、

討論に参加 したので報告

する。

ゴー ドン会議 (G o r d o n  R e s e a r c h  c o n f―

erence)一 分析的熱分解 (Analytical

Pyrolysis)、 昭和 58年 7月 11日 (月 )～

15日 (金 )、 ア メリカ、ニューハンプシャー

州、Holderness Sch001、  参 加者は 95名

(内 アメリカ (70)、カナダ (8)、西 ドイツ (5)、

イギリス (3)、イタリア、オランダ (各2)、 日本

にはかなりの反響があり、特にArizOna大 のグ

ループがこの現象の
一部を実験的に観測 している

ことを知 り、お互いに有益な討論ができたことが

幸いであった。又 HeriOt Watt大 のグループが

逐次同期倍分岐を初めて、二準位系 リングキャビ

テ ィで観測 したことを知 り、京大のグループによ

るファイバーリングキャビティでの実験 との比較

をめぐって興味深い議論 を持つことができたこと

も喜びであった。

光カオスが理論的に提案され、最初の実験的観

測が成功したのは光双安定系であった。今回の会

議で特に感 じたことは、光カオスが双安定系に限

らず、非線形光学の諸過程に普遍的現象であるこ

とが認識されつつあるとい うことである。現在の

ところ実験的研究の大部分は双安定系特に混成型

双安定系に偏 っているようにみえるが、
一方で様

々な非線形光学過程 (光位相共甑 、レーザー、N

MR、 分子分光学等 々 )に於て光カオスの発生可

能性が様々な研究者達によって検討 されつつある。

どの連中と膝を交えて、光カオスの今後の発展可

能性 と問題点を議論しえたことが、筆者にとって

最大の収穫であった。

-4079

アメ リカ、分析的熱分解 に関する第 3回 ゴー ドン会議

名古屋簿  柘  植     新

フランス、ベルギー、イタリア、スウェーデン、

ハンガリー (各 1))、

今回のゴー ドン会議は、 P rof.n shafi一

zadeh(モ ンタナ大学 )を Ch a i rIILanとして、

1)分 析的熱分解に即係する新技術、2)バ ィォマ

スの熱分解による転換、 3)熱 分解の基礎、 4)

キャラクターゼーションと分類、 5)合 成高分子

6)ラ イフサイエンスヘの応用、 7)デ ータ処理

8)熱 焼 と工業的応用、の八つの分野の主題テー

マについて、それぞれの主題講演者の報告を軸に

5日 間に亘 って熱心な討論が展開された。

筆者は 3日 目の 7月 13日 (水 )に 5)の 合成
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高分子のセッションで
“Llticros tructural

Analysis of Polyolefins by IIigh ―

I t e s o l u t i o n  P y r o l y s i s  ―G  a s  C h r o m a一

もogr aphァ with a Fused Silica Capi ―

1lary Column"の 演題 で約 40分 間の主題講

演を行 った。この講演では溶融シリカキャピラリ

ーを用いる高分解能熱分解ガスクロマ トグラフィ

ーの手法で得 られたポリエテレンの短鎖分岐構造

およびポリプロどレンの立体規則性の解析結果を、
13c_NMRの

結果 と対比 して説明し、その後約

30分 間の討論があった。

ゴー ドン会議は参加者全員が同一キャンパス内

の宿舎に分宿して 5日 間、文字通り寝食を共にす

る形式で進められる。従って f o rIILa lな通常の学

会と異なって、発表、討論も事実上時間制限がな

く、殆んどの参加者と個々に親交を深め、またそ

れぞれの専門についても立ち入った質問、討論を

することができる。今回の会議では、筆者の専門

の高分子のキャラクタリゼーションの分野の他に

も、エネルギー問題と関連したバイオマス、石炭、

オイルシェルなどに関する報告をはじめ、医学や

ライフサィエンスヘの応用、法医学や犯罪科学への

応用など多岐に亘る Analytical Pyr01ysis

に関する報告がなされ、活発な討論がなされた。

最後に、貴財団の援助に深く感謝し、益々の発

展を遂げられることを祈念する。

8 3 - ‐4 0 8 8

フランス、 l s t  l n t e r n a t i O n a i  S y m p o s i w I L  O n  P l あt e l e t 一

Activating FactOr and Structurally Related □ ther一

Lipids       東 京大学   野  島  庄  七

「血小板活性化因子およ

びその構造に類似したエ

ーテルリピド」に関する

第 1回国際シンポジウム

が 1983年 6月 26日

か ら29日 にかけてパリ市内のパンテォンの近く

にある産業研究省 (Ministさ re de l'Ldu一

strie et de la Recherche)の 講堂で行わ

れた。血小板活性化因子の発見で主役を演じたパ

リ大学の J.Benveniste教 授 とデン/1t―にあ

る国笠ユダヤ人病院研究所のP.M.HensOn教

授が組織 ・主学したもので、参加者は 200名 位

であつた。日本か らは東京医科歯科大学教養部、

村松敏夫氏、帝京大学薬学部、和久敬蔵氏、杉浦

隆之氏、静岡薬科大学三輪匡男氏、東京大学薬学

部大野雅二氏と私、外に 3名 程が参加 した:。使用

語は英語と仏語であり、同時通訳のイヤホンが各

座席に備えつけられていた。

第 2日 目27日 朝 8時 30分 に、国立健康医学

研究・研究所 (INSERM)の 総長 Lazar氏

の祝辞にはじまり、っいでB enveniste氏 の挨

拶があった。 9時 から発表力劫よじまった。血小板

活性化因子 〈PAF)の 化学、 PAP類 似体の構

造 ・活性相関、 PAFの 生成、 28日 はPAFの

血小板に対する作用、PAFの 細胞や組織に対す

る作用 、29日 にはPAFの 代謝、PAFの 生理

および病理学的研究 というような主題の下で会議

は進められた。それぞれのセクション毎にその座

長の一Kに よる30分 毎 のやや総括的な発表があ

って、そのあとに各個の発表がつづいた。日頭発

表は44審 でありそれにポスターが60題 であった。

PAFは その存在の発見は 1970年 のはじめ

であるが 、その構造が 1-ア ルキル
ー2-ア セチ

ル ーグリセロホスホヨリンと確定発表 されたのが

1979年 であるので、既存のメジエーターの研

究に比べると、その研究はまだ初期の段階にある

といってもよいであろう。その意味でこの国際会

議が行われたのは誠に時宜を得たものと言えよう。

サン ・アントニオグループ といわれているテキ

サス大学のHanahan、 P incとard両 氏を除い

ては、世界中の PAF研 究に直接従事している主

な研究者が一堂に会したといってもよいといゎれ

ていた。日本からの発表はいずれ も好評であった。

殊に大野雅二氏 による酒石酸からの PAFの 化
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学合成、帝京大の和久氏らの免疫担当細胞のアル

キルリン脂質の生化学的分析、および私どもの血

清中でのPAFの 挙動の分析 (ポスター )は会場
で注目された。出席はしなかったが、武田薬品の

中研のPAF搭 抗薬 (CV-3988)も 話題に

された。

2～ 3年後にはおそらくアメリカで第2回の会

議が行われる予定と聞いているoま たPAP一

le tte rのようなこの分野に直接たずさわってぃる

研究者間の連絡ニュースが近く発刊されるようで

あり、日本では村松氏がその責任者である。

このような生理活性物質が発見されたことは殊
に薬学の分野にいて脂質の生化学研究にたずさ

わっている者にとっては大きな刺激で、このよう

に大変意義のあるシンポジウムヘの出席は、山田

財団の援助にょっで可能になった。ここに衷心より

財団に感謝する。

83-4095

イタリア、 「ハロゲン銀潜像形成の物理」

トリエステ国際シンポジウム

東京大学  神  前     熙

「ハロゲン銀潜像形成の

物理」国際シンポジウム

は 7 月 1 1 日～ 1 4 日、

トリエステ (イ タリー )

の国際理論物理センター

で開催された。とくにバルク結晶を主に研究する

団体物理と乳剤微粒子を対象とする写真科学の両

分野の研究者が参加したことが特長である。参加

者約 40人 、招待講演 16、 講演時間は討論をふ

くみ各 1時 間で、小規模ながら両分野のエキスパ

ー トが充分な討論時間をもち、非常に有益であっ

た。講演内容を列挙する。

第 1日 :von der Osten(FRG)、 神前

の分光研究 (吸収 。発光スペクトル )を発展し、

共鳴ラマンによる精密実験の報告。w ebOr(F

BG)、 フォノン構造の電子論的計算の試み。

E vrard(ベ ルギー )、 ポーラロン輸送のレビ

ュー。H oyen(コ ダック )、 フレンヶル欠陥に

よる表面電荷層の理論 と実験。神前、分光照射に

よるハロゲン分子のスパッタリングをハロゲン銀
のバルク結晶 と乳剤微粒子で研究したサマリー。

第二日 :S lifkin(USA)、 バルク結晶の』

SRに よる正子との自己束縛過程 と格子間銀イオン

の形成の研究。Fr iauf(uSA)、 ハロゲン銀

の高温 イオン電導にみられる異常の解析 。コach―

us(コ ダック )、 ESRに よる乳斉」微粒子中の

銀クラスターの検知 。JuILOd(ス イス )、 エ ピ

タキシー蒸着膜の写真潜像 、とくに表面か ら深さ

方向の分布。

第三 日 :Hamiiton(コ ダック )、潜像形成の

原子論的理論 (Moし t一 G urney理 論の精密化 )。

Mo isar(Agfa)、 潜像形成の熱力学的理論。

M al in tlwskl(カ レガリア )、 乳剤の表面下で

の分布と格子間銀イオン分布との対応 。Phill i―

ps(Be ll)、 カルコゲナイ ドガラス (アモル

ファス GeS2な ど )中 の銀拡散像形成の理論。

第四日 :M onoも (ス イス )、 金属微粒子の実験

的研究のサマリー。An dreoni(ス イス )、超 イ

オン電導体 、とくにA gIの ミクロな理論。Bilz

(FRG)、 ハロゲン銀中の銀の移動 とAg2Sの

増感機構 の分子論的な解釈。

以上の講演と討論を通じての中心的な問題は次

の諸点であった。

1.写 真科学で数十年来研究の対象とされた写真

乳剤微粒子の物理的手法による研究がょぅやくス

ター トした。例えば、神前による光スパッタリン

グによる研究では微粒子結晶中での正孔の拡散過

程がはじめて明らかになり、コachusに より乳剤

中の銀クラスターの回SRが はじめて検知された。

2.写 真潜像の成長過程の第一段階が神前らによ
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り同定された 「浅い電子センター」でぁると考え
ると熱的不安定性に窮間があった。これに対して
HamiltO字 は 「格子緩和による浅い局在電子の

深い局在電子の転換」過程が起っていることで間
題が解決できることを提案した。
写真感光の基本的な問題は「8～ 5原子をふく
む銀クラスターが形成される過程 」と「潜像生成

効率を決定 している電子～正孔の再結合過程 」を

解明することである。潜像形成についての議論は

いままでもっぱら定性的なスペキュレーションや

実験的根拠のとぼしい理論解析におわっていたが、

今回のシンポジウムは新たな研究の発展を刺激し

た点が大きな成果であった。

とを感謝する。

この集会は 7月 4日 から8日 の 5日 間、猛暑の

中でニューハンプシャ_州 チルトンにおいて開催
され、 150名 の出席者があった。 48の 講演の
ほか、ポスターセッションでは約 20の 発表があ

り、真核細胞および原核細胞における染色体外因
子について種々の重要なテーマについて討論がな
された。私の研究分野に関連のあるプラスミドの

複製 ・分配機構に関する研究について重点的に報

告する。

Rユ プラスミドの複製の調節にはご0少ど レプレ

ッサーによる/毎泌 遺伝子の転写調節の他に ごθ

p4RNAの 関与する翻訳段階における ″タタス

蛋白の合成の調節が存在する (MOlin)。 Rュ プ

ラスミドと類似し,卸 Rlプ ラスミドの種々の とθタ

変異株 (プラスミドのコピー数の増加した変劉杓
において、″タタス遺伝ゎ mRNA合 成率 とプラ

スミドのコピー数が比例する(WOmble)。

Col回 1プ ラスミドの複製調節 における″θタ

(″θ物 )蛋自の役割について2研 究グループの

話があった (Maskata&sOm;C esarini)。

酵母の2μ m― DNAの 複製起点領域と染色体の

複製起点を含む ク″Sに は共通性の高いDNA塩

基配列が存在す る。また2μ m― DNAの B,

8 3 - 4 1 0 3

アメ

今回、貴財団の海外派

遣援助を受け、染色体外

因子に関するゴードン研

究集会に出席し、招待講

演をすることができたこ

リカ、ゴ_ド ン研究集会「染色体外因子」
京都大学   平  賀  壮  太

C,D遺 伝子が複製調節に関与している(Br―
oach)。

今回の集会の トビックスの一つであるプラスミ
ドの分配機構に関して、平賀は ミニコプラスミド
の分配にはプラスミド上の二つの遺伝子 (Sθタス

,SθttJ)の 産物と,sの 位置でのみ 働 くDN
A領 域 (s οttC)が 関与していることを話 した。

またプラスミドの増殖 と宿主の細胞分裂を共役
させる新しい 「rcグ機構」を報告した。Austin
は分配能を失った ミニFの 2種 のアンパー変異株
を分離し、それぞれ平賀らの Sθ夕4と Sθタカ 遺
伝子に対応することを話した。またPュ ファージ
出来の ミニプラスミドャ1複製および分配に関与す
る遺伝子群の配列llF序がミニFの場合と類似の構
造になっている (Austin, Ya rmOlinsky)。

pSClol,Rュ プラスミドの 夕α/領域 (分配
に関与すると考えられている)を持つプラスミド

塁磐智鉛塀含ヌ官弔思督Σ狩魯だと警峯欄 、

(NOrdstrび m)。 pSclolの タク″領域の塩
基配列が So cOhenら によって報告された。Ps
C101ゃ Rlの タク″領域には ミニコゃPIプ ラス

ミドで報告されたよぅな分配に関与する蛋白質は

知 られていない。これ ら4種 のプラスミドで報告
された分配機構が理論的に考えられているように

二つの娘細胞ヘプラスミドを等数ずつ分配する機
構なのか否かまだ確実な証拠がないし、その分子
機構の詳細な解析は今後の問題として残されてい

る。また私の報告したプラスミドのコピー数が減
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緋 極糧∫あ原発雷督鴛雪譜墨正糧畳冒昌済是瞥
うであるが、この分子機構の解析も将来の大きな
テーマとなるであろう。

その他、酵母の染色体のセントロメアの塩基配
列 (Fitzgerald― Hayes),染 色体末端の
テロメアの構造 (Z ak ian)の 話があり、この分
野の研究も目ざましく進展している印象を受けた。
種 々の トランスポゾンの構造解析、ミトコンド

リア、プラスミド遺伝子の発現調節等にっぃても
多数の興味深い報告があったが、紙面の都合で割
愛させてぃただく。

筆者発表は次記誌上に掲載の予定である。
1.  T.ogura and s.Hiraga(1983)

Ceil a2,35ュ ～ 360.

2. T,Ogura and s.Hiraga(1983)

P″θa 肝 クナ′. ムβク芝 S c え び。s . 4 . ( i n

p r e s s )

この度、財団の援助に

より、 7月 に ドィッのマ
ールブルグで開催した 「

植物と微生物に対する青

色光効果に関する第 2回
国際会議」ならびにスゥェ_デ ンのフロスタヴァ
レンで開催された 「1983年 光形態形成に関す
るヨーロピァン・シンポジゥム」に出席する機会
を得た。

植物の諸種の生理現象が光により制御されてい
ることが知られているが、植物は 「青色光吸収色
素」と 「フィトクロム」の2種 の色素により光を
感受している。前者の会議は主に 「青色光吸なt色
素」に関し議論が行なわれ、後者は主に 「フィト
クロム」について議論が進められた。両会議に出

席し、両色素に関する世界の趨勢が一挙に把握で

き大変有意義であった。ぃずれも、150人 前後
の参加者による非常に限られた領域に関する会議
であり、それだけに密度濃く朝 9時 か ら夜 8時 す

ぎまで、各 1週 間ずつ、息を抜 く暇 もない有様だ

った。

「青色光吸収色素」に関しては、色素の実体が
いまだ明確でないため、4年前の第 1回会議と同
様、私の発表も含めて現象論に終止しており、新
たな展開をもとめて新技術の導入に努めていても、
残念ながら新たな飛躍につながらないのが現状の

83-4107

西 ドイッ他、植物と微生物に対する青色光効果に
関する第 2回国際会議他

東京大学   井  上  康  則

ようである。但し、遺伝的突然変異を用いた研究
から各波長ごとに異なる色素が光受容に関与して
いる可能性 も指摘され、光受容色素の名称ならび
に定義を明確にすることが必要である点が議論さ
れた結果、少なくとも可視域の青色光を吸収する
色素に対し

“
c ryp t o ch rOIlle"なる名称を用い

ることが採択され会議を終了した。

「フィトクロム」に関しては、色素が単離 ・精
製されていることもあって、色素の物性、遺伝子
操作を利用した合成調節機構の解析等、種々の進
展が見られたが、その多くが、すでに論文になっ
ているか他所で発表されたもので、最近の知見は
公の場では伏せられていた。

次に、両会議に出席 して得 られた教訓 ・感想を
述べると、第一は、英語力をかなり磨いてたかな

いと、議論等充分に尽せないことを再度痛感した。

実際の議論の内容は多くの場合たいしたことでも
ないが、即座に反論できないと相手の言い分を認

めたことになり、内容以前に回達者がある程度必

要と感 じた。第二は、日本が地理的に西欧社会と

は分離 していることを痛感 した。西欧人周士はお

互に顔見知 りで、国内学会のようであるが、我々

にとっては多くの顔が初対面で、情報収集にも者

労がいる。この点を解決するためには、数多くの

会議に出席 して、顔見知 りを一人でも多 く作る他
に道はなく、今後、若い人の海外での会議出席に
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より多くの援助 (人数的に )がいただけるようお

願いしたいo第 二は、西欧社会が何かにつけ日本

の存在を意識せずにはすまなくなっていることを

感じた。これは三年前の訪欧時には感じなかった

点で、従来はお客様扱いですまされていたものが、

現在では対等な競争相手として常に意識され、機

会があれば口日こうという気配が感ぜ られた。我々

の学問分野でも、これから数年が真の競争の時代

であり、まさに正念場であることを強く感じた。

私はオランダのグロー

エンゲンで開かれた 「第

6回超微細相互作用国際

会議」に出席のため、昭

和5 8 年 6 月2 9 日に出

発 し7月 25日 に帰国した。会議が開かれたのは

7月 4日 か ら8日 までであったが、その前にスト

ックホルム大学に討論のため立 ち寄り、会議後は

西独及びスイスの大学 ・研究所を訪間した。

会議の出席者は、約 290名 で、西独 (100)

オランダ(40)、 をはじめとする西欧諸国が 80

%を しめ、その他としては米国卜(22)、 ポーラ

ンド(9)、 日本 (8)、 インド(7)、 イスラ

エル (6)、 カナダ (5)の 他、ソ連、プラジル、

アフリカか らも2～ 3名 の参加者があった。

会議の重点は、自由原子及び固体 内の超微細

相互作用の基礎的観点及び核物理的手法の応用に

置かれた。提出論文は計 300で この他に 13の

招待講演があった。提出論文中、 30が 口頭で、

270が ポスターで発表された。

以下にテーマ別の論文数を示す。 ()内 の数字

は論文数である。

Applications tO Magnetism(60)、

Applications toChemistry and Bio一

logy(18)、   ApplicatioIIs t0 00nd ―

e n s e d  M a t ↓e r ( 3 3 ) 、 D e F e c t s  a 〕ュd

Radiation Damage(43 x Hyperfine

lnteractions in Free Aも 。ms and

l  o n s ( 1 0 )、 H y p e r f i n e  t t n t e r a c t i O n s

O f  P r O b e  A t o m s  i n  M e t a l s ( 4 7 ) 、M u 一

〇ns and Light lnterstitials(12)、

3 - 4 1 1 1

オランダ、第6回超微細相互作用国際会議

東京大学   久 武 示El

New Deve16pments and MethodlogX25)

Nuclear Properties(38)、  Relaxat―

ion PhenOme na(13)、

第 1日午前は核物理で、地元である G roni一

ngen大 の F.I achelloが Arima― Iこhe1lo

の理論を使った2+準 位の磁気モーメント及び電気

的四重極モーメン ト及び核半径の計算を紹介し、

つぎに、 BNL(ア メリカ )の N.H.Bafai一

l ovich(若 い女性 )が 舞7P u、
囲9A mの 自発

性核分裂アイソマーの宮因子の測定を紹介 したo

年後は 4時 までがポスターセッションであった。

240論 文のポスターが会場 の 1階、 2階 の10

室及び廊下に
一斉に貼られた。このポスターは最

終日まで展示し続けられるという新しい試みであ

る。便利なようだが、分散し過ぎて議論の盛り上

リカS欠けるという欠点があった。

第 1日 目の 4時 からはレーザーを用いた超微細

相互作用の研究に関する招待講演と回頭発表があ

った。レーザー分光学は日進月歩であるという印

象を深めた。夜はH.B.G.Casimirか ら超微

細相互作用の発見の頃の興味深い話があった。

2日 目以後は、年前、年後の 2時 間は上記のテ
ーマ別に、招待講演及び口頭発表にあてられ、そ

の後にポスターセッションがあった。 3日 目の年

後は郊タトにある電波望遠鏡の見学をかねた遠足が

あり、夕方のバーベキューパーティと続いた。な

かなかくた"た よい雰囲気であった。4日目の夕方

はディナーパーティがあったが、その席上でグロ

ーニング大学の管弦楽団によるモーツァルトのピ

アノ協葵曲 (KV414)等 の演奏があった。素

人によるものであったが結構楽しめた。最終日の
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SnIEIIllLary TalkはBO■n大 学のコ。BOde―

nstedが 行った。彼は30年 前から核物理研究

を目的とした角相関の実験を行って来たが、次第

にこの手段で固体内の超微細相互作用の研究を行

って来た人である。そのせいか結晶場内の核位置
での電場勾配の研究のまとめに重点があった。

会議終了後、西独のドィスブルク大学及びユー

リッヒ原子力研究所で、内部転換電子メスバウア

一分光に関する我々の研究室の最近の研究を講演
し、色々討論してもらった。その後ダルムシュタ

ットのGSI研 究所、ミュンヘンエ科大学、Cコ

RNを 見学して、 7月 25日 帰国した。ヨーロッ
パの諸研究所はそれぞれ個性のある地についた研
究をしているという印象を持った。

最後に、国際会議の出席を可能にして下さった

山田科学振興財団に感謝する。

今回出席したゴー ドン

会議は、金属水素化物に

関しては 1981年 に続

く第 2回 目である。ニュ
中 料叫-1中  一 ハンプシャー州 Ti―

ltonで 、 7月 17日 か ら同 22日 まで開かれた。

出席者 は 80名 を超 え、米国以外からも20名

以上 (西 ドイツ8、 英国 2、 フランス 2、 イスラ

エル 2な ど )の参加者があった。日本からは私の

外に深井有教授 (中央大学 )、須田精二郎教授

(工学院大学 )が参加したが、在来中の 3名 の若

手研究者 も加わりにぎやかであった。会議には年

前 2題 、夜 1題 の講演があり、次の 4テ ーマがと

りあげられた。

a )Experimental ntEethOds tO Eluci―

date Nature of Metal Hydrides

b )Factors Affecting Phase Changes

c ) I n t e r a c t i o n s  O f  H y d r o g e n  w i t h

Unusual Materials

d ) S u r f a c e  t t f f e c t s

a)で はIt ush(NBS)が 、中性子非弾性散

乱を用いたNbと V中 の水素、重水素、二重水素

の励起エネルギーの損J定結果を中心に、最近の研

究を紹介した。Nb中 水素のTi, Crに よるト

ラップ、ラニーニッケル触媒表面上の吸着水素、

Pd― Si非 晶質中の水素の励起状態についての

83-‐ 4127

アメリカ、ゴー ドン会議

東北大学 平

中性子散乱の結果は大変興味深かった。またSh―

altiel(イ スラエル )は、金属水素化物の熱分

解過程の動的測定から、水素の存在状態を議論し

た。Weiss(西 独 )に よるNMR法 の問題 提起

があった。

b)で は、まず深井が体心立方金属一水素系の

相の安定性に寄与する因子について、最近の一連

の研究の成果を発表した。V,Nbお よびコe中

の水素の存在状態と位置を決める因子に関して大

変明快な議論を行い、好評であった。これに比べ、

つづくH auck(oRNL)の 遷移金属水素化物

の結晶構造と電子状態の関連性の話は、非常に評

価が低かった。F lanagan(VermOnt)は 、水

素化物の生成と分解のヒステレシスの熱力学的考

察を行った。とくにHall(P rincetOn)に よ

る金属水素物の相国と低温規則構造を、水素一水

素間の相互作用から理論的に導く試みは、非常に

興味深かった。

c)で は、 corbett(10wa)に よるZrcl,Zr

Br中 の水素と、Dickens(イ ギリス)に よる

W03、 M003,V205中 の水素の存在状態の

講演はともに目新しく面白かった。私はこのセッ

ションで、非品質合金中の水素の存在状態につい

て、中性子非弾性および弾性散乱の結果を主に話

しをした。我々の研究所で行った最近の実験をま

とめたもので、この会議の司会者を務めたLib―

真林
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owitz(Allied CO。 )ら も精力的にとり組ん

でいる問題でもあり、相応の評価が得られたと思

われる。

d)の 表面効果については、吸着水素の結合状態

についての最近の研究の発表が2件あったが、ま

だ予備的な段階にある印象を得た。

以上のはかに、この分野の先駆者W.E押 11-

lace(Pittsburgh)の 特別講演があり、また

20件 以上のポスター展示が2日間 (夜間 )行わ

れた。

この会議の趣旨とする日頭発表は数少なく (1

件 45分 )し 、質疑応答にたっぷり時間をとる

(30分 )方式は、ほぼ満足できるものであった。

また年後はプール、テニス、カヌー … …と楽し

くリラックスした雰囲気で過せた 1週 間は、貴重

な時間であった。このような小規模国際 (あ るい

は国内 )会議を、我国でも持あたい ものである。

おわりに、財団による派遣援助に対して、深く

感謝する。

1 9 8 3 年 8月 1日か

ら5日 間、アメリカ、ニ

ューハンプシャー州、テ

ィル トン校で開催された

「筋肉の興奮一収縮連関

に関するゴードン会議」に出席した。この会議は

3年 ごとに開かれ、この分野の主要な研究者を招

待し、講演と討論を行うl■―を提供することにより

興奮一収縮連関という筋生理学上で残されている

最大の難間のすみやかな解決を計るという目的を

持っている。会議では、3年 間の成果が5日 間で

発表されるため、密な日程で運営されており、今

回は60に 及ぶ講演が行われた。ここでは、本会

議で報告された新しい知見、進展しつつある分野

の仕事について紹介する。

筋肉の興奮一収縮連関は二つの主要な段階に分

けることが出来る。すなわち、1、神経から筋細

胞膜へ伝えられた興奮が、T― 管系を経て筋小胞

体に伝達される。2、 筋小胞体に伝えられた興奮

により、筋小胞体内に貯蔵されているカルシウム

が筋細胞中に遊離する。これらの二つの現象がど

のような機構により起こるのか、いまだ明らかに

されていない。T一 管系と筋小胞体間の興奮伝達

については、 charge mOveIIlentに よるとこヽう

説と、T―管系から細胞内へのカルシウム流入に

よるという二つの有力な説がある。今回、筋細胞

83-4131

アメリカ、筋肉の興奮一収縮連関に関するゴードン

会議

大阪大学 滝 澤 温 彦

をカルシウム括抗剤で処理することにより、筋肉

の麻痺が起こると同時にCharge movem entめ ミ

消失することが報告され、興奮伝達における二つ

の説が必ずしも対立するものではない可能性が示

唆された。

興奮伝達を支える構造については、筋静止時と

収縮時で、T郁 こ筋小胞体間の構造の大きな変

化が見られないことが、電子顕微鏡による観察か

ら示唆された。さらにT一 管孫と筋小胞体を接合

させていると考えられるタンパク質の部分精製、

この二者を含む膜標品の調製法などが報告され、

今後生化学的研究がさらに発展することを期待さ

せた。筋小胞体からのカルシウム遊離機構につい

ては、単離筋小胞体膜標品を用いて、カルシウム

誘導性カルシウム遊離が生理的条件下で起こるこ

とを、私を含む3人 の演者が示し、カルシウム誘

導性カルシウム遊離が興奮一収縮連関において重

要な役割を果しているという仮説を強く支持した。

単離筋小胞体からのカルシウム遊離を演」定する

という研究は、近年急速に増大し、本会議でも10

におよぷ講演があり、今後こうした単純な系を用

いて研究が進展すると考えられる。

単離した系で実験を行うためには、生筋中に存

在する物質の組成を明らかにする必要がある。本

会議では、生筋中のイオン組成を測定した結果、

リン酸化合物の濃度をNMRで 測定した結果が報
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告された。さらに細胞内カルシウム濃度の時間変

化を、金属比色指示薬やエクォリンな どで測定す

る方法論及びその結果が報告され、単離 した系で

実験を行 う上での重要な情報を得ることが出来た。

本会議では、この他、筋小胞体か ら遊離 された

カルシウムの筋肉タンパク質への結合、筋収縮の

物理的機構、遊雛 されたカルシウムの筋小胞体ヘ

の輸送などのセッションが開かれ、興奮 一収縮連

関を総合的にとらえる試みがなされた。

この会議には、多岐にわたる分野 (生理学、薬
理学、生化学、生物物理学 )か らの研究者が参加
しており、他の分野の研究が問題点を含み理解出
来ることから、今後の研究を行 う上で多くの重要
な示唆を得ることが出来た。このような大変有益
な会議への出席を援助して下さった山田科学振興
財団へ心から感謝の意を表したい。

鞘  I U  G G (国 際測地学 ・柵科i静田冊柵品腱呈盤軽る;ミ
開催される。この開催に先立って、M A P (国 際
中層大気観測事業 )の国際運営委員会が開かれ る
ことになってぉり、そこに日本の代表として参加
するのが私の仕事の一つだ。到着日は日本とあま
り変 らぬき 日ヽだったが、翌日から、日本のlo月
を思わせる少々寒い日々が始まり、私を驚か寸ヽこ。
併 しその後再び暑さが戻 り、8月 29日、私がハン
ブルグを去るまで続いた。とぃっても乾燥 したゴヒ
ドイツの暑さは、朝夕の凍 しさと共に、夏を過し
易いものにしている。

MAP運 営委員会 :ShPは 1982年 1月 1日 よ
り始まり1985年 末までを予定している。 MAP
は今や国際的にllM調に進行 している。特に大型 レ
ーダーなど新技術による成果が次第に明らかに/4‐

って来た。そこで、このMAP活 動を1985年 以降
も継続させるため、 1985年 を越えて 1988年 に
至るIIAC(MAP C00peratiOnの 略 )を実施す
る決議がこの会議で採択された。日本では私の所
属するセンターでこの大型 レーダーの一つでぁる
MUレ ーダーが建設 され、すでに小規模に観損けを
開始 している。この MUレ ーダーの全力稼働 も明
年 1984年 以降になるので、この地生Cは 望まtンい

8 3 - 4 1 3 7

西 ドイッ、 wOrkshop Of Tides in the

MesOsphere and LOwer ThermOsphere&

MAP Steering COnlDlittee

京llTj大学 加 藤    進

プロジェクトでぁるとして日本 も賛成 した。この

大型 レーダーと明年 2月 打上げる宇宙科学研究所
の科学衛星 EXOS― C、そ勅 )ら国立極地研究所の

南極中層大気総合観allが日本のMAPの 三大柱だ。

どれ も国際的に高い評価を受けている。 MAPで

は、米国と共に世界の中心に日本は今や立ってい

る。戦後史上初めて大規模な地球額則国際科学事

鮮ミIGY(Inte rnational Ceophysical Yea r)

における日本の立場と比較すると今昔の感にたえ

ない。

ワークショップ :私の仕事はA4tA P運営委員会
の他に、 「下部熱圏 。中間圏の大気潮汐に関する
ワーク・ショップ」に参加することだった。海と
同じ様に、地球の大気にも潮汐がみられる。これ
は 1日 、半日を周期とする大気の規則正しい運動
を言う。地上ではこの運動速度は毎秒数センチメ
ー トルの微少運動で、普通の風に比べて無視でき
る動きでしかない。併し、高さと共に空気が稀薄
になるにつけ次第に増大し、 60～ 8 0 kmの中間
圏で1ま秒差ミl oメ ー トル、 さ らに 1 0 0～ 1 2 o
kmの高さの下部熱圏では秒速 looメ ー トルにも
達し、大気の運動の主成分となる。この潮汐によ
る風はエネノギ ーや物質を地球全体に運んでゅく。
まさに壮大を大気運動だ。その姿が、大型 レーダー、
光 レーダーなどの新技術による観測で最近明らか
になりつつぁる。この観測に従事する世界中の学
者だけでなく、理論家達 も一堂に会して各自のデ

柵 ェ書母曇母!警|:督磐

-83-



―夕をつき合せ、問題を議論 し、将来の協力を計

画するのがこの ワークショップでぁる。特 に

1981年 11月に行われた観測キャンペーンの結果が

中心課題だ。私達はこのキャンペーンの折、 南 米

ペルーの ヒカラレカに出掛 け、そこにある超大型レ
ーダーを用いて観測を行った。同時に、ドイツのマ

ックスプランク研究所の Ftttger博 士等はプエ

ル トリコのアレシボーで、ゃはり超大型レーダー

を用いて共同観測をした。 ヒカマルカとア
.レ
シボ

ーは東西 にはあまり距つておらず且 、各 11°

南、 20° Jヒにあるので結果の対称性を調べるこ

とが興味ある問題だった。また私達の流星レーダ
ーは滋賀県の南端にある信楽町の山中で、オース

トラリアのアデレイドのレーダーと共同で観測を

した。この両地点は殆んど完全に赤道に対して、

対称である。そこで両地点の観測は、このワーク

ショップの一大問題になった。併し、結果は理論

的予想を裏切って、どうしても説明できない問題

があるとの結論に達した。出席者一同、今更自然

の持つ複雑さと、私達の持つ知識の浅さを思い知

った。私はパネル討論者としてこう結んだ。 「確

かに今回の結果から、現実は予想よりずっと複雑

だということを知った。併 し20年前、私が大気潮

汐を研究 し始めた頃に比して、研究に格段の進歩

があると思う。20年前、地上より遠く離れた中層

大気の潮汐運動を組織的に測定できるとは誰も考

えなかったのだ。私は将来の進歩 に期待する。

これがサィエンスなのだろう。」

以上の会の他、多くの研究発表と討論があった。

日本からの出席者 120名 。米国の 600名 に続 く

数多い出席者を持つ遠い東洋の国が日本だった。

明年11月終 り、京都でMAP国 際 シンポジゥムが

開かれることも正式に決った。 「日本で会いまし

よう./」外国のMAP関 連の学者の多くが別れ際
に口にした言葉だった。

この様に有意義な会議的席の機会を与えられ、

山田科学振興財団に感謝の意を表する。

1983年 高 エネルギー

レプトン光子相互4/FT国

際会議が、8月 4日 か ら

9日 まで米国の Cornell

大学で開催され、出席の

機会を得た。この会議には、世界各国か らの500

人はどの正式参加者と、200人 はどのオブザーバ
ーが集まった。

2年 に一度開かれているこの会議の主題 はt物

理学の中心課題の一つである素粒子の電磁相互作

用と弱い相互作用であるが、これ らとわかちがた

く結びついている強い相互作用の話題 もとりあげ

られている。

今回の会議のハイライトは、今年 1月 と5月 に

相次いで発見された粒子Wtと ZOに ついての詳

報であった。Geneveの CコRNで 発見されたこ

れらの粒子は、その後総計 100例 はどに増加 し、

83-4145

アメリカ、1983年 高エネルギー・レプトン光子相互

作用国際会議

慶応義塾大学  」  ヽ沼  通  二

性質 も明らかにされてきた。これらの発見によっ

て、素粒子の55い相互作用と電戯相互作用の統一

理論の基礎はますますはっきりしてきたことにな

る。

次に注目された話題は陽子崩壊の実験結果であ

る。 1年 前には、世界中で 2グ ループだけが実験

を進めていたのだが、今回の会議では、当時準備

を進めていたグループの一部 も実験に参加 したの

で、4グ ループからの実験の進行状況が報告され

討議された。それによると、新たに確実な核子崩

壊はみつかってぃない。これは、これまでの実験

から 1030年 程度以上といゎれていた陽子の寿命

の下限値が、 2桁 長 くなることを意味する。そし

て、最も簡単な形の大統一理論の予言値とはあわ

ないので、今後の実験の解析が注目されるところ

である。

私たちのグループは、電弱相互作用のゲージ理
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論の高次効果についての論文と、その応圧である
W,Z粒 子と tク ォークの質量の関係についての
論文を提出した。 tク ォ_ク は、存在が予想され
ながらいまだ発見されていない粒子であり、今回
の会議でも、 tク ォーク探しはぃまだ実を結んで
いないということが報告と討論で明らかにされた
私たちの理論では、w,zの 質量が精度 よ く測
られれば もクォークの質量 (あ るいはその存在す
る範囲 )を予言できるということになるのだが、
会議で発表されたW, zの 質量の値は、まだ誤差
力ざ大きくてはっきりしたことがぃぇる段階に達し
ていない。

最初にも書いたとおり、この会議は 1年 おきに

開催されてきた。これまでは米英独だけで開かれ
ていたが、今回の会議中に開かれた国際純粋庵調
物理学連合の随 子と場」委員会は、次国の 1985

年の会議を京都で開催するむね確定した。参加者
たちは、2年 後にぜひまた会おうとの言葉を残し、
Ithacaの 衛をあとにしたのであった。

私はこのあと米加の数大学をまわり、講演 ・討

論をおこなったり、国際共同研究の打合せをした

あと、8月 26日 に帰国した。

予定した計画はすべて順調に完了することがで

きたが、これは山田科学振興財団の御援助がなけ

れば不可能であった。ここに厚く感謝したい。

昭和 58年 8月 6日 か

ら17日 まで、ィスラエ

ルのエルサレム市にある

ヘブライ大学で開催され

た第 7回 真空紫外分光国
際会議に出席し、 2件 の論文発表を行 うとともに

座長を務めた。また、テルアピブ大学を訪間する
機会をえた。

8月 6日 酷暑の成田空港を発ら、翌 日正午エル

サレムに着いた。ェルサレムの 8月 は乾燥した暑
さであり、夕方からは涼しく予想以上に過しやす
い所であった。会議はヘブライ大学の文科系キャ
ンパスで行われた。ここはェルサレムの丘の上に

あり、まことに近代的な大 きな石造りの立派な校
舎であり、市内の歴史的な古い建物とは対照的で

ある。

この国際会議は 3年 に一度世界各地で開催され
る真空紫外分光の分野で最も重要な会議である。
今回の会議には約 40ケ 国 160名 の参力「着が出席
し、招待講演 13件 、一般講演約 150件 が報告 き
れた。一般 講演 (口頭発表 )は三つのセッション
が平行 して行われたため、各会場は 50名 程度の
規模の ものがあった。

今回の会議がィスラエルで開催されたせいか、

8 3 - 4 1 8 7

イスラエル、第7回真空紫外分光国際会議
分子科学研究所  木  村  克  美

参加者は比較的少なかったが、 150件 の中般講演
からこの分野の最近の傾向をつかむことはできた。
会議は大 きく分けて、真空紫外分光の技術的
な問題、気相の原子 。分子の研究、凝縮相の研究
に分類される。ここでは私が関係している気相の
原子 ・分子の研究分野において、今回の会議の傾
向について少し触れたい。通常光源による研究22
件、軌道放射光による研究ュ4件、レーザーたょ
る研究 14件 、理論的研究 19件 でぁった。この
ように分類 してみると、軌道放射光を用いた研究

が相当増えたこと、またレーザーによる真空無外
領域の研究が急速に増えたことが特徴としてぁげ
られる。真空紫外レーザーのはか、柴外 。可視レ
ーザーによる多光子励起あるいは多光子イオン化
の研究は従来の ュ光子励起あるいは 1光 子イオン

化の研究と相補的な関係にあり、両者の今後の相
補的な関係はますます強 くなると思われる。
私が今回発表 した研究は、分子T_lこおいて最近
共同研究者とともに開発 してきた紫外 。可視レー

ザーによる共鳴多光子イオン化光電子分光 (つ ま
り励起状態の原子 ・分子の光電子分光 )の応用で
ある。この方法の特徴はレーザーによって励起状
態から選択的にイォン化遷移を起させる点にあり、
従来のユ光子励起や 1光 子イオン化とは遷移の選
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択貝」が同じでない。このレーザー光電子分光の方

法は今後高い励起状態の研究に重要な手法となる

と考えている。今回の会議で発表した2件のうち
一つは選択的イオン化のはじめての実例を示した

結果であり、もう一つはベンゼン分子の励起状態

の緩和過程に関する結果である。いずれもレーザ
ー光電子分光の特徴を生かした研究であり、従来

の真空紫外光源では得られない成果であり、今回

の会議に発表できたことの意義は大きかったと考

えている。

この種のレーザー光電子分光の手法は軌道放射

光による研究と極めて相補的な関係にあることは

間違いなく、両者は互いに発展を促進することに

なると思われる。

今回の会議では、もちろん軌道放射光による研

究成果が注目されていた。この方面の設備が世界

的に整備されつっぁり、わが国でも東大、高工研、

電総研についで分子研においても近くUVSOR光

源 (極端紫外光実験施設 )が完成 し、軌道放射光

の分子科学への応用が始められる。したがって、

今回の会議での研究発表や個人的な情報交換 を通

して得られた諸外国の研究計画等の情報は今後の

分子研のUVSOR研 究に生かしていきたいと考

えている。

今回の会議の期間中にイスラエル科学 アカデ ミ
ーの招待、エルサレム市長の招待 をは じめ種々の

パーティーが開催され、外国人研究者と楽 しく話

し会 う機会があ った。また今回の会議の主催者 の
一人であるL if shitz教授は私がコーネル大学で

博士研究員をしていた当時の友人であ り、20年ぶ

りの再会 は楽 しかった。

会議の終了後、 8月 15日 にテルアビブ大学の

Joriner教 授の研究室を訪間した。そこで開発

されたスリット式ノズルビームの実験結果f扶 変興

味深かった。Jortner教 授は昨年■月に分瑚

の問崎コンフェランスに招待 され来 日している。

今回のイスラ"レの出張托対して、山田科学振興財団

力>らご援助を頂いたことを心からおネし申し上げたい。

昭和 58年 8月 22日

大阪空港を出発 し、翌朝

メルボルンに着き、直ら

にメルボルン大学医学部

解音」学教室に行き、シン

ポジウム 「手の機能と大脳皮質」の主催者ダリア

ンスミス教授 (I,DARIANSMITH)に 会った。

8月 24日 から26日 まで、メルボルン大学旧

物理学会議場で本シンポジウムが開催され、招待

された約50名 の専門家が集り、19の 講演発表

があった。本被派遣者は26日 の年前に 「局所冷

却と小脳切除により機能障害を受けた運動野上肢

領野に対する体性感覚野の代償性運動機能」と題

して35分 の講演発表を行い、活発な質問と論議

が交わされた。本シンポジウムには、オーストラ

リア、アメリカ、カナダ、フランス、日本:などか

らの神経生理学者、心理学者が参加しており、比

-4191

オーストラリア、生理科学連合衛星 シンポジウム、生理

科学連合会議

京都大学 佐 々本  和  夫

較的小人数のため、十分な議論ができて極めて有

意義であった。本被派遣者の発表内容は、方法、

考え方、結論など、これまでの多くの研究と異る

独自のものであり、注目された。本シンポジウム

の内容はExp,Brain Res.の Supplement

としてSpringer Verlagか ら干」行予定である。

3月 Zb日 、メルボルンから空陪シドユーに到

着し、第 29回 国際生理科学連合会議会場である

ニューサウスウエルズ大学で登録し、本会議に臨

んだ。この会議の一つの大きな主題は 「随意運動

であり、そのため五つのシンポジウムが組まれ、

8月 29日 から9月 2日 まで5日間、毎日午前9

時 15分 から12時 までが費やされた。それぞれ

の日に数人ずつのシンポジストが謡演し質疑応答

と討論がなされた。本被派遣者は4日目(9月1日)

の4人の演者の最後に 「運動発動における大脳小

脳連関」と題して約 30分 関講演し、その後活発
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な討論を行った。会場には200人 を超す聴衆が

出席し、熱気のこもった有意義な論義が交わされ、

シンポジウムは成功であった。本被派遣者は、慢

性記録電極を大脳皮質各領野に設置された無麻酔
のサルに手でレバー上げ運動をさせ、その運動に

先行する大脳皮質活動を数ケ月以上にわたって記

録し、随意運動指令が大脳皮質連合野から脳幹、

新小脳、視床を経て大脳運動野に帰り運動が発動

することを明確に示し、さらに、そのような運動

に習熟する運動学習の機序研究の成果を示し、多

くの称賛を得た。その他、8月 31日 には共同研

究者の玄番央恵と共に、ポスターで 「大脳皮質各

領野における運動前皮質活動」と題して発表し、

盛んな討論を行った。

9月 4日 、シドユーからキャンベラに移り、オ
ーストラリア国立大学の医学研究所で、カーティ

ス教授 (D.B,CURTIS)、 ポータ…教 授

(RoPORTER)と 会い、その研究室を見学

して共通の研究内容について討議を交拘 した。な

お、本医学研究所は、本被派遣者が1963年 から

1966年 にかけ、当時の生理学エックルズ教授

(J.C.ECCLES)と 小脳を研究した所であ

り、多くの人達の歓迎を受けた。

9月 7日 、キャンパラを出発、同8日 シ ドニー

発で、同9日 大阪空港に着き、帰学した。

今回、世界中から多数の研究者が集まる生理科

学連合本会議、および、数十人の専門家による衛

星シンポジウムに出席して、直接研究内容を講演
し、討論を交わした ことにより、論文発表とは異

った学関の交流が進められ、今後の研究の進展と

国際交流の上で極めて有益であったと考えられる。

この出席のため貴重な援助をいただいた山田科

学振興財団 とその関係者各位に深厚なる感謝の念

を表する。
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8 0 - 5 0 1 7

電子プローブ分析による筋小胞体中のカルシウムイオン動態の研究

東 北大 学

派遣 期 間

研 究機 関

研究指導者

生化学は抽出精製したたん白質等を用いて、色

々な条件下でその機能等を調べることができるが、

はたしてその条件は、あるいはそのたん白質は生

きている細胞内と同一であろうか。生理学は生き

た細胞を用いるが、細胞内の出来事はブラック・

ボックスとして取り扱われることがほとんどであ

る。小胞体 ・ミトコンドリア・構造たん白質など

の細胞機能に関連した元素 (組成 )の変化を生き

ている細胞内で捕えたい。最近綱胞内のイオンの

動きを、イオン電極 ・色素などを用いてRll定しよ

うという試みがなされている。一方、電子プロー

ブ (X線 微量分析 )法の定量化も進み、適切な生

物試料、例えば急速凍結の後凍結乾燥した超薄切

片を電子頭微鏡で観察し、電子線を照射した微小

部位からのX線 を定量分析することによって、そ

の部位の元素の濃度を測定することが可能となっ

ている。電子プローブ法の最大の特徴は細胞内の

微小領域に局在した元素、例えば筋小胞体内に蓄

えられているCら などを感度よく、しかも同時に

他の元素も試料の重さも測定できるという点にあ

る。現在の所、径が500A程 度の微小部位の元

素組成を測定できる方法はこれ以外にない。この

方法を習得し、筋肉細胞内の特に収縮 ・弛緩を調

節しているCaの 動 きをとらえるため、この方法

の定量化に成功している米国ペンシルバニア大学

医学部ソムリオ教授のもとに二年間留学した。大

部分の細胞機能を調節している細胞内微量Caの

北 沢 俊 雄

昭和55年4月 11日～昭和58年4月 1日

Presbyterian――University of Pennsylvania

Medical Center, Pennsylvania 悦 [uscle

lnstitu te, PhiladelPhia, PA 19104,

u S . A .

P  r O f .  A n d r e w  P .  S o m  l y o

増成を測定するには電子プローブ法を更に定量化

する必要があり、完成するのに約二年近 く費やし

たが、現在ではCaの みならず他の元素の微量測

定 も可能である。 (7ル /″″ルアクすす0タダに投稿

中 ) 。

最初の生物にぉける課題は、静止時のカエル骨

格筋収縮たん白の細いフィラメントに微量ながら

Caが 検出されたが (ア.C″ ′′ β 力 ′.

98, 577～ 594,1981Xこ れが測定誤差に

よるものか、細いフィラメントの骨格を形成して

いるアクチン分子に非交換性のCaが 結合してい

るのか、C4結 合たん白質 トロポニンやパルブア

ルブミンに静止時に結合しているCaな のかどう

かを調べることであった。アクチン・フィラメン

ト内の Caを 正確に測定するにはその他の色々な

たん白質等を含んでいる生筋をそのまま用いるこ

とはできない。そこで単一筋線維を取り出し、細

胞膜を取 り除いたいわゆる skinned Fiber留 乍

製、筋線維をよく洗うことによって可溶性たん白

質を、非イオン性洗剤により細胞内膜系を溶解し

筋繰維から取り除き、収縮構造たん自質のみにす

る。そうすることによって生化学で知られている

値と生筋と同一の構造を保っている試料から得ら

れた結果とを照合することが可能となる。得られ

た結果は ,″ sル %の アクテン分子に結合して

いる工価陽イオンが、明らかにMgで あること、

C a はゼロと区別できない程であることを示
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している。この結合Mgは 大量のCaで sttinned

fiberを処理しても置換されず、非交換性である

ことを裏付けた。生筋と同程度の遊離Mgイ オン

存在下にCaイ ォン濃度を増加させると、細いフ

ィラメントの結合Ca量 が濃度依存的に増す。と

ころが一方太いフィラメン トには筋が最大収縮を

起すと思われるCaイ オン濃度でも有意義なCa

結合の増加はなかった。このことは、カエル骨格

筋では生理的に必要なCa結 合は細いフィラメン

ト(多分 トロポエン分子 )のみに起 り、太い (ミ

オシン )フ ィラメントのCa結 合は生理的意義を

もたないことを示している。生筋の静止 (弛緩 )

状態に一致するCaイ オン濃度附近でも約 l m01

のCaが lm。 1の トロポェンに結合しているとい

う結果は前に述べた生筋での測定とほぼ一致する。
これらの成果はすでに ブク″″″″  ゲ  〃 ″s"′

R夕s夕″/ご″ ″ ″″ C′ " 〃 ク,′ ′ゥ , 3,
487～ 454,1982に 発表されている。

次の課題は、収縮時筋小胞体内Caの 滅欽 伴
つてKと Mgが 増加するが、しかし流出したCaの

電荷は流入したKと Mgの 電荷 の総和よりはるか

に多いという事実に基づいている。その不足電荷

量から推定される電位差がもし筋小胞体膜内外に

かかるとすれば膜破壊を起すであろうし、膜透過

性の高いOIイ オン濃度が膜内外ではとんど同じ

ことから膜電位はほとんど0であると考えられる。

電荷は結局補償されているらしいということは、

通常のエネルギー分散型X線 検出器では測定でき

ない元素、例えばH, c,o,Nが 変化 している

ことになるが、連続X線 量が変化していないこと

から、E十ィォンが一番可能性が高い。それで

はなぜ細胞内に多量に存在し、膜透過性が高いこ

とが生化学分析から知られているKイ ォンがもっ

と流入し得ないのかという疑間が生ずる。一っの

仮定として、抽出された筋小胞体膜の性質とは異

なり、生体内ではKィ ォン透過性はかなり低いこ

とが考えられる。そこでKイ オン透過性を特異的
に高める年とが知られているバリノマイシン (抗

生物質の一種 )で筋細胞を処理し、収縮時の筋小

胞体内の元素組成の変化を調べた。バリノマイシ

ン存在下にもかかわらず静止時の筋小胞体の元素

組成は未処理のものと同じであった。高いK透 過

性の条件でも、小胞体内外【イォン濃度が同じで

あることは、ゃはり小胞体内外に膜電位がないこ

とを示す。ところが収縮時では、Ca放 出に伴い
バリノマイシン処理によってKの取 り込みが増し、

流出したcaの 電荷と流入した (K tt Mg)電荷が

ほぼ等しくなった。すなわち正常筋でみられた電

荷の不足は消失したように見える。これらの結果
から、正常筋内の筋小胞体膜のK透 過性は、静止

時では膜内外のKイォンの平衡が成立する程度には

十分高いが、収縮時のCaイ オンの放出に伴う電

荷を中和するには不十分であることを示 して
いる。また正常筋では、Ca遊 離に伴い、pH緩

衝力に依るが、小胞体膜内外のpHの 変化を仮定
したが、パリノマイシン処理筋ではその変化が非

常に小さいか、無いと推定される。
私にとって大変実のある三年間の留学であった。

度航費を援助していただいた山田科学振興財団に

厚く御礼申上げる。
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8 2 - 5 0 2 1

海 馬 の研 究 ―一 記 憶 と学 習

京 都 大 学  大  塩  達
一
郎

派遣 期 間  昭 和 5 7 年4 月 2 0 日

～昭和 5 8 年 3 月 3 1 日

研 究 機 関  I n s t i t u t e  o f  A n i I I l a t t  P h y s i o l o g y ,

Universit y of Amsterdam, The

Net heriands

研究指導者   PrOf. Dr. F.比  Lopes da Silva

筆者は昭和57年 春か ら1年間、オランダのア

ムステルダム大学動物生理学研究所に派遣してい

ただき、海馬における記憶を回路説と分子説の両

側面から研究した。

脳は計算機と対比されるが、その情報処理の原

理は未知である。神経細胞は特異な形態に発達分

化し、その情報素子としての機能は非線形かつア

ナログ型である。多種のリズムが存在するが、情

報処理の同期を統轄すべき時計の存在は知られて

いない。脳の線維運絡は明らかに並列分散処理に

適している。しかし、分散する部分系を連合する

練維連絡が発達していること、分岐統合する神経

回路の中に多シナプス性の環状回路を形成して情

報を循環させていること、シナプスの情報伝達は

伝達物質 ・ホルモン・化学的環境に依存して可塑

性を示すことなどの理由により
1情
報の入出力関係

の分析はいくつかの例外を除いて容易ではない。

脳における記憶は、計算機の記憶素子のビット・

パターンに対比して論じられることが多い。しか

し、記憶物質の形で保存されるのか、単一の細胞

の発火形式として保存されるのか、神経回路の多

型の表現の一つとして保存されるのか明らかではな

い。シナプスの可塑性は情報素子のアナログ特性

の変化、あるいは入出力端子の変更を意味するが、

このような局所的変化と記憶の生成消滅との関連

の実証は極めて少ない。

辺縁系に属する神経核群を環状に連蕊置 apez

回路は、本来は情動発現の機構として提唱された

が、記憶や学習とも関係することが知られている。

その損傷はコルサコフ症侯詳健忘症を引き起すの

でこの回路は短期記憶を長期記憶へ固定するため

め選択機構と考えられている。Papez回 路のな

かでもとくに 「記憶回路への入口」と見なされて

いる海馬の神経回路は、整然たる並列モジュ
ール

構造をもっている。モジュールの主要な径路 :貫

通線維 一一 類粒細胞 ・苔状線維
一―一 CA3錐

体細胞 ・シェーファー側枝 十
一 CAl鉾 体細胞

に含まれる三つのシナプスは高頻度刺激に対して

長時間持続するテタヌス後増強を示し、さらに
一

日数秒のテタヌス刺激を繰り返すと数日で燃え上

り現象 (キンドリング )を示す。これらはそれぞ

れ短期記憶とてんかんのモデルと考えられている。

海馬モジュールの主要なるシナプス径路は脳の他

の部位に比較すれば詳しく調べられているが、現

在でも局所的な生理学的デ
ータと主要な神経細胞

の結合関係しかわからず、モジュ
ール全体として

どんな情報処理を行っているか未知である。研究

所では、このモジュール回路の動的振舞いの研究

チームの理論的解析を担当した。

ラットの海馬に細胞外電極 (16チ ャンネル同

軸プリント電極 )を植え込み手術からの回復後、

無麻酔 ・無拘束のまま脳波と細胞外電位を常時モ

ニターしながら、テタヌス刺激後の促通現象およ

び燃え上り現象への移行期の神経細胞の各部分の

局所電流 (分解能百ミクロン )を時間を追って解

析した。海馬DG顆 粒細胞では燃え上り現象の成

立に伴なって貫通線維の末端シナプスの空間配置

が、樹状突起上を数百ミクロンほど先端方向へ杉
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されていることを明らかにした。貫通線維は嗅内

野からDGへ 入力を運び、嗅内野の内狽」部の第 I、

‖層の星状細胞と錐体細胞からはDO分 子層の中

央部 1/3に おいて類粒綱胞樹状突起とシナプス

を形成する。嗅内野の外狽」部から発する貫通線維

は分子層の外狽」1/5～ 1/3に シナプスを形成す

る。したがって、先端方向へのシナプスの再配置

あるいは先端部分のシナプスの選択的促通は、嗅

内野外側部からの入力の方へ重点を移して回路網

を再編成したことを意味する。 CAlで は燃え上

り現象の成立に伴なって錐体細胞の自発売火の極

性の反転が生じたが、これも入カシナプスの空間

配置の変更に由来することを明らかにした。樹状

突起は電極の刺入が困難で生理的データが乏しく、

神経回路の動的解析の臨路の一つである。そこで

樹状突起の膜電位固定実験を遂行するために単一

電極法とイオン感受性電極の組合せによる新しい

測定法を工夫した。tノかし、政権交代に伴なう予

算執行の遅れのため帰国直前に装置が完成したた

め、海馬モジュール回路の動的解析の具体的成果

を得るに至らなかった。

目」産物として 「海馬てんかん」に伴な う

ParOXiSIIn l dep olarizationの発生機序に関す

るリナス達の説 (1979)は 、樹状突起および

hot patchに おけるCa電 流を過大に見積 うす

ぎていることなど、実験データとの食い違いをい

くつか明らかにすることができた。

また、この研究プロジェクトに参加していた数

学研知方の人達との交流に触発されて、膜電位を

記述するHOdgkin一 Huxley方 程式 の単純化

を試み、Fitz Hugh一 Nagumo方 怪式、Zeeコ伍n

方程式、その他いくつかの新しい方程式を導き、

その生理学的意味づけを明らかにすることができ

た。この仕事は派遣の本来の主旨とは無関係であ

るが、別の分野の仕事で評価されるという皮肉な

結果となってしまった。

選別 ・安定化された特定の神経回路の中に、ある

未知の原理により、学習した経験がコード化され

短期記憶として保存されると推定されている。し

かし、このような短期記憶が、細胞内の物質変化

の助けを借りて安定化し、そのままの形で長期記

憶として固定化されるとする回路説には弱点があ

る。シナプスの可塑性では促通の形成と共に破壊

もまた容易だからである。当然ながら通常の代謝

過程により消滅するだけでなく、同じ神経細胞に

付着する別のシナプスの影響を受けたり(異シナ

プス促遍あるいは抑制現象 )、促通が消去された

りする事が見出されている。

シナプスの可塑性は海馬に限らず他の辺縁系、

小脳、大脳皮質など脳の広汎な部分や、神経と筋

肉の接合部でも見出される普遍的な現象である。

その生化学的基礎は生体膜における情報変換の図

式と共通部分が多い。すなわら、 cyClic,AMP

やCaイ オンなどのセカンド・メッセンジャーに

よる各種キナーゼ系の活性化、そして各種ターゲ

ットの燐酸化と続く一連の過程が生理的な機能発

現をもたらすと考えられている。神経細胞内の燐

酸化される基質としては、各種の膜雪白、マイク

ロテュビュール等の細胞骨格系、糖雷白代謝系、

TCAサ イクル、蛋自合成系などが調べられてい

る。動物生理学研究所ではユトレヒト大学の

Gispe n教授と共同で燃え上り現象形成過程にお

けるラット海馬 CAlの 50K膜 蛋自の燐酸化を

調べて、両者の間に平行関係がある事を見出して

いた。2年 前にShashOua達 がウサギの副交感神

経節で、電気刺激に応答して新しくラベルされた

蛋白が合成されることを実証したが、ラット海馬

では確認するに至らなかった。これらの生化学的

過程は、シナプスの伝達効率を増加させ、かつ安

定化させて、特定の回路を短期記憶として確保す

るのに寄与するかも知れないが、何十年もの長期

間にわたって保存できるとは考えにくい。

シナプスの可塑性は細胞膜の局所的な変化であ   こ のような長期記憶の回路説に対tノて記憶の分

り、神経回路の一つの素子の機能変化に対応して  子 仮説は、核酸のコドン表現のように分子の配列
いるにすぎないが、Kandelら はシナプスの可塑  の 形で情報をコードするような安定な記憶物質を

的変化により、下等動物 AP lisiaの条件反射や  想 定する。 1960年 代にHydenは 核酸RNAが

連想記憶など行動の可塑的変化がもたらされるこ  記 憶物質であるとする仮説を提唱した。
1情
報の格

とを実証している。シナプスの可塑的変化により  納 と読み出しは未知としながらも、明解な分子仮
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説として多くの人を引きつけた。この説は現在で

も依然として繰り返し蒸し返されているが、追試

が難しいこともあって現在では否定的に考えられ

ている。その他記憶物質に擬せられたものはいく

つかあるが、オランダ滞在中に私の試みたスコト

フォビンも含めて、すべて否定的な結果に終って

いる。帰国後、京都大学理学部の香川先生と共に

猫の脳のグルコース核酸GNAの 分析を試みて、

脳の核酸の中に占めるGNAの 比率が他の細胞組

織に比べて異常に多いことを見出したく日本分子

生物学会 1988年 8月札幌 )。他の組織では高々

数パーセントであるのに対して、大脳皮質で50

%弱 、小脳で30%、 脊髄 10%強 など高い比率

を示した。

GNAは 最近見出されたばか りで、その機能は

まだ未知である。 GNAは 通常の細胞にもわずか

ながら含まれているから、すべての細胞に共通の

役割も荷っているにちがいないが、大脳皮質や小

脳における異常に高い比率は、高度に発達した神

経組織に特有の機能との関連を暗示している。こ

の事実は、記憶の分子仮説への手がかりとしては、

私の知る限りでは唯一のものであり、今後とも

GNAと 神経生理との関連を追求してみるつもり

である。

オランダでは行政改革が教育制度にまで及んで、

大学や研究所の大規模な統廃合が進んでいた。そ

んななかであったが、神経科学は自然科学のフロ

ンティアとして育成策がとられて、生物学、化学、

物理学などの優秀な人材が随時集められてプロジ

ェクト・チームを形成していた。京都大学の理学

部の現状と比較して考えさせられることの多いオ

ランダ留学であった。

最後に、オランダに長期派遣 していただいた山

田科学振興財団に深く感謝する。
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m . Ⅲ Ⅲl 抑… Ⅲ……ⅢⅢⅢ… … … ……, 中 間 報 告

C  a I E  b  r  i

京都大学  本  田
中 間報告

暗く陰気な冬がようゃく終 りをつげ、クロッヵ
スや黄水仙のつぼみに春を感じるころとなりまし

た。

我々は昨年 9月 に家族そろってケンブリッジに

やって来ました。三人の子供はまだ小さい (5才 、
2才、4カ現 )ので、いろいろ不安も多かったので

すが、例年にない穏かな天候にも恵まれ、比較的
llB調に新しい環第に適応してくれたようです。到

着当日は、右も左も分らず、何はともあれ、大家

さんに案内してもらって、食料品を買い込んだこ

とを思い出します。移動に伴う諸々の手続 (住居

関係、医療関係、長男の小学校関係など )を一つ
一つ英語に苦労しながらかたずけていきました。

新学期の始まる 10月 には、街の様子もだいたい

分 り、新しい食生活にも償れてきました。そして、

半年たった今は、もうすっかりこちらの生活にな

じんだようです。

さて、研究の方ですが、現在次の二つのテーマ

にとりくんでいます。

第一は、 「大小二種類の乱流の相互作用の研刻
で、大きなスケールのランダムな運動の」ヽさなス

ケールの乱流運動への影響をRDT(Rapid

Dis↓OrtiOn TheOry)を 用いて調べています。
これはDr.五 un↓ と の共同研究です。運動を一

短 信 Ⅲ…

dgeか ら

重 夫 (財団ニュース通巻 14号P.96参 照 )

次元 ・二次元 ・三次元の場合に分け、各々の場合
についてエネルギーの時間変化、エネルギー.ス

ペクトル等を具体的に計算しました。今後これを

数値的により詳しく計算することと、物理的考察
を加えることを考えています。

もう一つのテーマとして、Navier一 St6kes

方程式の特異性の研究への 「物理的」アプローチ

としてt渦 領域のもつ特異性を解析しよぅどして
います。一様な渦度をもつ渦領域の時間発展を

(二次元 )Euler方程式を解いて、その境界の表
わす特異性を数値的に調べるつもりでするとあ研
究はPrdf.MOffa ttと 議論しつつ進めています。

今までに、二次元渦層の不安定性と特異性たつい

て何回か議論を重ね、上記の研究方針に思い至り

ました。また最近、この方面の研究の権威である

Lむ=品 n大 学のProf.W100reに お目にかかり、

貴重なアドバィスをいただきました。今後、彼と

も何回か議論していきたいと思っています。

幸い、私の滞在しているD紬 互TP oepartment

of Applied h江あthematics and Theoretical

Physics)には、流体力学関係のVisitOrが大変

多いので、彼らとの議論を通して、乱流研究の新
しい考え方を模索し、物理としての流体力学の位

置を、じっくり考えていきたいと思っています。

昭和58年 3月 6日
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New  York力 〕ら

早稲田大学

派遣 期 間

研 究機 関

研究指導者

住   居

第 一  信

研究主題 :視物質及びバクテリオロドプシンモ

デル化合物の低温光化学反応

当面の研究計画 :視 物質 ロドプシンの光受容

物質である11-cisレ チナールは、光を吸収し、

a ll―tra ns型に異性化する。この反応は、いく

つかの光学的に区別し得る中間体を経て起こるが、

最初に生成する中間体がバソロドプシンであり、

ロドプシンよりも長波長側に吸収をもっている。

しかし、この中間体は非常に寿命が短く、スペク

岡 部 正 美

昭和 5 8年3月 2 9 日 ～昭和 5 9年 3月 2 8 日

DepartIIIent of Chemistry

C。l uIIIbia University,New YOrk

且 Y . 1 0 0 2 7 U . S . A .

中 西 香 悶
Apt.7-E. Riverside Dr. New YOrk

N.Y. 10027 U.S.A.

トルの解析 もままならないのが現状である。

本研究rcぉぃては、化学修飾した 11-cisレ チ

ナールを合成し、オプシンと結合させ、ロドプシ

ン類似物を合成し、このロドプシン類似物が低温

光照射により、バソ中間体を生じるかどうかを検

討 し、バソ中間体が生成したなら、スペクトルの

解析によって、バツ中間体に関する知見を得るこ

とを目的としている。

昭和 5 8 年 4 月 1 5 日

第 一 信

研究主題 :ア ナナスショウジョウバエにおける

雄組換及び高突然変異性の分子遺伝学的研究

(Molecular approach for IIlale crossirg

over and high mutability in Drosophila

ananassae)

研究の進め方 :まず、東京都立大学より運んだ

雅組換頻度lrc関して異なる遺伝子組成をもついく

つかの系統を用いて下記の実験をはじめる。

W i s c o n s i nか ら

松 田 宗 男

昭和 58年 4月 1 6日～昭和 59年 4月 1 5日

Laboratory of Genetics

5 09 Genetics Building

University of WiscOnsin一 Madison

P r O f .  J a I I L e S  F・ C r O w

Assistant PrOfo William R. □ ngeis

Room 325, Ambassador West APartIElents,

434  West  Mifflin Street,

Madison, 恥 アiscOnsin 53703, Uo S.A.

1)キ イロショウジョウバエ由来の転移因子 ・

P一因子のDNAを プローブにしてアナナスショ

ウジョウバエの唾腺多糸染色体に in situ

hybridizationを 試み homolo30usな 配fllの

有無を調べる。

2)ア ナナスショウジョウバエの初期胚に上期の

P一因子をiniectさせ、唾腺染色体でのin situ

hybridi zationで insertの確認をする。また
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insertされたであろう染色体がその後どのよう

な形質を発現するかを雄組換及び突然変異の頻度

で追跡する。

He■ sinkユ か ら

昭和58年 4月 27日

第 一  信

研究主題 :回転超流ず He

当面の研究の進め方 :現在低温研究所のM.

Krusi usを 中心としたグループがNMRを 用い

た回転超流動3恥 の実験を続行中で続々と新しい

結果が出てきています。一つは圧力依存を調べる

実験であと一つは回転軸に対して磁場の方向を傾

けた実験を行っています。特に後者は我々の理論

との関係が深く、この実験と比較することにより

理論をさらに発展させたいと思っています。それ

大 見 哲 巨

昭和58年 4月 17日～昭和59年 3月 31日

L Ow Temperature LabOratory Heisinki

University of Technology SF-02150

ESP00 15 Pi niand

PrOfessOr T. Kurkij】rvi

J aEDr antaiva1  10  0 43

0 2 1 5 0  E S P 0 0  1 5  F i n i a  n d

にはこの研究所のJ.輸 rkijarviとM.Salomaa

といった人達がいっしょに議論をしてくれます。

またこの五月から/的弓にかけて、K.Maki,

D.Ein zel,G.V010viと, A.Fetterと いった

回転311eに関心のある人達がこの研究所に滞在の

予定です。その人達と議論することで研究を発展

させまた新しい問題を見付けていこうと思ってい

ます。

昭和58年 5月 10日

京 都 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   所

帝 京 大学

派遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   所

第 一 信

この度の私の米国シアトルのワシントン大学に

おける研究のため貴財団より援助を賜り、心から

感謝致しております。貴財団への申請書では4月

20日 出発の予定になっておりましたが、米国入

国査証の許可日の関係で、4月 25日 (月 )に成

Seatt■ eか ら

鈴 木 季 直

昭和58年 4月 25日～昭和59年 4月 24日

Center Of B10engineering, WD-12

S chO。1 0f Medicine

University of W‐ashington

Seattle, WasLington 98195, U. S.A.

PIof. Gerald H.Pollacと

5 3 0 6 ,  2  4 t h ,  N .コ . ,  A P T .  3 0 3

Seattie, Washington 98105, Uo S.A.

田空港を出発 し、同日無事シア トルに到着致しま

した。ご報告が大変遅 くなりましたことを深くお読

び申しあげます。研究準備と生活全般にわたる準

備とであわただしい毎 日が続 きましたが、昨日か

ら今日にかけてやっと一段落致しまして、第一報
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を差しあげます次第です。

研究主題と当面の研究の進め方 :「フリーズフ

ラクチャーによるクロスブリッジ運動の観察」

フリーズフラクチャーの諸操作予および施設、諸機

器の使用に若干の手続を要し、目下準備中です。

6月には実験を始めます。こちらの研究室に、こ

れまで同じ傾向の実験をしていた研究者がおり、

しばらくは→緒に実験致しますが、7月頃からは

協同研究者

住   所

第 一  信

此の度は、長期間派遣の御援助をいただきまし

てありがとうございました。5月 6日 に無事に当

地に到着しました。約 3週間学生寮に仮住いをし

ており不便をしておりましたが、ようやく住いも

決まり、元気にやっております。

NOrwichは LOndonか ら、鉄道で2時間、ゴヒ

東に向った所です。NOrfolk州 の州都で、中世的

雰囲気を充分に残した緑 り豊かな町で、今は、ラ

イラック、藤、桑など無数の本樹が花をつけてお

り、美しい所です。大学は町はずれの不便な所に

位置しており、日本の大学と比較すると、その規

模はひとまわり小さく、学生も職員も落着きすぎ

ているくらいです。大学の内容は、別便でお送り

します、パンフレットを御覧下さい。小生の属す

る陽電子消滅グループは、PrOi Westを 中心に、

バングラディッシュ人のFellow、 ポーランド人

のFellow、 イ ギリス人の大学院生が3名、アメ

リカ人の大学院生が 1名、イギリス人のテクニシ

ャンが 2名、そしてカナダ人のSenior Fel10w

が 1名 と総勢 10名 の大所帯で、活発に研究をや

っております。しかし、あくまでも英国流のペー

N o r w i c h か ら

理化学研究所 塩  谷  亘  弘

派 遣 期 間  昭 和 5 8 年5 月 6 日～昭和5 9 年2 月5 日

研 究 機関  S c h o o l  o f  M a t h e m a t i c s  a n d  P h y s i c s

独自で行います。秋には中間報告ができるのでは

ないかと思います。

シアトルは森と湖のまちで、緑が多 くとてもき

れいなところです。貴財団をはじめ、多くの方々

のご支援を受け、このような素晴らしい環境の中

で研究生活に専念できますことは身に余る光栄で

す。当初の目的を果し、満足して帰国できるよう

一年間頑張ります。   昭 和 58年 5月 18日

University of □ast AIlglia

NOrwich NR4 7T」 , U.K.

PrOf. It.N. WVes↓

7 Watlings Court, Cow Hill,

NOrwich NR2 1HA, U.K.

スで、年前と年後に、それぞれ30分 からのお茶

の時間を取り、夕方 5時 を過ぎると帰り支度を始

めます。土曜 ,日曜は完全に休みです。したがっ

て、実験のペースは日本の半分ぐらいでしょうか。

ここの生活は全てが質素です。天候は安定せず、

ここ10数 年ぶ りの、寒いそして雨の多い春との

ことで、今でも冬オーバーを着た人が町を歩いて

いるほどです。予期したよりも日本製品の氾濫は

少なく、日本車の割合は 10%以 下で、カメラ、

時計、ビディオ、テレビなども必ずしも日本製の

ものばかりではなく、やはり外国に居る感じがし

ます。

以上簡単ですが、近況をお知らせいたします。

研究主題と当面の研究の進め方 :陽電子消滅法

による金属間化合物の電子構造の研究。PrOf.

Westの 研究グループに属する大学院学生と共同

で、冴線2次元角度相関■ll定装置 (2Dカ メラと

称している )の調整を行った後、Nb50 M050不

規則合金について■ll定を行い、次いで、Ni3 Ga

合金、 (FeO,l Ni09兆 Ga合 金の測定を行って、

最終的には (FeO.l Ni09)3 Ga合 金中のFe atom
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の持つ localize d田瑠netiC mOmentを 構成

する電子の運動量分布を求めることを目標とす

San FrallciscOか ら

名古屋市立大学  保  住

中間 報 告

筋収縮の分子機構はいまだ十分に解明されてい

ない。当研究室ではテーマの一つとして筋収縮の

分子機構をミオシン分子、特にアクテンとの結合

能とATP分 解能を持つ ミオシンの頭の部分のサ

ブフラグメントー1(S-1)と 、アクチンとの

分子構造を調べることにより明らかにしようとい

う試みがなされている。言うまでもなく、ある蛋

白質の分子構造を知る上には、x線 結晶解析が最

も優れている方法であるが、S-1の 場合いまだ

結晶化されておらず、他の手段でS-1、 アクチ

ン・S-1結 合体の分子構造を推察しなければな

らない。その方法として当研究室では、螢光エネ

ルギー移動法が用いられている。この方法は励起

された螢光分子の近傍にはぼ同じエネルギーレベ

ルの吸収帯を持つ分子があると、発光のエネルギ
ーは吸収され、螢光がその分だけ成少し、成少の

程度が 2分 子間の距離の6乗 に反比例するという

原理に基づいている。この方法で10～ 80A範

囲の距離の測定が可能である。

S-1に はATP結 合部位、アクチン結合部位

の他にいくつかの活性 ・特殊部位 (アミノ酸残基)

がある。 S-1を 構成している軽鎖 (LCl)に

存在する一つのC ys残基 (CyS 177)、 S-1

重鎖には非常に反応1性の高い二つの Cys残 基

(S Hl, SH2)ヽ  そ して2-ト リニトロベンゼンス

ルホン酸と非常に速く反応する一つのLys残 基

(RLR)が それらである。一方S-1重 鎖はトリ

プシン消化により三つのフラグメント(N末 端よ

り27K、 50K、 20K)に 切断されるが、この

方法により上記の各活性部位がどのフラグメント

に位置しているかが明 らかにされている

(Figa l)。 ゆえにこれら各部位にそれぞれ螢光

哲 (財団ニュース通巻 14守 .102参照 )

N 瓦

ぉ百富盲

J ~ ~ ~ 玩

まま
ア

~ … + ~ 丁

妻主瓦墓弄

C

昭和58年 6月 5日

F i  g .  1

分子を付けて上述の螢光エネルギー移動法よりt

S-1の 各活性部位間の距離を測定すればS-1

の3次元 (立体 )構造が推定される。さらにアク

チンには ATP結 合部位と反応性の高い一つの

C ys残基 (CyS 373)が あり、それらも含めれ

N:ATP結 合部位

単位:Å

る。

アクテン)

CySマ7CCi】

N(s_1)
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ばアクテン・S-1結 合体の構造も知ることがで

きる。今まで当研究室を中心に測定された距離を

基に各活性部位の位置関係をFig。2に 示す。す

なわちS-1中 の活性部位の位置関係は非常に安

定しているが、SH2と 他の関係は非常に不安定

である、同様にアクテンとS-1と の関係もまだ

不安定である。当研究室で以前にATP部 位

(S-1)◆ CyS37 3(ア クチン )、 ATP部

位 (S-1)◆ ATP部 位 (アクテン )、 C ys

177(LCl)→ Cys 373(ア クチン )の螢光

エネルギー移動を調べたが認められなかった。そ

れは、距離が80A以 上でぁることを示している。

今回私は、SE2に のみ螢光試薬を付けることに

成功し、 SH2◆ RLR、 SE2⇔ ATP部 位

(S-1そ してアクテン )、 SH2⇔ Cys 37 3

(アクチンクの四つの距離を同様の方法で調べ、

これら四つの距離が同方法で測疋可能な範囲にあ

ることが明らかになった。今後は螢光の寿命の変

化の測疋により、正確な距離を計算し、よう安定

したアクテン・S-1結 合体の3次元 (立体 )構

造を作 り上げていく予定である。

最後に、ここで述べた螢光エネルギー移転法に

よる距離測定にはいくつかの仮定 (不正確さ)が

含まれているが、X線 結晶解析ですでに構造の決

められたいくつかの雷白質でこの方法から距離を

測定すると、X線 の結果とよく一致し、この方法

は構造の未知の蛋自質には非常に有効な手段とい

えよう。 昭和58年 7月 6日
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一 十 一

事 申 告
一 ― ・一

事 業 日 誌

58.4 1  理 事改選 (赤堀四郎氏退任 鈴 木友二 ・関集三両氏新任 )、顧間改選 (赤堀四郎氏新

任 )、評議員 ・選考委員改選 (ニュース通巻第 14号 P。108～ 110参照 )

役員更迭の法務局登記手続

4.4 長 期間来日者陳尚賢 (中華人民共和国、中国科学院化学研究所 )、城田靖彦 (阪大工)

財団訪間、来日期間満了離日の挨拶

4 9 理 事懇談会 :昭和 60年 度山田コンファレンスの件、MBE近 況、研究援助方式改訂、

研究援助候補個人推薦制、長期間派遣者研究交歓会開催、58年 度長期間派遣者の現
況、58年 4～ 6月短期間派遣並びに58年 度長期間派遣 ・短期間来日・集会の各援
助の決定報告 (於 大 阪商工会議所内ニューコクサイ )

4.17 故 山田輝郎氏一周忌法要 (於 大 阪市東住吉区・臨南寺会館 )

4.18 故 山田輝郎氏胸像除幕式 (於 ロ ー ト製薬株式会社 )

4.18～22  山 田コンファレンスⅦ開催 (於 下 田 )

4.22 選 考打合会

5.14 第 5回研究交歓会 (於 薬 業年金会館 )

5.15 昭 和58年 度第 1回理事会 ・評議員会 ・選考委員会 :昭和57年 度事業報告、収支決

算報告、選考方法、研究援助候補個人推薦 (於 薬 業年金会館 )
610  選 考打合会 :昭和57年 度研究援助最終決定

6.15  新 聞関係へ昭和 57年 度研究援助概説伝達

7.1  選 考打合会

7 8  財 団ニュース通巻第 14号 完成溌信

7.16  第 4回長期間派遣者研究交歓会 (於 薬 業年金会館 )

7.29  選 考打合会

8.1  第 3回 Wlt B E共同利用運営委員会 (於 関 西学院大学理学部 )

理事懇談会 :昭和58年 度長期間来日援助 Sung,s han― Ching氏 承認、MB□

近況報告、第 11回 及び第 12回 山田コンファレンス (昭和60年 度 )承認、研究援
助候補個人推薦選考方法検討 (於  レ ストランパレス )

8.22  山 田コンファレンスW プ ロシーディングス到着

8.23  日 本学術振興会へ 「研究助成法人要覧」調査票送付

8.26 選 考打合会

9。 1  昭 和59年 度研究援助推薦要領及び推薦書発信

9.30 昭 和59年 度学術交流集会援助申請締切

人 事 消 息

1.58年 5月 、江僑節郎評議員は、東京大学名誉教授の称号をお受けになりました。
2.58年 6月 、早石修理事は、大阪医科大学学長に就任されました。
3.58年 8月 1日、江崎理事帰朝の機に、理事懇談会を開催、理事 ・顧間の殆ど全員の出席を得て、
財団当面の諸問題について審議 した。
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長期間派遣援助 に よる在外研究者一覧

助

度

援

年
氏   名

渡航直前
又は現在
の 所 属

先航渡

研 究機関名     所  在
予定在留期間

57

清 水 孝 雄

Takao

Shimizu

京都大学

医 学 部

Department Of Physiologica■  Chemttstry

Karo■ inska lnstitutet s― ■04 0■

Stockhoユ m′ Sweden

5 7 .  3 2 8

～ 5 9 .  3 . 2 7

57

」ヽ 山   一

Haヨime
Koyama

徳島大学

医 学 部

Department of Microbiology and

IIIIInuno■ogy′  washington University
Schoo■  of Medicine′  660 S.Euc■ id Ave.

St. LouiS, M0 63■ ■0′ UoS.A.

5 7 .  5  1

ハv59  1.3 1

57

長谷川 孝  幸

Takayuk上

Hasegawa
国立武蔵

療 養 所

Laboratory of Mo■ ecu■ ar Bio■ ogy

Wationaユ  Cancer lnstitute

げationa■  Institutes of 口 ea■ th

〕ethesda′  Mary■ and 20205′  u.s.A.

5 7 .  3  9

ヘツ6 0   3 . 3 1

57

本 田 重 雄

Shigeo

Kユda

京都大学

数理解析

研 究 所

Department of App■ ied Mathematics

ュnd Theoretica■  Physics

」niversity of Cambridge

S上工ver Street′  cambridge CB3 9EW
Engユ and

58.9帰 国後 58.10.1か らフランスヘ留学

5 7 .  9 .  1
～ 5 8 .  8 3 1

58.排 ギ母帰国

58.10 1
～ 59  9.3 0

58

岡 部 正 美

Masamュ

Okabe

早稲田大

学 ・理工

学部

Department of chemistry

]o■umbtta Universttty, New York

将.Y.′  ■ 0027′  U.S.A.

5 8 ,  3 2 9

ハψ59  3.3 1

58

鈴 木 季 直

Suechika

Suzuk土

帝京大学

医 学 部

]enter of Bユ oengineering′  WD― ■2

Schoo■  of Medicine

」niversity of washttngton

Seatt■ e′ washington 98■ 95′ U.s.A.

5 8  4 2 5

～ 5 9  4 2 4

58

松 田 宗 男

Muneo

Matsuda

東京都立

大学 ・理

学部

Bavoratory of Genetics 509

]enetics Bui■ ding

」niversttty of wisconsin一 Madison

4adison′  w1 53706′  u.s.A.

5 8 ,  4 . 1 6

～ 5 9  4 1 5

58

塩 谷 巨 弘

Nobuhttro

Shiotani

理 化 学

研 究 所

Dchool of Mathematics and Physュ cs

」niversity of EaSt Ang■ ia

Worwich NR4 7T」 ′ u.K.

5 8 .  5 .  6 .

～ 5 9 . 2 . 5 。

58

大 見 哲 巨

Tetsuo

Ohmi

京都大学

理 学 部

」ow Temperature Laboratory

ie■sinktt University Of Techno■ ogy

SF-02■ 50 ESP00 15′  Fin■ and

5 8 .  4 . 1 7

ハツ59  3 8 1
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(昭和 58年 10月 現在 )

渡  航   先

研 究指導者
研 究 主 題

渡    航

住  所

先

Prof. Bengt

Samue■ sson

ロイコトリエンA生 成の機

序

Wenner i Gren Center

Vttn C―■3′ Sveavagen ■66
S―■■3 46 Stockho■ m, Sweden

prof. M上 ユton 」 .

Sch■ esュnger

ウィルスの細胞内侵入機構

についての研究
7357-A′  Amherst

Universttty City, M063■ 30

U o S . A .

Dr. Kenneth M.

Yamada

The chief of

Membrane

Biochemュ stry

Secttton

モノクローン抗体を用いた

Swiss 3T3細 胞表面たん

自質の研究

262 congressュ ona■  ■one APt.

♯203 Rockvi■ ■e′ Mary■ and 20852

U o S . A .

PIof. G. K.

Bache■ or

乱流とNavier― Stokes

方程式の特異性

66 Hardttng way

Cambridge CB4 3RR′  Eng工 and

Prof. Koョ ユ
Nakanish土

視物質及びパクテリオロド

プシンモデル化合物のrLM

光化学反応

Apt. 7-E Rttverside Dr.′

New York′  N.Y.′  ■ 0027

U . S . A .

Prof. Gera■ d H.

Pol■ ack

フリーズフラクチャーによ

るクロスブリッジ運動の観

察

5306′  24th′  N.E.′

APT 303 Seatt■ e

Washington 98■ 05′ U.S.A.

((206)522-3639)

PrOf. 」 ames F.Cro予

Assュ stant Prof.

Wi■ ■iam R. Enge■ s

アナナスショウジョウバエ

における雄組換及び高突然

変異性の分子遺伝学的研究

Room 325′  Ambassador West

Apartments, 434 West Mttffユ in

Street′  Madison′  Wisconsin

53703′  U.S.A.

PrOf. R. N. West 陽電子消滅法による金属間
化合物の電子構造の研究

7 wat■ ttngs court′  Cow H土 ユユ

Norwich NR2 ■ HA′  U.K.

((0603)663093)

Prof. 」 .

Kurki3arv土 回転超流動 3ェe
」amerantattva■  ■OC 43 02■ 50

ESPOO ■ 5 Fttn■and
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援助

年度
名氏 陶醜鷹

渡

又
の

渡    航    先

研 究 機 関名      所   在
予定在留期間

辻 本 良 信

Yoshttnobu

TSuうimOtO

大阪大学

基礎工学

部

California lnstitute of Techno■ ogy

Pasadena′  California 91■ 25′ U.S.A.

5 8 .  8 . 2 5

～ 5 9  6 2 o

58

伊 藤 忠 直

Tadanao

lto

京都大学

理 学 部

Hemato■ ogy― Oncology Unュ t′

Department of Medicェ ne′

Harvard Medttca■  schOO■

Boston′  Massachusetts 02■ 14′ U.S.A.

5 8 .  8 2 0

ハυ59  8.  1

山田 コンフ ァレンスニュー ス

1.昭 和59年 度には山田コンファレンスWll, X及びXを 開催〔ノます。

山田コンファレンスWll

会 名   分 化転換と細胞決定の不安定性 (Yamada Oonference Wll on

Transdifferentiation and lnstability in Cell COmmittIIlent)

会 期   59年 8月 20日 ～ 24日   5日 間

会 場   京 都市中京区 京 都ホテル

責任者  岡  田  節  人 (京都大学理学部 )

山田コンファレンスIX

会 名   固 体中の転位 (Yamada Conference Ⅸ  on Dis10cations in Solids)

会 期   59年 8月 27日 ～31日   5日 間

会 場   東 京都港区 ホ テル高輪

責任者  鈴  木  秀  次 (東京大学理学部 )

山EBコンファレンスX

会 名   細 胞運動 l(Ya■ lada Conference X on Cell Motility:Mechanism

and Regulation)

会 期   59年 9月 3日 ～5日   3日 間

会 場   名 古屋市 愛 知厚生年金会館

責任者  石  川  春  律 (東京大学医学部 )

2.Proc.of Yamada Conference W の 出版

昭和57年 9月 1日～ 9月 4日 、神奈)|1県箱根町 箱 根観光ホテルで開われた第6回山田コンファ

レンス (中性子散乱 )の Proceedings(財 団版 )が本年8月 に完成、出版されました。456頁

から成る議事録です。お問い合せは大阪大学基礎工学部山田安定先生 (電話 06-844-1151)

へ。なお、この集会の速報は財団ニュース通巻第 13号 3～ 5頁 に、成果報告は第 6回事業報告書

71～ 78貫 にのせました。
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渡  航  先

研 究 指 導 者
研 究 主 題

渡    航    先

住  所

Prof. C. Brennen
nヽ ana■ ysis

fOtQdynamェ c

stability of

ョentrifuqa■

Of

pumps

40N Harkness キ 2′ Pasadena

Ca■iforntta 91106ァ  U.S,A.

Prof. ThOmas P.

Stossel

貪食細胞の皮質細胞質の分

子構造の研究

■ George Rd.′  Winchester

Massachusetts O■ 890

U o S . A .

Proceedings of the

Yamada Conference Vi On

Neutron Scattering

in Condensed lⅥ atter
Hakone,Japan

l-4 Septernber 1982

Editors:

Y.Yamada
rractl′r/Or gr7grr7。θr′r7g sc′。,ce

Osaka Ur7,yersFrェ アoj/0,a a々

Osa々a56θ,」apar9

J.D.Axe
arOOそんaverP Nar′Or7q′とabθrarory

υprO,′New Yo′ 々77973,t/SA

M B E だ よ り

昭和58年 度MBコ 共同利用料金

結晶成長 1時間当り1万円、基板代金実費
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編 集 後 記

本号には、通巻第 14号 に引きつづぃて本年4月以降 9月迄の間に集録した短期間来目成果報告、短期阿派遣成果報告、中間報告および短信などを掲載いたします。なお、58年 4月 18日 から開催の山田コンファレンスⅦの速報、58年 7月 16日 開催の第4回長期間派遣者研究交歓会速報等を収載いたしました。

昭和 58年 度MBE共 同利用申請採択

10件 の申請について、審議の結果下記の通り決定

邑瀬 (阪大理 )、犬石 (阪大工 )、大野 (北大工 )、青柳 (理研 )、渡辺、久保田、寺内、佐野
(関学理 )、以上 8件採択

浜川 (阪大基礎正 )、前田 (岡大理 )、以上 2件 条件付採択

昭和59年 度MB回 共同利用申請 (学会誌へ昭和 59年 1月中に掲載 )
嘉集内容 :希望の構造の回一V化合物半導体 (Ga As,AlGa As)と 金属及び化合物半導体 (Al,

In,Ga,As,Sb)の 試料作製 (希望の構造が作れるとは限らない )の 2本立て
申 込 先 :〒 662 西 宮市上ケ原 1番町 1-155 関 西学院大学理学部

「MBE共 同利用」渡辺泰堂運営委員長宛

問合せ先 :Tel.o798-58-6111 内 線 5256佐 野
〆 切 り:昭和59年 3月末日
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財 団 法 人    山 田 科 学 振 興 財 団

〒544  大 阪市生野区巽西 1丁 日8訴 1号

ロート製薬株式会社内

電話大阪 (06)758局 1231  ロ ー ト製薬株式会社呼出

Yamada Sc■ ence Foundation

C/O Roh↓ o Phar■ la ceu↓ical Co., Ltd,

8-1,   ′Pa↓surFli  Nishi   l―chome,  IklBo― ku

Osaka 544, 」 apan

198ユ  12.200




